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き 
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月

十

七

日

の
阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
た
長

田

区

は
、
あ
れ
か
ら
十

年

の
時

を
経

て
街

な
み
は
随

分

と
変

化

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
区

内

各

所

に
あ
る
歴

史

的

遺

産

は
大

禍

を
ま
ぬ
が
れ
、
昔

の
名

残

を
と
ど
め
て
い
ま
す
。 

昭

和

五

十

二

年

三

月

に
「
な
が
た
の
歴

史

」
を
発

刊

し
、
大

変

好

評

を
得

て
お
り
ま
し
た
が
絶

版

と
な
り
、
そ
れ
か
ら

か
な
り
の
年

月

が
経

ち
ま
す
。
区

民

の
皆

様

を
は
じ
め
多

方

面

の
方

か
ら
長

田

の
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史

関

係

の
本

へ
の
お
問
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合

わ
せ
が

多

数

あ
り
、
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び
内

容

を
一

新
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長

田
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史

跡

・
文

化

財

、
町

名

の
由

来

な
ど
を
加

え
、
よ
り
読

み
や
す
い
形

に
改

訂

し
た
新

し
い
「
な
が
た
の
歴

史

」
を
発

刊

す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
編

纂

に
あ
た
り
、
昭

和

五

十

二

年

の
「
な
が
た
の
歴

史

」
発

刊

の
際

に
ご
尽

力

い
た
だ
き
ま
し
た
、
田

辺

眞

人

氏

、

神

戸

歴

史

ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
田

辺

氏

と
と
も
に
神

戸

の
歴

史

を
研

究

さ
れ
て
い
る
竹

内

隆

氏

に
全

面

的

な
ご
協

力

を
得

る
こ
と
が
で
き
、
大

変

感

謝

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
写

真

、
挿

絵

等

の
選

定

に
お
い
て
は
、
神

戸

長

田

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協

議

会

の
ご
協

力

も
得

て
編

纂

を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何

分

短

期

間

で
の
作

業

で
し
た
の
で
、
調

査

が
不

十

分

な
点

も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
冊

子

が
長

田

の
町

や
歴

史

を
学

ぶ
一

助

と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。 
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．
長

田

神

社

（
な
が
た
じ
ん
じ
ゃ
）
・
・
・
・
・
・
・ 

1 1 0 
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ニ-

十

七

．
菅

公

匂

い
の
梅

旧

跡

（
か
ん
こ
う
に
お
い
の 

う
め
き
ゅ
う
せ
き
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 1 1 
ニ-
十

八

．
西

代

の
楠

（
に
し
だ
い
の
く
す
の
き
）
・
・
・
・
・ 

1 1 2 

ニ-

十

九

．
蓮

の
池

跡

（
は
す
の
い
け
あ
と
）
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 1 2 

 

ニ-

二

十

．
福

聚

寺

（
ふ
く
し
ゅ
う
じ
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 1 3 

ニ-

二

十

一

．
宝

満

寺

（
ほ
う
ま
ん
じ
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 1 3 

ニ-

二

十

二

．
丸

山

衝

上

断

層

（
ま
る
や
ま
し
ょ
う
じ
ょ 

う
だ
ん
そ
う
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 1 4 

ニ-

二

十

三

．
満

福

寺

（
ま
ん
ぷ
く
じ
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 1 5 

ニ-

二

十

四

．
御

船

山

旧

跡

（
み
ふ
ね
や
ま
き
ゅ
う
せ

き
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 1 5 

ニ-

二

十

五

．
明

泉

寺

（
み
ょ
う
せ
ん
じ
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 1 6 

史

跡

分

布

図

（
№
１
～
４
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 1 7 

 三

．
長

田

区

内

の
文

化

財

か
ら 

三

‐
一

．
黒

漆

金

銅

装

神

輿

（
こ
く
し
つ
こ
ん
ど
う
そ
う 

み
こ
し
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 2 1 

三

‐
二

．
木

造

大

日

如

来

坐

像

（
も
く
ぞ
う
だ
い
に
ち 

に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 2 1 

三

‐
三

．
長

田

神

社

古

式

追

儺

式 

附 

鬼

面 

７
面 

（
な
が
た
じ
ん
じ
ゃ
こ
し
き
つ
い
な
し
き 

つ
け
た
り 

き
め
ん
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・

1 2 2 

三

‐
四

．
長

田

神

社

の
ク
ス
ノ
キ 

２
本

・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 2 4 

長

田

区

の
文

化

財

一

覧 

（
平

成

1 6
年

４
月

１
日

現

在

）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 2 5 

 第

三

章 

長

田

の
町

名 

一

．
北

部

地

域

（
雲

雀

ケ
丘

～
平

和

台

町

）
・
・
・
・
・ 

1 3 0 

二

．
中

部

地

域

（
重

池

町

～
二

番

町

）
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 4 5 

三

．
南

部

地

域

（
一

番

町

～
駒

ケ
林

南

町

）
・
・
・
・
・ 

1 5 9 

長

田

区

の
町

別

面

積

・
人

口 

（
平

成

1 6
年

４
月

3 0
日

現

在

）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 7 8 

 

五

十

音

順

索

引
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

1 8 5 
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第

一

章 

長

田

の
歴

史 
 

 

一

．
古

代

の
長

田

地

方 

一

‐
一

．
長

田

の
地

名 

 

長

田

区

は
神

戸

市

の
旧

市

街

地

の
中

央

西

寄

り
に
位

置

し
、
東

は
兵

庫

区

、
北

は
北

区

、
西

は
須

磨

区

に
囲

ま

れ
て
い
る
。
東

西

約

三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南

北

約

六

キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
区

域

に
、
約

十

万

人

の
区

民

が
生

活

し
て
い
る
。 

 

神

戸

の
旧

市

街

地

は
東

西

に
続

く
大

阪

湾

の
北

岸

と
、

そ
れ
に
平

行

し
て
走

る
六

甲

山

地

に
は
さ
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
中

央

部

に
和

田

岬

が
あ
っ
て
、
岬

の
東

の
入

り
江

は
古

代

に
は
大

和

田

泊

、
中

世

以

降

は
兵

庫

の
津

と
呼

ば
れ
た

瀬

戸

内

海

航

路

東

端

の
要

港

で
、
こ
れ
が
神

戸

港

の
母

体

で
あ
っ
た
。
和

田

岬

の
西

方

は
、
山

と
海

に
は
さ
ま
れ
た

神

戸

で
最

も
広

い
平

地

が
広

が
っ
て
い
る
。
そ
の
平

地

を
高

取

山

か
ら
流

れ
出

す
苅

藻

川

が
潤

し
、
弥

生

時

代

か
ら

農

耕

社

会

が
発

展

し
て
い
た
。
神

戸

地

域

で
最

も
広

く

長

い
田

の
広

が
る
地

域

と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
長

田

」
と
い
う

地

名

が
起

こ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
地

名

は
『
日

本

書

紀

』
に
も

記

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
奈

良

時

代

以

前

に
さ
か
の
ぼ
る
古

い

地

名

で
あ
る
。 

一-

二

．
高

取

山 

 

高

取

山

は
江

戸

時

代

ま
で
は
主

に
鷹

取

山

と
記

さ
れ
、

さ
ら
に
古

く
は
「
神

撫

（
か
ん
な
で
）
山

」
と
呼

ば
れ
て
い
た
。

カ
ン
ナ
デ
と
は
カ
ン
ナ
ビ
（
神

奈

備

な
ど
の
字

が
当

て
ら
れ

る
）
、
つ
ま
り
神

を
祭

る
丘

や
神

体

山

を
意

味

す
る
言

葉

が
訛

っ
た
も
の
だ
と
思

わ
れ
る
。
長

田

神

社

境

内

の
高

取

山

揺

拝

所

の
存

在

は
、
こ
の
山

が
信

仰

さ
れ
て
い
た
こ
と
の

名

残

だ
ろ
う
。
高

取

山

は
六

甲

山

地

の
山

頂

を
結

ぶ
線

か
ら
は
南

に
張

り
出

し
て
い
る
た
め
、
今

で
も
晴

れ
た
日

に

は
芦

屋

川

の
土

手

や
大

阪

の
ビ
ル
の
上

か
ら
も
見

え
る
こ
と

が
あ
る
。
遙

か
に
見

え
る
こ
の
三

角

の
独

立

峰

の
山

容

も
、

古

代

の
神

体

山

を
し
の
ば
せ
て
く
れ
る
。 

 
長

田

神

社

に
関

し
て
は
、
天

神

山

か
ら
神

が
来

臨

し
た

と
い
う
伝

説

が
あ
っ
て
、
天

神

山

は
神

体

の
高

取

山

を
祭

る
場

所

で
あ
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
、
ま
た
、
伝

説

の
天

神

山
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は
、
現

在

の
天

神

山

で
は
な
く
美

し
い
山

容

を
持

つ
現

在

の
丸

山

を
指

す
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
弥

生

時

代

か
ら
発

展

し
て
き
た
長

田

の
農

耕

社

会

で
、
人

々
が
豊

作

を
祈

っ
た
対

象

が
高

取

山

で
あ
り
、

神

社

の
形

に
集

約

さ
れ
た
信

仰

対

象

が
長

田

神

社

で
あ
っ

た
。
◆ 

            

一-

三

．
苅

藻

川 

 

高

取

山

か
ら
流

れ
出

す
苅

藻

川

は
、
『
平

家

物

語

』
や

『
増

鏡

』
に
も
記

さ
れ
る
古

い
川

名

で
あ
る
。
平

地

が
広

く

傾

斜

が
緩

や
か
な
地

形

で
は
、
海

中

も
遠

浅

で
、
引

き
潮

の
時

に
は
貝

や
海

藻

が
採

れ
た
。
苅

藻

川

と
い
う
の
は
、
そ

の
よ
う
な
事

情

を
反

映

し
た
名

で
あ
っ
た
ろ
う
。
が
、
そ
の

上

流

に
は
「
桧

川

」
や
「
氷

谷

」
と
い
う
地

名

が
残

さ
れ
て
い

て
、
も
っ
と
古

い
時

代

に
は
「
ヒ
の
カ
ワ
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
可

能

性

が
あ
る
。
「
ヒ
の
カ
ワ
」
の
ヒ
は
、
穀

物

を
実

ら
せ
る
土

地

の
霊

力

と
い
う
意

味

で
、
霊

力

の
あ
る
川

を
意

味

す
る

「
ヒ
の
川

（
日

野

川

・
斐

川

・
簸

川

な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
記

さ
れ

る
）
」
は
、
西

日

本

各

地

に
分

布

し
て
い
る
。
兵

庫

県

下

最

大

の
加

古

川

も
そ
の
上

流

を
「
ヒ
の
上

（
氷

上

）
」
と
い
い
、

下

流

域

で
神

を
祭

る
丘

を
「
ヒ
の
丘

（
日

岡

と
記

す
）
」
と

呼

ん
で
い
て
、
古

く
は
「
ヒ
の
川

」
だ
っ
た
と
説

か
れ
る
。
な
お
、

後

述

す
る
よ
う
に
、
明

治

三

十

四(

一

九

〇
一)

年

に
東

方

に
あ
っ
た
湊

川

が
付

け
替

え
工

事

に
よ
っ
て
苅

藻

川

に

流

し
込

ま
れ
る
と
、
新

設

の
水

路

だ
け
で
な
く
合

流

点

か

昭 和 ５ 年 頃 の 高 取 山 全 景  



 - 7 -

ら
下

流

も
「
新

湊

川

」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
苅

藻

川

の
名

は
合

流

点

よ
り
上

流

の
み
を
指

す
よ
う
に
な
っ
た
。 

一-
四

．
長

田

の
ク
ニ
と
念

仏

山

古

墳 

 

弥

生

時

代

の
日

本

の
農

耕

社

会

ク
ニ
の
分

立

状

態

を
、

中

国

の
史

書

は
「
分

か
れ
て
百

余

国

」
と
記

し
て
い
る
。
長

田

に
あ
っ
た
そ
の
よ
う
な
地

域

を
『
日

本

書

紀

』
は
長

田

の

国

と
記

し
た
の
で
あ
る
。
当

時

の
支

配

者

が
権

威

の
シ
ン
ボ

ル
と
し
た
の
が
青

銅

の
剣

や
鉾

・
銅

鐸

な
ど
だ
っ
た
。
や
が
て

経

済

が
発

展

し
ク
ニ
が
拡

大

し
て
、
大

き
な
権

力

を
持

っ
た

支

配

者

た
ち
は
古

墳

を
築

き
出

す
。
長

田

で
も
念

仏

山

古

墳

や
大

塚

と
呼

ば
れ
る
古

墳

が
築

か
れ
た
。 

 

念

仏

山

古

墳

は
苅

藻

通

七

丁

目

か
ら
浜

添

通

六

丁

目

あ
た
り
に
あ
っ
た
全

長

二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
前

方

後

円

墳

で
、
大

正

元

年(

一

九

一

二)

に
こ
こ
か
ら
出

土

し
た

鰭

付

き
の
円

筒

埴

輪

が
兵

庫

県

立

歴

史

博

物

館

に
保

存

さ
れ
て
い
る
。
喜

谷

美

宣

氏

は
出

土

品

か
ら
、
こ
の
古

墳

を
四

世

紀

後

半

の
も
の
と
推

測

さ
れ
る
。
大

和

を
中

心

に
作

ら
れ
た
鰭

付

円

筒

埴

輪

が
出

土

す
る
こ
と
か
ら
、
当

時

の
長

田

と
畿

内

政

権

と
の
関

係

が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の

古

墳

は
大

正

初

期

の
市

街

地

化

で
破

壊

さ
れ
、
全

く
痕

跡

を
と
ど
め
て
い
な
い
。 

 

長

田

区

内

に
は
、
こ
の
ほ
か
大

塚

町

に
規

模

の
大

き
な

古

墳

が
あ
り
、
池

田

広

町

に
は
前

方

後

円

墳

と
思

わ
れ

る
野

々
内

古

墳

、
駒

栄

町

に
は
雀

塚

（
小

水

の
子

古

墳

）

と
大

水

の
子

古

墳

と
い
う
円

墳

、
形

状

は
不

明

だ
が
苅

藻

通

の
檪

塚

な
ど
の
古

墳

が
あ
っ
た
。
大

塚

町

や
明

泉

寺

町

や
池

田

寺

町

の
丘

陵

地

帯

に
も
後

期

古

墳

と
思

わ
れ
る

遺

跡

の
報

告

が
あ
る
が
、

す
べ
て
が
市

街

地

に
な
っ
て

跡

形

も
な
い
。
◆ 

     

◆ 

念 仏 山 古 墳 想 像 図  
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一-

五

．
大

和

朝

廷

の
勢

力

下

へ 

 
長

田

神

社

を
神

功

皇

后

が
創

建

し
た
と
す
る
伝

説

も
、

古

代

の
長

田

の
ク
ニ
が
大

和

政

権

の
勢

力

下

に
組

み
入

れ

ら
れ
た
こ
と
の
反

映

で
あ
ろ
う
。
九

州

か
ら
畿

内

に
帰

還

し

た
神

功

皇

后

の
船

団

は
、
武

庫

の
水

門

を
出

て
浪

速

の

津

に
向

か
お
う
と
し
た
が
風

が
凪

い
で
動

け
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
皇

后

が
占

う
と
天

照

大

神

と
稚

日

女

の
神

と
事

代

主

尊

が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
広

田

の
国

・
活

田

の
国

・
長

田

の

国

に
祀

れ
と
信

託

を
下

さ
れ
た
。
こ
う
し
て
皇

后

が
創

建

し
た
の
が
西

宮

市

の
広

田

神

社

、
神

戸

市

の
生

田

神

社

と

長

田

神

社

だ
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
在

来

の
長

田

の
神

の

祭

祀

権

を
大

和

政

権

に
さ
さ
げ
て
そ
の
服

属

を
誓

い
、
こ

の
時

、
高

取

山

を
神

と
し
て
崇

め
て
き
た
従

来

の
神

祭

り

が
、
事

代

主

尊

を
祭

神

と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
考

え

ら
れ
て
い
る
。
事

代

主

は
、
も
と
大

和

国

葛

城

山

麓

に
祭

ら
れ
て
い
た
神

で
あ
っ
た
。
大

和

政

権

か
ら
派

遣

さ
れ
て
き

た
新

た
な
支

配

者

の
神

を
受

け
入

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。 

 

奈

良

時

代

の
『
法

隆

寺

流

記

資

財

帳

』
に
よ
る
と
、
西

摂

地

方

に
勢

力

を
張

っ
た
凡

河

内

氏

の
立

て
た
寺

が
会

下

山

の
西

方

に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
も
、
大

和

・
河

内

の

政

権

が
長

田

地

方

に
ま
で
支

配

力

を
及

ぼ
し
た
こ
と
の
反

映

か
も
し
れ
な
い
。
房

王

寺

や
寺

池

と
い
う
地

名

は
、
こ
の

凡

河

内

氏

の
寺

に
関

わ
り
の
あ
る
地

名

だ
と
考

え
ら
れ
る
。 

一-

六

．
大

化

の
改

新

と
条

里

制 

 

大

和

政

権

は
配

下

に
入

っ
た
豪

族

の
首

長

に
「
姓

」
と
呼

ば
れ
る
称

号

を
与

え
て
、
統

一

を
進

め
て
い
っ
た
。
三

世

紀

に
漢

が
滅

亡

し
た
後

、
分

裂

し
て
い
た
南

北

朝

時

代

の
中

国

で
、
西

暦

六

〇
〇
年

前

後

に
な
っ
て
隋

や
唐

な
ど
の
強

力

な
国

家

が
成

立

す
る
と
、
日

本

に
も
氏

姓

制

度

を
克

服

し
て
中

央

集

権

的

な
国

を
作

ろ
う
と
い
う
人

々
が
現

れ

る
。
聖

徳

太

子

に
よ
る
政

治

改

革

が
挫

折

し
た
後

、
六

四

五

年

に
蘇

我

入

鹿

を
倒

し
て
政

権

を
握

っ
た
中

大

兄

皇

子

や
中

臣

鎌

足

は
大

化

の
改

新

と
呼

ば
れ
る
改

革

を
推

進

し
て
い
っ
た
。
全

国

は
国

に
分

け
ら
れ
、
そ
の
下

に
郡

が

置

か
れ
、
五

〇
戸

か
ら
な
る
地

域

社

会

は
里

と
呼

ば
れ
た
。
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公

地

公

民

の
原

則

の
上

で
、
班

田

収

授

が
実

行

さ
れ
、
租

庸

調

な
ど
の
税

が
徴

収

さ
れ
た
。 

 

こ
の
こ
ろ
開

墾

と
と
も
に
条

里

制

と
呼

ば
れ
る
土

地

区

画

が
行

わ
れ
た
。
耕

地

を
六

町

（
約

六

五

〇
メ
ー
ト
ル
）
間

隔

の
太

い
畦

で
縦

横

に
区

切

り
、
例

え
ば
そ
の
横

の
列

を

「
条

」
と
呼

ぶ
と
、
縦

の
列

を
「
里

」
と
呼

ん
で
何

条

何

里

と

称

し
て
座

標

の
よ
う
に
位

置

を
示

し
た
。
六

町

四

角

の
耕

地

を
さ
ら
に
縦

・
横

に
六

等

分

し
て
三

十

六

区

画

に
分

け
、

「
坪

」
と
呼

び
、
こ
れ
を
さ
ら
に
十

等

分

し
た
も
の
が
一

反

で

あ
る
。
十

等

分

す
る
地

割

の
方

法

に
は
、
「
長

地

形

」
と

「
半

折

形

」
の
二

種

類

が
あ
っ
た
（
図

を
参

照

）
。 

◆ 

      

長

田

地

域

で
見

る
と
、
大

化

の
改

新

前

の
「
長

地

形

」
の

地

割

の
広

が
り
は
苅

藻

川

流

域

に
限

ら
れ
、
そ
れ
よ
り
東

西

の
土

地

は
い
ず
れ
も
大

化

の
改

新

以

後

の
「
半

折

形

」
の

地

割

に
変

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
苅

藻

川

流

域

に
広

が
っ
て
い
た
耕

地

を
中

心

に
、
改

新

後

に
そ
の
東

西

の
地

方

が
開

発

さ
れ
て
い
っ
た
と
落

合

重

信

氏

は
指

摘

し
て
い
る
。 

 

新

開

地

の
西

か
ら
長

田

の
地

域

に
は
、
碁

盤

の
目

状

の

整

然

と
し
た
町

並

み
が
作

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
近

代

的

な
町

並

み
は
、
古

代

の
条

里

制

の
地

割

り
を
元

に
建

設

さ
れ
た

と
考

え
ら
れ
て
い
る
。 

 

町

名

改

正

以

前

に
残

っ
て
い
た
小

字

名

の
中

で
、
旧

長

田

村

地

域

に
あ
っ
た
上

卅

六

・
下

卅

六

・
一

ノ
坪

・
二

ノ
坪

、

旧

東

尻

池

村

域

の
二

ノ
坪

・
三

ノ
坪

・
四

ノ
坪

・
六

ノ
坪

、

旧

西

尻

池

村

域

の
六

ノ
坪

・
一

ノ
田

・
十

五

ノ
坪

、
旧

駒

ヶ
林

村

域

の
九

ノ
坪

・
東

五

ノ
坪

・
西

五

ノ
坪

、
旧

野

田

村

域

の
市

ノ
坪

な
ど
は
、
条

里

制

の
坪

付

け
の
呼

称

の
名

残

だ
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
卅

六

は
「
さ
い
ろ
く
」
と
読

み
、
三

十

六

の
坪

の
こ
と
で
、
他

の
字

名

が
全

て
消

え
て
し
ま
っ
た
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今

も
寺

池

町

南

西

端

の
新

湊

川

に
架

か
る
橋

の
名

に
残

っ

て
い
る
。 

◆ 

               

                  

今 も 条 里 制 の 名 が 残 る 寺 池 町 の「 三 六 橋 」 

昭 和 初 期 の「 三 六 橋 」 

現 在 の 「 三 六 橋 」  
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一-

七

．
律

令

制

の
確

立

と
長

田 

 
大

化

の
改

新

の
後

、
律

令

国

家

が
成

立

し
て
国

郡

里

の

地

方

制

度

が
整

備

さ
れ
る
。
旧

湊

川

筋

（
現

在

の
新

開

地

本

通

か
ら
兵

庫

区

役

所

の
線

）
か
ら
須

磨

ま
で
の
地

域

は
、
平

安

の
初

め
ご
ろ
ま
で
は
「
摂

津

職

、
雄

伴

郡

」
と
さ
れ

た
。
そ
の
郡

役

所

所

在

地

つ
ま
り
郡

家

は
、
今

の
室

内

小

学

校

の
あ
た
り
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
室

内

は
こ
の
地

域

の
旧

字

名

「
室

ノ
内

」
だ
が
、
こ
れ
は
「
館

（
ム
ロ
ツ
ミ
）
」
か
ら

来

た
も
の
で
、
同

小

学

校

敷

地

か
ら
は
土

地

整

備

が
行

わ

れ
た
時

、
白

凰

時

代

の
瓦

が
出

土

し
て
い
る
。
こ
の
地

域

に

は
、
塔

ノ
本

、
房

王

寺

、
宮

ノ
前

、
鳥

居

前

、
車

寄

、
高

廻

り
、
桧

門

田

、
東

大

門

、
大

門

、
堂

ノ
前

な
ど
の
旧

字

名

が
あ
っ
た
。
明

治

三

十

年

代

の
新

湊

川

開

削

の
時

に
、

こ
こ
か
ら
は
古

い
寺

の
礎

石

が
出

土

し
た
（
現

在

、
丸

山

中

学

校

の
校

門

脇

に
保

存

）
。
こ
れ
が
地

名

に
残

る
房

王

寺

だ
と
す
る
と
、
一

帯

に
は
郡

役

所

や
寺

院

が
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。 

 
 

◆ 

                

旧 字 名 に よ る 郡 家 の 復 元
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天

平

十

九(

七

四

七)

年

に
作

ら
れ
た
、
法

隆

寺

の
『
流

記

資

財

帳

』
に
は
、
法

隆

寺

の
財

産

と
し
て
「
雄

伴

郡

宇

治

郷

宇

奈

五

岳

」
と
い
う
領

地

が
あ
っ
て
、
東

は
弥

奈

刀

川

、
南

は
加

須

加

多

池

、
西

は
凡

河

内

寺

山

、
北

は
伊

米

野

に
囲

ま
れ
て
い
る
と
記

し
て
い
る
。
加

須

加

多

池

は
上

沢

七

丁

目

付

近

に
あ
っ
た
皿

池

、
凡

河

内

寺

山

は
房

王

寺

と
考

え
ら
れ
、
湊

川

や
夢

野

と
い
う
地

名

が
そ
の
こ
ろ
あ

っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
周

囲

の
地

名

か
ら
見

て
、
宇

奈

五

岳

と
い
う
の
は
現

在

の
会

下

山

だ
と
考

え
ら
れ
る
が
、
会

下

山

を
「
江

家

山

」
と
記

し
て
い
る
記

録

も
あ
る
。
江

家

は

コ
ウ
ゲ
と
読

め
、
郡

家

も
コ
ウ
ゲ
と
読

む
場

合

が
あ
る
こ
と

を
考

え
る
と
、
会

下

山

の
語

源

は
郡

家

の
山

だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。 

 

平

安

時

代

に
な
る
と
摂

津

職

は
摂

津

国

と
改

め
ら
れ
、

雄

伴

と
い
う
郡

名

も
、
淳

和

天

皇

の
諱

で
あ
る
大

伴

と
音

が
似

て
い
る
た
め
に
避

け
ら
れ
、
八

部

郡

と
改

め
ら
れ
た
と

言

わ
れ
て
い
る
。 

 

 

◆ 

                

長 田 村 の 旧 字 名  
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一-

八

．
山

陽

道

と
蓮

の
池 

 
律

令

国

家

は
、
交

通

制

度

を
整

え
道

路

を
整

備

し
た
。

畿

内

か
ら
東

に
は
、
東

山

道

・
東

海

道

・
北

陸

道

が
、
ま

た
、
西

方

に
は
山

陽

道

・
山

陰

道

・
南

海

道

・
西

海

道

の

七

道

が
建

設

さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
最

も
重

要

で
「
お
お
み

ち
」
と
呼

ば
れ
た
山

陽

道

が
、
六

甲

山

地

と
大

阪

湾

岸

に

は
さ
ま
れ
た
神

戸

地

方

を
貫

い
て
い
た
。
道

は
古

く
は
、
上

筒

井

か
ら
生

田

川

を
渡

り
、
北

野

か
ら
諏

訪

山

の
南

麓

に
来

る
と
そ
こ
か
ら
南

に
下

が
っ
て
、
今

の
モ
ダ
ン
寺

付

近

か

ら
直

線

状

に
西

へ
進

み
、
旧

湊

川

を
渡

る
と
兵

庫

区

の
中

道

（
現

在

の
「
中

道

通

」
）
を
通

っ
て
三

番

町

と
四

番

町

の

間

を
抜

け
、
長

田

交

差

点

か
ら
須

磨

の
駅

へ
と
西

に
向

か

う
も
の
で
あ
っ
た
。
長

田

区

内

に
は
こ
こ
に
今

も
大

道

通

の

名

が
生

き
て
い
る
。 

 

こ
の
山

陽

道

の
北

に
あ
っ
た
蓮

池

は
今

は
埋

め
立

て
ら
れ

て
文

化

体

育

館

な
ど
が
建

て
ら
れ
て
い
る
が
、
町

名

や
小

学

校

名

に
そ
の
名

を
残

し
て
い
る
。
江

戸

時

代

の
記

録

で

は
蓮

池

は
四

町

二

反

（
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
余

り
）
の
広

い
灌

漑

池

で
、
古

く
か
ら
奈

良

時

代

に
行

基

が
土

地

の
農

民

を

指

導

し
て
造

っ
た
と
伝

説

さ
れ
て
き
た
。
西

代

、
大

谷

町

の

常

福

寺

に
は
、
行

基

が
蓮

ノ
池

を
造

っ
た
時

に
池

の
水

門

や
水

路

に
使

っ
た
余

材

で
刻

ん
だ
と
伝

え
る
板

卒

塔

婆

一

〇
基

が
保

存

さ
れ
て
い
る
。
常

福

寺

は
、
古

代

に
こ
の
あ
た

り
に
あ
っ
た
蓮

華

寺

が
廃

寺

に
な
っ
た
時

、
蓮

華

寺

に
あ
っ

た
も
の
を
引

き
継

い
だ
の
で
あ
る
。
山

陽

道

沿

い
の
蓮

ノ
池

は
、
苅

藻

川

な
ど
と
と
も
に
『
平

家

物

語

』
『
増

鏡

』
『
太

平

記

』
な
ど
古

典

文

学

に
し
ば
し
ば
描

か
れ
て
き
た
。
『
平

家

物

語

』
「
重

衡

生

捕

」
の
条

で
は
、
生

田

の
森

の
副

将

だ
っ
た

平

重

衡

が
負

け
戦

で
馬

に
乗

っ
て
西

へ
逃

げ
て
い
く
道

筋

を
「
湊

河

・
か
る
も
河

を
も
う
ち
わ
た
り
、
蓮

の
池

を
ば
馬

手

に
み
て
、
駒

の
林

を
弓

手

に
な
し
、
板

屋

ど
・
須

磨

を
も

う
ち
す
ぎ
て
、
西

へ
さ
い
て
ぞ
落

ち
た
ま
ふ
」
と
描

写

し
て
い

る
。 

 
古

代

の
山

陽

道

は
、
や
が
て
も
う
少

し
南

に
付

け
代

わ

り
、
中

世

以

降

に
兵

庫

の
港

町

が
栄

え
る
と
、
元

町

通

を

通

っ
て
Ｊ
Ｒ
神

戸

駅

付

近

か
ら
兵

庫

の
津

に
向

か
っ
て
南



 - 15 - 

下

し
て
湊

川

を
渡

り
、
湊

八

幡

神

社

の
南

側

で
兵

庫

の

町

に
入

り
、
南

仲

町

で
直

角

に
曲

が
っ
て
柳

原

蛭

子

神

社

と
今

の
福

海

寺

の
間

で
町

か
ら
出

は
ず
れ
、
そ
こ
か
ら
は
か

つ
て
の
山

陽

電

鉄

の
路

線

に
沿

っ
て
長

田

交

差

点

に
至

り
、

そ
こ
で
元

の
山

陽

道

に
合

流

し
て
直

線

で
須

磨

に
向

か
う

よ
う
に
な
り
、
近

世

に
は
西

国

街

道

と
呼

ば
れ
て
い
た
。 

◆ 

           

一-

九

．
平

安

時

代

の
長

田

の
郷 

 

平

安

時

代

前

期

に
編

纂

さ
れ
た
『
倭

名

類

聚

鈔

』
は
百

科

事

典

的

な
辞

書

で
、
そ
の
中

に
は
全

国

の
国

・
郡

・
郷

（
里

）
を
書

き
上

げ
た
節

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
十

世

紀

前

半

の
摂

津

国

の
八

部

郡

は
、
旧

生

田

川

筋

を
菟

原

郡

と
の
境

界

と
し
、
西

は
須

磨

ま
で
だ
っ
た
。
郡

内

に
は
、
東

か

ら
生

田

郷

（
中

央

区

生

田

町

の
あ
た
り
）
・
神

戸

郷

（
元

町

駅

一

帯

あ
た
り
）
・
宇

治

郷

（
宇

治

川

周

辺

）
・
八

部

郷

（
兵

庫

区

か
ら
長

田

区

東

部

）
・
長

田

郷

（
長

田

区

を

中

心

に
須

磨

ま
で
）
の
五

郷

が
記

録

さ
れ
て
い
る
。 

 

須

磨

と
い
う
郷

が
な
い
。
須

磨

は
当

時

、
塩

焼

き
や
漁

業

を
す
る
海

人

た
ち
が
わ
ず
か
に
住

む
僻

地

で
、
独

立

す
る

郷

で
は
な
か
っ
た
。
在

原

行

平

と
松

風

村

雨

の
伝

説

や
『
源

氏

物

語

』
は
、
そ
の
よ
う
な
須

磨

の
様

子

を
伝

え
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
旧

西

須

磨

村

の
地

域

は
今

も
長

田

神

社

の
氏

子

地

で
あ
り
、
長

田

神

社

に
残

さ
れ
て
い
る

鎌

倉

時

代

の
古

文

書

が
多

井

畑

や
須

磨

を
氏

子

地

だ
と

記

し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

大 正 ９ 年 頃 、 長 田 交 差 点 か ら 西 に

向 か う 山 陽 道 (西 国 街 道 )  
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奈

良

時

代

以

前

の
瀬

戸

内

海

航

路

の
終

着

港

だ
っ
た

浪

速

の
津

に
向

か
う
途

中

の
停

泊

地

だ
っ
た
大

輪

田

泊

の

重

要

性

が
増

し
て
い
っ
た
。
平

安

時

代

に
は
、
し
ば
し
ば
朝

廷

は
大

輪

田

泊

の
修

築

を
行

っ
て
い
る
。
長

田

区

内

に
は

「
匂

い
の
梅

旧

跡

」
と
梅

ヶ
香

町

・
菅

原

通

な
ど
、
菅

原

道

真

に
ち
な
む
地

名

が
あ
る
。
伝

説

で
は
、
道

真

が
太

宰

府

へ

左

遷

さ
れ
る
途

中

、
大

輪

田

泊

に
上

陸

し
、
梅

の
匂

い
に

誘

わ
れ
て
こ
の
地

に
来

ら
れ
見

事

な
梅

の
木

を
見

つ
け
た
と

い
う
。
◆ 

        

ま
た
、
平

安

時

代

末

期

の
治

承

三

（
一

一

七

八

）
年

六

月

九

日

に
は
平

清

盛

が
宮

島

参

詣

の
途

中

、
唐

船

で
大

輪

田

泊

を
出

て
和

田

岬

を
ま
わ
り
「
小

馬

林

」
に
上

陸

し

た
と
『
山

槐

記

』
が
記

し
て
い
る
。
長

田

は
大

輪

田

泊

の
西

は
ず
れ
で
、
漁

村

の
駒

ヶ
林

が
ま
た
時

に
船

泊

ま
り
と
し
て

利

用

さ
れ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。 

◆ 

           

菅 公 匂 い の 梅 旧 跡  

明 治 ２ ７ 年 頃 の 駒 ケ 林 の 漁 業 と 高 取 山  
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一-

十

．
福

原

遷

都

、
和

田

京

の
計

画 

十

二

世

紀

の
半

ば
に
起

こ
っ
た
保

元

・
平

治

の
乱

を
通

じ
て
政

治

の
実

権

を
握

っ
た
平

清

盛

は
、
兵

庫

区

平

野

の

南

に
あ
っ
た
福

原

の
荘

を
好

み
、
し
ば
し
ば
来

住

し
た
。
ま

た
、
そ
の
南

の
大

輪

田

泊

に
注

目

し
て
、
沖

合

に
築

島

（
経

が
島

）
を
建

設

し
て
防

波

堤

が
わ
り
と
し
、
港

の
安

全

性

を
高

め
、
今

の
神

戸

港

の
発

展

の
基

礎

を
作

っ
た
。
や
が

て
清

盛

は
現

在

の
神

戸

の
地

に
都

を
遷

す
こ
と
に
な
っ
た
。 

一

一

八

〇
年

六

月

二

日

、
平

清

盛

の
福

原

遷

都

が

実

行

さ
れ
て
、
清

盛

の
孫

の
安

徳

天

皇

を
は
じ
め
高

倉

上

皇

や
後

白

河

法

皇

な
ど
が
福

原

に
あ
っ
た
平

家

一

門

の
邸

に
入

居

し
た
。
安

徳

天

皇

の
御

所

は
平

頼

盛

の
館

（
今

の

荒

田

八

幡

神

社

の
地

）
、
上

皇

は
清

盛

の
雪

見

の
御

所

（
雪

の
御

所

町

）
に
入

っ
た
。
間

も
な
く
新

し
い
都

と
し
て
の

町

造

り
が
始

ま
っ
た
。
こ
の
町

は
『
平

家

物

語

』
に
よ
る
と

「
和

田

の
松

原

の
西

の
野

を
点

じ
て
、
九

城

（
条

）
の
地

を

わ
（
割

）
ら
れ
け
る
。
一

条

よ
り
し
も
（
下

）
五

条

ま
で
は
其

所

あ
っ
て
、
五

条

よ
り
し
も
は
な
か
り
け
り
」
と
あ
り
、
首

都

建

設

は
福

原

で
は
な
く
、
和

田

岬

の
西

を
起

点

に
、
つ
ま

り
長

田

地

方

に
建

設

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
玉

葉

』
に

も
「
左

京

条

里

不

足

事･
･
･

右

京

平

地

不

畿

事

」
と
書

か

れ
て
い
て
、
平

地

の
狭

い
神

戸

で
は
京

都

の
よ
う
に
九

条

分

の
都

市

計

画

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現

在

の
四

番

町

四

丁

目

に
「
西

野

」
と
い
う
字

名

が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
御

所

を
想

定

し
山

陽

道

を
朱

雀

大

路

と
し
て
、
先

に
述

べ
た

八

部

郡

の
条

里

の
方

向

と
平

行

し
て
碁

盤

目

状

の
都

城

計

画

を
描

く
と
、
左

京

は
ち
ょ
う
ど
五

条

で
海

岸

に
な
り
、

右

京

は
山

地

に
接

す
る
か
ら
、
先

の
記

述

通

り
で
あ
る
。

大

正

時

代

に
『
神

戸

市

史

』
編

集

に
当

た
っ
た
喜

田

貞

吉

氏

は
こ
う
し
た
神

戸

の
都

を
復

元

し
、
和

田

岬

の
西

な
の

で
仮

に
和

田

の
京

と
名

づ
け
た
。
和

田

の
京

の
建

設

中

の

同

年

八

月

に
関

東

で
源

頼

朝

が
平

氏

打

倒

の
兵

を
挙

げ
、

九

月

に
は
源

義

仲

が
木

曽

で
挙

兵

し
、
十

月

に
富

士

川

の
戦

い
で
平

氏

が
敗

れ
る
と
、
清

盛

は
同

年

末

に
は
都

を

京

都

へ
も
ど
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。 
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平 相 国 廟 （ 兵 庫 区 ） 

福 原 遷 都 八 百 年 記 念 之 碑（ 兵 庫 区 ） 



 - 19 - 

二

．
中

世

の
長

田

地

方 
 

二-
一

．
一

ノ
谷

の
戦

い
と
長

田 

 

平

安

京

に
も
ど
っ
た
清

盛

は
翌

年

の
一

一

八

一

年

早

々

か
ら
熱

病

に
か
か
り
、
閏

二

月

四

日

に
没

し
た
。
源

頼

朝

は
鎌

倉

を
拠

点

に
関

東

の
経

営

を
進

め
る
が
、
源

義

仲

は

木

曽

か
ら
北

陸

に
出

て
、
京

に
向

か
っ
て
軍

を
進

め
た
。
倶

利

伽

羅

峠

や
篠

原

で
敗

れ
た
平

家

は
、
一

一

八

三

年

に

義

仲

軍

の
接

近

で
京

都

か
ら
都

落

ち
し
て
、
屋

島

に
逃

れ

た
。
し
か
し
、
都

に
上

ぼ
っ
た
義

仲

勢

は
貴

族

社

会

と
対

立

し
、
義

仲

を
討

ち
に
関

東

か
ら
頼

朝

勢

が
進

軍

す
る
こ

と
に
な
る
。
頼

朝

勢

は
頼

朝

の
弟

・
範

頼

と
義

経

に
率

い
ら

れ
て
年

末

に
は
東

か
ら
京

に
迫

っ
た
。
こ
の
源

氏

の
分

裂

を

知

っ
た
四

国

の
平

家

は
、
都

奪

回

の
好

機

だ
と
屋

島

を
発

ち
、
神

戸

に
戻

っ
て
き
た
。
東

の
砦

を
生

田

神

社

の
森

に
、

西

の
砦

を
須

磨

一

ノ
谷

に
設

け
て
そ
の
間

の
福

原

・
兵

庫

・

板

宿

・
須

磨

に
平

家

軍

十

万

が
陣

取

っ
た
と
『
平

家

物

語

』
は
記

し
て
い
る
。
こ
の
数

字

に
は
大

幅

な
誇

張

が
あ
る

だ
ろ
う
が
、
翌

寿

永

三

（
一

一

八

四

）
年

1

月

下

旬

に
平

家

の
布

陣

は
完

了

し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃

、
都

の
東

方

で

源

氏

の
両

軍

は
激

し
く
戦

い
、
近

江

の
粟

津

で
義

仲

は
討

ち
死

に
し
、
勝

利

を
お
さ
め
た
範

頼

と
義

経

は
京

都

に
入

っ
た
。
彼

ら
は
神

戸

に
陣

取

る
平

家

軍

を
討

と
う
と
、
さ
ら

に
軍

を
西

に
進

め
た
。
二

月

四

日

に
京

を
発

っ
た
源

氏

は

軍

を
二

手

に
分

け
、
範

頼

は
山

陽

道

を
進

ん
で
生

田

の

森

に
向

か
い
、
義

経

は
山

陰

道

か
ら
篠

山

盆

地

の
南

を
通

っ
て
三

草

の
峠

を
越

え
加

古

川

筋

を
南

下

、
三

木

か
ら
明

石

方

面

に
出

て
海

辺

を
一

ノ
谷

に
向

か
っ
た
。
こ
う
し
て
、

二

月

七

日

に
一

ノ
谷

の
戦

い
が
起

こ
る
わ
け
で
あ
る
。 

二-

二

．
鵯

越

の
坂

落

し 

 

一

の
谷

の
戦

い
で
は
、
源

義

経

の
鵯

越

の
坂

落

し
が
勝

因

と
さ
れ
る
。
た
だ
、
坂

落

し
が
行

わ
れ
た
場

所

に
つ
い
て
は
、

兵

庫

・
長

田

の
北

の
鵯

越

か
、
須

磨

の
一

の
谷

の
北

か
の
二

論

が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
神

戸

で
は
鵯

越

と
い
う
地

名

は
北

区

山

田

町

か
ら
兵

庫

・
長

田

の
北

方

に
出

る
山

越

え
道

の

こ
と
な
の
だ
が
、
『
平

家

物

語

』
で
は
「
一

ノ
谷

の
北

方

に
あ

る
鵯

越

」
と
い
く
ど
も
記

し
て
お
り
、
今

の
一

ノ
谷

は
須

磨
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浦

公

園

の
一

画

に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
神

戸

の
地

理

勘

か

ら
い
う
と
兵

庫

・
長

田

の
北

な
の
だ
が
、
『
平

家

物

語

』
の
記

述

を
信

ず
る
と
須

磨

の
背

山

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

従

来

か
ら
、
川

辺

賢

武

氏

や
落

合

重

信

氏

は
生

田

の
森

と
一

の
谷

で
東

西

の
防

御

を
固

め
た
平

氏

に
対

し
、
義

経

が
中

央

突

破

を
試

み
た
の
が
鵯

越

の
坂

落

し
で
、
そ
の
位

置

に
つ
い
て
は
、
現

在

の
西

神

戸

有

料

道

路

の
中

に
あ
る

丸

山

大

橋

付

近

を
推

定

さ
れ
て
い
る
。
◆ 

          

鵯

越

道

の
本

道

は
夢

野

に
下

り
て
お
り
、
東

の
支

道

は
烏

原

か
ら
石

井

方

面

に
出

て
い
た
が
、
義

経

軍

は
鵯

越

の
西

の
支

道

つ
ま
り
急

に
眼

前

が
ひ
ら
け
て
駒

ケ
林

ま
で
一

望

で
き
る
明

泉

寺

の
谷

を
駆

け
降

り
た
と
さ
れ
た
。
今

の
名

倉

町

に
あ
っ
た
平

盛

俊

の
陣

に
攻

め
込

ん
だ
と
す
る
の
で
あ

る
。
古

い
明

泉

寺

は
源

平

合

戦

で
焼

失

し
た
と
伝

承

さ
れ

て
き
た
。 

◆           

鵯 越 付 近 か ら 市 街 地 を 見 下 ろ す  

名 倉 町 に あ る 平 盛 俊 の 碑  

昭 和 ５ 年 頃 の 明 泉 寺 (大 日 寺 )  
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筆

者

も
こ
の
説

を
採

る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
『
平

家

物

語

』
が

「
一

ノ
谷

の
後

ろ
な
る
鵯

越

」
と
記

し
た
か
に
つ
い
て
は
、
『
平

家

物

語

』
な
ど
が
一

ノ
谷

と
い
う
地

名

を
広

狭

二

義

に
使

っ
た
か
ら
だ
と
考

え
て
い
る
。
狭

義

の
一

ノ
谷

は
須

磨

浦

の

一

画

だ
け
れ
ど
も
、
広

義

に
は
一

ノ
谷

と
い
う
言

葉

を
須

磨

か
ら
生

田

の
森

に
至

る
神

戸

の
旧

市

街

地

全

体

を
指

す
た
め
に
も
使

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三

ノ
宮

方

面

か
ら

須

磨

ま
で
を
戦

場

と
し
た
こ
の
日

の
戦

い
を
一

言

で
一

ノ

谷

の
戦

い
と
呼

ん
で
い
る
こ
と
で
否

定

で
き
な
い
。
と
す
る
と
、

一

ノ
谷

の
後

ろ
を
広

義

に
考

え
る
と
、
神

戸

の
旧

市

街

地

の
北

方

と
い
う
こ
と
で
鵯

越

を
兵

庫

・
長

田

の
背

山

と
見

て

（
須

磨

の
背

後

と
考

え
な
く
て
も
）
な
ん
ら
問

題

は
な
い
の
で

あ
る
。 

こ
の
奇

襲

作

戦

で
、
平

家

は
混

乱

し
敗

退

す
る
。

東

方

の
生

田

方

面

と
と
も
に
、
須

磨

・
長

田

一

帯

も
主

戦

場

だ
っ
た
こ
と
を
物

語

る
石

碑

な
ど
が
区

内

に
は
数

多

い
。

明

泉

寺

に
は
平

知

章

の
、
名

倉

町

に
は
平

盛

俊

の
碑

が
あ

り
、
村

野

工

業

高

校

の
西

に
は
「
源

平

勇

士

の
碑

」
と
い
う

場

所

が
あ
っ
て
、
平

通

盛

・
平

知

章

、
源

氏

方

の
猪

俣

小

平

六

・
木

村

源

三

則

綱

・
木

村

源

吾

重

章

な
ど
を
記

念

す
る
碑

が
並

ん
で
お
り
、
そ
の
東

方

の
四

番

町

八

丁

目

に

は
平

知

章

を
救

お
う
と
し
て
討

死

に
し
た
家

来

・
監

物

太

郎

頼

方

の
碑

が
あ
る
。
狭

義

の
須

磨

一

ノ
谷

の
将

軍

・
平

忠

度

は
東

方

に
押

さ
れ
て
右

腕

を
切

り
落

と
さ
れ
て
戦

死

し
た
が
、
駒

ケ
林

に
は
平

忠

度

の
腕

塚

と
胴

塚

と
伝

え

る
供

養

の
場

も
あ
る
。
◆ 

           

平 知 章 の 墓（ 明 泉 寺 ） 
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◆ 

                 

                  

長 田 区 に お け る 源 平 関 連 史 跡  

平 盛 俊 の 墓  

監 物 太 郎 の 墓  

源 平 勇 士 の 碑  
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平 忠 度 の 胴 塚  

平 忠 度 の 腕 塚 堂  

長 田 区 に お け る 源 平 関 連 史 跡  
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二-

三

．
鎌

倉

時

代

の
長

田

地

方 

 
十

世

紀

前

半

の
承

平

・
天

慶

の
乱

以

来

、
平

忠

常

の
乱

や
前

九

年

・
後

三

年

の
役

な
ど
と
辺

境

で
の
混

乱

が
続

い

た
平

安

中

期

以

降

、
律

令

国

家

は
動

揺

し
た
。
十

二

世

紀

半

ば
に
は
都

を
戦

場

と
す
る
保

元

・
平

治

の
乱

も
起

こ
っ

た
が
、
十

二

世

紀

末

の
源

平

合

戦

で
源

頼

朝

が
覇

権

を

握

る
と
、
鎌

倉

時

代

に
は
百

年

あ
ま
り
世

の
中

は
落

ち
着

い
た
。
牛

の
力

や
金

属

の
鋤

や
鍬

に
よ
る
耕

作

も
普

及

し

始

め
、
開

発

が
進

み
農

業

生

産

が
上

り
、
各

地

の
物

産

が

流

通

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

源

頼

朝

は
政

治

の
中

心

を
鎌

倉

に
置

い
た
た
め
、
清

盛

と
違

っ
て
神

戸

方

面

に
そ
の
足

跡

を
ほ
と
ん
ど
残

し
て
お
ら

ず
、
こ
の
時

代

を
通

じ
て
長

田

地

方

に
関

す
る
特

筆

す
べ

き
事

項

は
少

な
い
。
そ
れ
で
も
平

安

時

代

以

前

に
記

録

に

現

れ
た
長

田

や
駒

ケ
林

、
須

磨

・
多

井

畑

・
板

宿

に
加

え

て
、
貞

応

元

（
一

二

二

一

）
年

の
長

田

神

社

の
古

文

書

に

中

村

（
西

尻

池

）
・
尻

池

村

（
東

尻

池

）
・
野

田

村

な
ど
の

地

名

が
記

さ
れ
て
い
て
、
鎌

倉

時

代

に
長

田

区

の
地

域

で

開

発

が
進

ん
で
い
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、

長

田

神

社

に
は
、
弘

安

九

（
一

二

八

六

）
年

の
銘

が
刻

ま

れ
た
石

燈

籠

が
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前

年

の
弘

安

八

年

の

八

月

に
は
奈

良

の
西

大

寺

を
再

興

し
た
叡

尊

が
や
っ
て
来

て
、
和

田

岬

の
西

に
あ
っ
た
安

養

寺

で
女

人

一

七

八

〇
人

に
教

え
を
説

い
て
い
る
。
こ
の
安

養

寺

は
江

戸

初

期

に
西

尻

池

村

に
移

り
、
元

禄

の
こ
ろ
ま
で
は
あ
っ
た
が
い
つ
し
か
廃

寺

と
な
っ
た
。
◆ 

          

昭 和 11 年 長 田 神 社 石 燈
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二-

四

．
南

北

朝

時

代 

 
南

北

朝

時

代

に
入

る
と
、
長

田

地

方

は
再

び
歴

史

の
記

録

に
現

れ
る
よ
う
に
な
る
。
鎌

倉

末

期

の
元

弘

元

（
一

三

三

一

）
年

、
幕

府

を
倒

そ
う
と
し
た
後

醍

醐

天

皇

の
計

画

は
失

敗

し
、
天

皇

は
隠

岐

の
島

に
流

さ
れ
る
。
途

中

通

っ
た

道

筋

を
語

る
『
増

鏡

』
第

十

六

は
、
「
生

田

の
里

を
ば
訪

は

で
過

ぎ
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
湊

川

の
宿

に
著

か
せ
た
ま
へ
る
に

…
」
と
記

述

し
て
い
る
。
落

合

重

信

氏

は
、
こ
の
山

陽

道

沿

い
の
「
湊

川

の
宿

」
を
『
太

平

記

』
『
梅

松

論

』
の
記

述

な
ど
と

考

え
合

わ
せ
て
、
古

代

の
摂

津

国

八

部

郡

の
郡

家

の
あ
と
、

つ
ま
り
今

の
会

下

山

西

方

に
そ
の
こ
ろ
あ
っ
た
集

落

の
こ
と

だ
と
推

定

し
て
い
る
。
こ
の
後

天

皇

は
隠

岐

に
つ
く
が
、
翌

年

に
は
畿

内

周

辺

で
幕

府

に
対

す
る
蜂

起

が
始

ま
り
、

元

弘

三

（
一

三

三

三

）
年

に
な
る
と
西

播

磨

の
赤

松

円

心

な
ど
も
挙

兵

し
た
。
赤

松

勢

は
摂

津

に
軍

を
進

め
て
摩

耶

山

城

に
入

っ
て
、
拠

点

と
し
た
た
め
、
同

年

閏

二

月

、
幕

府

方

の
六

波

羅

勢

は
京

都

か
ら
摩

耶

山

城

攻

撃

に
向

か

っ
た
。
こ
の
摩

耶

山

城

と
い
う
の
は
山

上

の
天

城

寺

を
利

用

し
た
も
の
で
、
幕

府

軍

は
石

屋

川

方

面

か
ら
六

甲

八

幡

付

近

を
通

っ
て
、
急

坂

を
攻

め
上

ろ
う
と
し
た
。
赤

松

勢

は

少

数

だ
っ
た
が
地

形

を
よ
く
心

得

て
大

軍

を
愚

弄

し
、
幕

府

軍

は
ほ
う
ほ
う
の
体

で
京

に
逃

げ
帰

っ
た
と
『
太

平

記

』

は
記

し
て
い
る
。 

 

そ
の
こ
ろ
隠

岐

を
脱

走

し
た
天

皇

は
伯

耆

に
も
ど
っ
て
名

和

長

年

ら
に
助

け
ら
れ
、
京

に
も
ど
ろ
う
と
因

幡

か
ら
播

磨

に
出

、
姫

路

の
書

写

山

円

教

寺

や
加

西

の
法

華

山

一

乗

寺

を
経

て
五

月

末

に
は
兵

庫

に
入

り
、
数

日

間

福

厳

寺

に
滞

在

し
た
。
こ
の
時

、
赤

松

円

心

や
楠

木

正

成

が
天

皇

に
合

流

し
、
関

東

の
新

田

義

貞

か
ら
は
鎌

倉

幕

府

を

滅

ぼ
し
た
と
い
う
書

簡

が
届

い
て
い
る
。
す
で
に
六

波

羅

は

足

利

尊

氏

が
抑

え
て
お
り
、
天

皇

は
兵

庫

か
ら
京

と
に
も

ど
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
建

武

の
新

政

が
始

ま
る
。 

 

し
か
し
、
後

醍

醐

天

皇

の
復

古

的

な
政

策

は
多

く
の
武

士

の
支

持

を
失

い
、
建

武

二

（
一

三

三

五

）
年

に
は
関

東

で
中

先

代

の
乱

が
起

こ
っ
た
。
こ
の
乱

を
鎮

め
た
足

利

尊

氏

が
関

東

で
蜂

起

し
、
翌

年1

月

に
は
京

都

に
攻

め
上

っ
た
。
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こ
の
時

、
後

醍

醐

天

皇

方

に
敗

れ
た
尊

氏

は
兵

庫

の
逃

れ
、

ま
た
上

洛

し
よ
う
と
し
て
東

進

し
た
が
、
二

月

に
芦

屋

の

打

出

で
京

か
ら
来

た
楠

木

正

成

ら
と
戦

い
、
兵

庫

に
帰

っ

て
九

州

方

面

へ
と
軍

を
退

け
た
。
や
が
て
勢

力

を
拡

大

し

た
尊

氏

は
四

月

に
は
九

州

を
発

っ
て
都

に
向

か
っ
て
、
再

び

軍

を
東

に
進

め
た
。
楠

木

正

成

や
新

田

義

貞

が
こ
れ
を
く

い
止

め
よ
う
と
、
尊

氏

と
戦

っ
た
の
が
兵

庫

の
湊

川

の
戦

い
で

あ
る
。
こ
の
延

元

元

（
一

三

三

六

）
年

五

月

の
湊

川

の
戦

い

で
は
楠

木

正

成

は
会

下

山

に
陣

取

っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い

る
。
山

陽

道

を
進

ん
だ
足

利

方

の
陸

上

部

隊

は
、
こ
れ
を

西

と
北

の
二

方

向

か
ら
攻

撃

し
た
。
つ
ま
り
、
須

磨

方

面

か
ら
と
、
ま
た
高

取

山

裏

手

の
鹿

松

峠

経

由

で
鵯

越

方

面

と
か
ら
攻

め
た
の
で
あ
る
。
足

利

方

の
水

軍

が
海

辺

に

陣

取

っ
た
新

田

軍

と
楠

木

軍

の
間

に
上

陸

し
た
た
め
、
正

成

た
ち
は
三

方

か
ら
攻

撃

さ
れ
て
孤

立

し
た
。
こ
の
時

、

長

田

神

社

の
社

人

た
ち
は
、
後

醍

醐

天

皇

側

に
つ
い
た
地

頭

に
奪

わ
れ
た
社

領

を
取

り
返

す
た
め
に
足

利

方

に
つ
い

て
い
た
と
、
古

文

書

は
記

し
て
い
る
。 

 

◆ 

                

長 田 地 方 に お け る 湊 川 合 戦 復 元 図  
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湊

川

の
戦

い
に
勝

っ
た
尊

氏

は
入

京

し
、
後

醍

醐

天

皇

を
幽

閉

し
て
別

の
天

皇

を
擁

立

し
て
建

武

の
新

政

は
挫

折

し
た
。
同

年

末

、
後

醍

醐

天

皇

は
京

都

を
出

て
吉

野

に
入

り
皇

位

を
主

張

し
た
た
め
、
南

北

朝

時

代

が
始

ま
っ

た
。
二

年

後

に
尊

氏

は
京

都

の
朝

廷

か
ら
征

夷

大

将

軍

に
任

命

さ
れ
て
、
足

利

幕

府

が
成

立

し
、
六

十

年

に
お
よ

ぶ
動

乱

の
時

代

に
陥

っ
た
。 

 

十

四

世

紀

半

ば
に
は
南

朝

方

は
弱

体

化

す
る
が
、
そ
の

こ
ろ
北

朝

方

で
尊

氏

と
そ
の
弟

・
足

利

直

義

と
が
対

立

し

た
た
め
、
天

下

三

分

と
い
う
混

乱

と
な
っ
た
。
観

応

二

（
一

三

五

一

）
年

二

月

七

日

、
芦

屋

・
西

宮

に
陣

取

る
直

義

と
、
御

影

に
陣

取

っ
た
尊

氏

は
激

し
く
戦

い
、
尊

氏

軍

は

敗

走

し
て
兵

庫

を
通

り
須

磨

の
松

岡

城

に
逃

げ
込

ん
だ
。

大

手

町

九

丁

目

に
あ
る
勝

福

寺

と
背

後

の
丘

を
利

用

し

た
松

岡

城

で
、
消

沈

し
た
尊

氏

は
切

腹

を
決

意

し
た
が
、

こ
の
時

は
直

義

方

と
和

議

が
成

立

し
て
京

都

に
も
ど
っ
て
い

っ
た
。 

 

山

陽

道

に
沿

い
瀬

戸

内

海

の
港

も
あ
る
兵

庫

の
近

在

は

交

通

の
要

地

だ
っ
た
た
め
、
こ
の
こ
ろ
し
ば
し
ば
日

本

史

の

表

舞

台

と
な
っ
て
い
る
。
区

内

に
あ
る
こ
の
時

代

の
文

化

財

の
ひ
と
つ
が
、
高

取

山

登

山

口

の
石

の
鳥

居

の
側

に
あ
る
南

北

朝

時

代

か
室

町

初

期

の
も
の
と
見

ら
れ
る
石

造

宝

篋

印

塔

で
、
こ
れ
は
山

陽

道

と
白

川

に
至

る
山

道

の
岐

路

に

こ
の
こ
ろ
通

行

安

全

の
た
め
に
建

て
ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ 

る
。
ま
た
、
長

田

神

社

◆ 

に
あ
る
神

輿

は
、
昔

か 

ら
源

頼

朝

が
奉

納

し 

た
物

だ
と
伝

え
ら
れ
て 

き
た
が
、
昭

和

四

十 

四

（
一

九

六

九

）
年

、 

重

要

文

化

財

の
指

定 

を
受

け
た
時

の
鑑

定 
で
南

北

朝

時

代

の
物 

だ
と
判

明

し
た
。 

 

南 北 朝 時 代 の 物 と さ れ る 神 輿  
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二-

五

．
室

町

時

代 

 
十

四

世

紀

末

に
は
南

朝

方

の
勢

力

は
衰

微

し
、
三

代

将

軍

足

利

義

満

に
よ
っ
て
南

北

朝

は
統

合

さ
れ
た
。
義

満

は
京

都

の
室

町

に
華

や
か
な
幕

府

の
館

を
造

営

し
、
十

五

世

紀

初

頭

か
ら
は
中

国

の
明

と
の
間

で
勘

合

貿

易

を
始

め
た
。
兵

庫

の
津

は
対

明

貿

易

の
中

心

で
勘

合

船

の
初

め

の
三

分

の
二

は
、
こ
の
港

か
ら
出

立

し
た
。
そ
の
た
め
、
将

軍

も
し
ば
し
ば
訪

れ
た
。
し
か
し
、
十

五

世

紀

後

半

に
は
幕

勢

も
揺

ら
ぎ
、
八

代

将

軍

・
義

政

の
跡

目

相

続

か
ら
応

仁

の
乱

が
起

こ
っ
た
。
兵

庫

県

北

部

の
但

馬

か
ら
播

磨

や

摂

津

に
勢

力

を
伸

ば
そ
う
と
す
る
山

名

一

族

と
、
四

国

か

ら
淡

路

・
摂

津

に
進

も
う
と
す
る
細

川

勢

が
ね
ら
っ
た
兵

庫

の
津

に
は
、
時

に
西

国

の
長

門

か
ら
大

内

氏

も
上

陸

す

る
な
ど
争

奪

の
的

と
な
り
、
文

明

元

（
一

四

六

九

）
年

に
は

兵

庫

は
焼

け
落

ち
て
港

の
機

能

を
失

っ
て
外

国

船

も
来

な

く
な
り
、
兵

庫

に
代

わ
っ
て
泉

州

の
堺

が
繁

栄

す
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

戦

国

時

代

に
は
一

帯

に
は
争

乱

が
続

き
、
各

地

に
城

砦

が
築

か
れ
た
。
神

戸

市

内

で
は
中

央

区

の
滝

山

城

や

花

隈

城

、
北

区

の
道

場

城

や
岡

場

城

や
淡

河

城

、
西

区

の
枝

吉

城

や
福

中

城

や
端

谷

城

な
ど
が
戦

国

時

代

の
城

で
あ
る
。
や
が
て
、
十

六

世

紀

後

半

に
中

部

地

方

か
ら
台

頭

し
た
織

田

信

長

が
畿

内

に
も
勢

力

を
伸

ば
し
、
中

国

地

方

の
毛

利

勢

と
対

立

す
る
よ
う
に
な
る
。
信

長

は
播

磨

に
羽

柴

秀

吉

、
摂

津

に
荒

木

村

重

を
送

っ
て
、
西

方

へ
の

進

撃

を
始

め
た
。
荒

木

村

重

は
伊

丹

城

を
拠

点

に
尼

崎

城

と
花

隈

城

を
拡

張

し
て
摂

津

を
治

め
た
。 

 

信

長

の
活

動

に
対

し
て
毛

利

方

が
調

略

を
進

め
た
た
め
、

天

正

六

（
一

五

七

八

）
年

東

播

の
三

木

の
別

所

氏

や
荒

木

村

重

が
信

長

に
謀

反

を
起

こ
し
て
毛

利

に
付

い
て
し
ま

っ
た
。
同

年

秋

に
信

長

は
荒

木

村

重

の
い
る
伊

丹

城

を
包

囲

し
、
十

二

月

四

日

に
は
部

下

の
丹

羽

長

秀

や
滝

川

一

益

に
花

隈

城

を
攻

撃

さ
せ
た
。
こ
の
時

、
花

隈

方

と
関

係

の
深

か
っ
た
兵

庫

の
津

は
じ
め
西

は
須

磨

ま
で
、
信

長

軍

は

放

火

略

奪

を
行

っ
た
。
そ
の
間

に
あ
る
長

田

地

方

も
戦

火
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に
巻

き
込

ま
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
荒

木

方

が
敗

れ
花

隈

が
落

城

す
る
と
信

長

は
、
花

隈

攻

撃

に
功

の
あ
っ
た
池

田

恒

興

（
信

輝

）
に
こ
の
地

方

を
支

配

さ
せ
た
。
池

田

氏

は
兵

庫

城

の
建

設

を
始

め
た
の
で
あ
る
。
◆ 

              

                  

花 隈 城 跡 （ 中 央 区 ）  

兵 庫 城 跡 （ 兵 庫 区 ）  
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三

．
近

世

の
長

田

地

方 
 

三-
一

．
豊

臣

政

権

下

の
長

田 

 

天

正

十

（
一

五

八

二

）
年

に
本

能

寺

の
変

で
織

田

信

長

が
殺

さ
れ
る
と
、
部

下

の
豊

臣

秀

吉

が
後

を
継

い
で
同

十

八

（
一

五

九

〇
）
年

に
天

下

統

一

を
実

現

し
た
。
こ
の
こ
ろ

ま
で
に
今

の
長

田

区

域

に
は
、
海

辺

に
東

か
ら
東

尻

池

・

西

尻

池

・
駒

ケ
林

・
野

田

、
苅

藻

川

が
山

間

か
ら
平

野

部

に
出

る
あ
た
り
に
長

田

、
そ
の
西

の
山

麓

部

に
池

田

・
西

代

と
い
っ
た
七

つ
の
村

が
で
き
て
い
た
。
豊

臣

政

権

は
全

国

的

に
「
太

閤

検

地

」
と
呼

ば
れ
る
土

地

調

査

を
行

い
、
荘

園

制

を
完

全

に
消

滅

さ
せ
た
。
ま
た
、
刀

狩

令

な
ど
で
兵

農

分

離

策

を
と
っ
た
。
有

馬

温

泉

を
愛

し
た
秀

吉

は
し
ば

し
ば
入

湯

に
訪

れ
、
有

馬

に
館

も
構

え
て
い
た
。
近

畿

地

方

の
重

要

な
都

市

や
港

や
鉱

山

を
直

轄

地

に
し
た
秀

吉

は
、
兵

庫

の
津

周

辺

や
長

田

も
直

轄

領

と
し
、
池

田

氏

は

播

磨

の
姫

路

城

主

と
し
て
兵

庫

か
ら
去

っ
て
い
っ
た
。
長

田

地

方

一

帯

で
は
文

禄

三(

一

五

九

四)

年

に
検

地

が
行

わ 

◆ 

                 

太 閤 検 地  
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れ
た
。
こ
の
時

の
東

尻

池

村

の
検

地

帳

が
今

も
伝

え
ら
れ

て
い
る
。 

 

そ
の
二

年

後

の
文

禄

五(

一

五

九

六)

年

閏

七

月

十

二

日

の
夜

半

に
、
近

畿

地

方

を
大

地

震

が
襲

っ
た
。
秀

吉

の

伏

見

城

は
天

守

閣

が
倒

壊

し
、
京

都

や
山

崎

・
八

幡

・
堺

な
ど
の
町

が
壊

滅

、
大

坂

城

は
持

ち
こ
た
え
た
が
城

下

は

崩

壊

し
た
。
こ
の
時

の
記

録

に
よ
る
と
、
有

馬

で
は
地

滑

り

が
起

こ
っ
て
秀

吉

の
御

殿

な
ど
建

物

が
全

壊

し
、
泉

温

が

急

騰

し
て
入

湯

が
不

可

能

に
な
っ
た
。
兵

庫

の
町

は
建

物

が
全

壊

し
た
と
こ
ろ
に
大

火

災

が
発

生

し
、
死

者

の
数

が

不

明

で
あ
っ
た
と
い
う
。
須

磨

寺

も
本

堂

や
三

重

の
塔

が

倒

壊

し
て
い
る
か
ら
、
長

田

地

方

も
大

き
な
被

害

を
受

け

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

三-

二

．
幕

藩

体

制

の
下

で 

 

地

震

か
ら
二

年

目

に
秀

吉

が
亡

く
な
り
、
翌

年

、
前

田

利

家

も
な
く
な
る
と
、
徳

川

家

康

が
行

動

を
起

こ
し
た
。

慶

長

五

（
一

六

〇
〇
）
年

の
関

ケ
原

の
戦

い
で
覇

権

を
握

っ

た
家

康

は
、
三

年

後

に
征

夷

大

将

軍

に
な
っ
て
江

戸

幕

府

を
開

く
の
で
あ
る
。
や
が
て
、
大

坂

の
陣

で
豊

臣

氏

が
滅

亡

す
る
と
、
元

和

元

（
一

六

一

五

）
年

に
太

平

の
世

が
始

ま
っ

た
。
江

戸

時

代

の
神

戸

の
地

は
大

ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
、
東

灘

か

ら
須

磨

ま
で
は
西

摂

を
治

め
た
尼

崎

藩

の
配

下

に
入

り
、

播

磨

国

だ
っ
た
垂

水

と
西

の
区

域

は
明

石

藩

、
北

区

の
東

部

は
三

田

藩

の
支

配

下

に
入

り
、
重

要

地

点

は
天

領

で
、

そ
こ
こ
こ
に
旗

本

領

が
点

在

す
る
と
い
う
状

況

で
あ
っ
た
。

長

田

区

の
地

域

は
、
当

初

は
長

田

・
東

尻

池

・
西

尻

池

・

駒

ケ
林

の
四

か
村

が
尼

崎

藩

主

の
戸

田

氏

鉄

に
与

え
ら

れ
、
池

田

村

と
野

田

村

は
旗

本

領

、
西

尻

池

と
駒

ケ
林

と
西

代

村

の
一

部

は
天

領

で
あ
っ
た
。
寛

永

十

二

（
一

六

三

五

）
年

、
戸

田

氏

に
代

わ
っ
て
青

山

氏

が
尼

崎

藩

主

と

な
っ
た
。
こ
の
時

、
天

領

の
多

く
が
尼

崎

藩

に
与

え
ら
れ
た

が
、
青

山

氏

の
善

政

に
感

謝

し
た
村

民

が
貞

享

元(

一

六

八

四)

年

に
建

て
た
報

恩

碑

在

が
今

も
宝

満

寺

に
遺

っ
て

い
る
。
青

山

氏

は
前

領

主

の
戸

田

氏

に
比

べ
る
と
領

民

に

対

し
て
寛

大

で
、
凶

作

の
年

に
は
農

民

を
救

済

し
参

勤

交

代

の
た
め
の
費

用

負

担

を
軽

減

し
た
。
ま
た
、
役

人

の
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地

方

巡

見

の
時

の
饗

応

や
賄

賂

に
つ
い
て
は
厳

罰

を
課

し
、

厳

正

な
藩

政

を
行

っ
た
と
い
う
。
青

山

氏

に
対

す
る
報

恩

碑

は
、
駒

ケ
林

の
海

泉

寺

や
市

内

で
は
大

倉

山

の
安

養

寺

に
も
残

っ
て
い
る
。
◆ 

          

    

三-

三

．
新

田

開

発

や
溜

め
池

建

設 

 

米

を
経

済

基

盤

に
置

い
た
江

戸

時

代

、
幕

府

や
藩

は

新

田

開

発

と
農

業

技

術

の
改

良

を
奨

励

し
た
。
正

徳

年

間

（
一

七

一

〇
年

前

後) 

に
和

田

岬

西

方

の
砂

丘

・
和

田

山

の
所

有

を
め
ぐ
っ
て
兵

庫

の
町

と
東

尻

池

村

と
の
間

で
訴

訟

が
起

こ
り
、
東

尻

池

村

の
所

有

で
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
一

帯

で
天

保

四(

一

八

三

三)

年

か

ら
十(

一

八

三

九)

年

に
か
け
て
、
吉

田

新

田

（
現

在

の
吉

田

町

）
が
開

発

さ
れ
た
。 

 

山

と
海

に
は
さ
ま
れ
急

傾

斜

で
大

河

の
無

い
神

戸

の
地

で
は
農

業

用

水

の
確

保

も
切

実

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各

地

に
た
め
池

が
作

ら
れ
た
。
明

治

初

年

に
作

ら
れ
た
実

測

地

図

に
は
、
長

田

区

内

に
も
多

く
の
池

が
描

か
れ
て
い
る
。
古

代

か
ら
の
蓮

池

や
皿

池

の
ほ
か
、
苅

藻

川

の
川

口

近

く
に

は
川

尻

の
池

つ
ま
り
尻

池

も
あ
っ
た
が
、
慶

長

年

中

（
一

六

〇
〇
年

前

後

）
に
は
今

の
名

倉

町

に
五

〇
〇
〇
坪

に
も
わ

た
る
広

大

な
名

倉

池

（
空

髭

池

と
も
い
っ
た
）
が
築

か
れ
た
。

こ
の
池

は
初

め
東

尻

池

村

の
も
の
で
あ
っ
た
。
現

在

の
村

野 

宝 満 寺 に あ る 青 山 幸 利 公 報 恩 碑  
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◆ 

                

工

業

高

校

の
敷

地

に
あ
っ
た
池

と
、
西

国

街

道

（
今

の
中

央

幹

線

道

路

）
の
南

の
区

役

所

の
地

に
あ
っ
た
池

と
は
夫

婦

池

と
呼

ば
れ
て
、
元

は
長

田

村

の
所

有

だ
っ
た
。
前

述

の

名

倉

池

か
ら
東

尻

池

村

ま
で
は
長

距

離

の
水

路

が
必

要

だ
っ
た
た
め
、
東

尻

池

の
村

人

は
長

田

村

と
、
池

の
交

換

に

つ
い
て
話

し
合

っ
た
。
結

局

、
夫

婦

池

は
大

池

・
小

平

六

池

と
も
に
東

尻

池

村

の
も
の
と
な
り
、
名

倉

池

は
長

田

村

の

所

有

と
決

め
ら
れ
た
。
文

政

三(

一

八

二

〇)

年

五

月

の

大

雨

で
は
名

倉

池

が
洪

水

を
起

こ
し
、
下

流

に
大

き
な
被

害

を
与

え
て
い
る
。 

 

村

と
村

と
は
時

に
話

し
合

い
、
時

に
は
対

立

し
た
。
正

徳

年

中

（
一

七

一

〇
年

前

後) 

に
は
、
白

川

村

（
現

在

の
須

磨

区

白

川

）
と
長

田

・
池

田

・
東

尻

池

・
西

尻

池

の
四

か

村

が
裏

山

の
入

会

権

を
め
ぐ
っ
て
争

っ
た
。
「
中

一

里

山

山

論

」
と
呼

ば
れ
る
こ
の
抗

争

で
は
結

局

、
長

田

の
四

か
村

が

勝

利

し
た
。
こ
の
時

の
「
山

論

図

」
が
、
今

も
白

川

に
伝

え

ら
れ
て
い
る
。 

 
 

江 戸 時 代 の 摂 津 名 所 図 会 よ り  
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新

田

開

発

や
溜

め
池

建

設

、
農

業

技

術

の
発

展

に
よ

る
村

々
の
石

高

の
増

加

は
表

の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
元 

 

◆ 

              

禄

年

間

の
各

村

の
人

口

・
戸

数

も
次

表

の
と
お
り
で
あ

る
。 

                

正 徳 ５ 年 の 中 一 里 山 相 絵 図  
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元 禄 年 間 の 各 村 の 人 口 ・ 戸 数 ・ 石 高 増 加 図  

天王社 長田村より見通二丁 但子に當る

越中前司盛俊の塚へ長田村より見通六丁 但子に當る

権現社 長田村より見通に丁半 但戌に當る

春日社 長田村より見通半丁 但卯に當る

薬師堂見通半丁 但子に當る

史跡等

大神田鎮守人敷７・神主鶴１

年徳神氏神長田大明神

午頭天皇大日堂 堂守１名

氏神長田大明神浄土宗 小同寺 僧１名

禅宗 象通庵 別當三郎兵衛禅宗 長福寺 僧１名

禅宗 妙楽寺 僧１・下男１禅宗 福聚庵 僧１名

寺 院

・

神 社

男８４人・女９１人男２９３人・女３２５人男女比

１７５人６１８人人 口

３８軒１４１軒戸 数

元禄３年（1690）

八部郡内村々書
出帳

蒔田国之知行土井大炊頭領領 主

３２３石６９８１８５２石６１７石高数
明治元年（1868）

旧高旧領取調帳

蒔田和泉知行本田中務大輔知行領 主

３２０石１９４８５２石６１２石高数
享保２０年（1735）

摂津国高調

蒔田数馬知行青山大膳知行領 主

３１６石９２８０８石１２石高数
正保３年（1614）

正保郷帳

蒔田権介知行蔵入（村上孫左ヱ門預り）領 主

３１６石９３８０８石１２石高数元和３年（1617）
摂津一国高御改
帳

中ノ庄池田村中ノ庄長田村区 分年号／古文書

天王社 長田村より見通二丁 但子に當る

越中前司盛俊の塚へ長田村より見通六丁 但子に當る

権現社 長田村より見通に丁半 但戌に當る

春日社 長田村より見通半丁 但卯に當る

薬師堂見通半丁 但子に當る

史跡等

大神田鎮守人敷７・神主鶴１

年徳神氏神長田大明神

午頭天皇大日堂 堂守１名

氏神長田大明神浄土宗 小同寺 僧１名

禅宗 象通庵 別當三郎兵衛禅宗 長福寺 僧１名

禅宗 妙楽寺 僧１・下男１禅宗 福聚庵 僧１名

寺 院

・

神 社

男８４人・女９１人男２９３人・女３２５人男女比

１７５人６１８人人 口

３８軒１４１軒戸 数

元禄３年（1690）

八部郡内村々書
出帳

蒔田国之知行土井大炊頭領領 主

３２３石６９８１８５２石６１７石高数
明治元年（1868）

旧高旧領取調帳

蒔田和泉知行本田中務大輔知行領 主

３２０石１９４８５２石６１２石高数
享保２０年（1735）

摂津国高調

蒔田数馬知行青山大膳知行領 主

３１６石９２８０８石１２石高数
正保３年（1614）

正保郷帳

蒔田権介知行蔵入（村上孫左ヱ門預り）領 主

３１６石９３８０８石１２石高数元和３年（1617）
摂津一国高御改
帳

中ノ庄池田村中ノ庄長田村区 分年号／古文書
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港

町

・
兵

庫

の
津

を
柳

原

の
惣

門

で
出

る
と
、
も
と
の
山

陽

電

車

が
通

っ
て
い
た
ル
ー
ト
で
西

北

に
進

ん
だ
西

国

街

道

は
、
今

の
長

田

交

差

点

か
ら
中

央

幹

線

道

路

の
線

を

通

っ
て
西

方

に
通

じ
て
い
た
。
参

勤

交

代

の
行

列

や
、
江

戸

中

期

か
ら
は
旅

人

の
往

来

も
か
な
り
盛

ん
に
な
っ
て
い
た
。

西

代

村

の
東

口

に
は
街

道

の
南

北

に
一

里

塚

も
築

か
れ

て
い
た
。
田

の
あ
ぜ
道

や
街

道

脇

に
は
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か

源

平

合

戦

で
亡

く
な
っ
た
人

々
を
供

養

す
る
石

碑

が
い
く

つ
も
建

て
ら
れ
て
い
た
。 

三-

四

．
民

俗

文

化

財

か
ら 

 

農

民

た
ち
は
農

作

業

の
区

切

り
と
な
る
季

節

ご
と
に
、

健

康

や
幸

福

を
祈

る
年

中

行

事

を
行

い
な
が
ら
、
つ
つ
ま

し
い
生

活

を
続

け
て
い
た
。
各

村

に
鎮

守

の
社

が
あ
り
、 

 

広

い
意

味

で
は
区

域

は
長

田

神

社

の
氏

子

地

で
あ
っ
た
。

新

し
い
年

が
幸

せ
で
あ
る
よ
う
に
、
災

い
や
厄

を
追

い
払

う

追

儺

と
呼

ば
れ
る
行

事

が
、
近

在

で
は
行

わ
れ
た
。
日

本

古

来

の
年

の
初

め
に
つ
ま
り
正

月

の
こ
ろ
に
行

わ
れ
る
地

域

も
、
中

国

か
ら
伝

わ
っ
た
暦

の
立

春

の
こ
ろ
に
行

わ
れ
る
地

域

も
あ
っ
た
。
強

さ
の
象

徴

で
あ
る
鬼

の
面

を
つ
け
て
松

明

を
振

り
、
難

を
追

っ
て
踊

る
の
で
あ
る
。
須

磨

の
妙

法

寺

や

大

手

の
勝

福

寺

と
と
も
に
長

田

で
は
薬

師

堂

（
今

の
福

聚

寺

）
で
一

月

十

六

日

に
行

わ
れ
て
い
た
。
明

治

維

新

と
と

も
に
中

断

し
て
い
た
こ
の
行

事

は
後

に
長

田

神

社

で
受

け

継

が
れ
、
今

も
節

分

に
行

わ
れ
て
県

の
無

形

文

化

財

に
指

定

さ
れ
て
い
る
。
◆ 

 

          

追 儺 式 （ 大 正 時 代 ） 
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一

方

、
海

辺

の
駒

ケ
林

で
は
一

月

十

五

日

に
勇

壮

な
左

義

長

が
行

わ
れ
た
。
木

材

と
青

竹

で
高

さ
十

メ
ー
ト
ル
以

上

の
三

基

の
「
お
山

」
を
作

り
、
一

基

ご
と
に
百

人

ほ
ど
の

担

ぎ
手

で
支

え
て
、
倒

し
合

う
け
ん
か
祭

り
で
あ
っ
た
。
厄

を
払

う
と
共

に
、
村

内

の
そ
の
年

の
漁

業

優

先

権

を
決

め

る
た
め
の
漁

村

の
儀

式

で
も
あ
っ
た
。
同

様

の
行

事

は
野

田

で
も
行

わ
れ
て
い
た
が
、
近

代

の
初

め
に
廃

れ
、
駒

ケ
林

で

は
太

平

洋

戦

争

後

も
行

わ
れ
て
い
た
が
、
砂

浜

の
消

滅

と

と
も
に
昭

和

三

十

年

代

か
ら
行

わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

◆ 

        

                  

左 義 長 （ 昭 和 ３ ４ 年 ）  

左 義 長  
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三-

五

．
幕

末

の
こ
ろ
の
長

田 

 
幕

末

の
元

治

元(

一

八

六

四)

年

、
神

戸

村

に
は
勝

海

舟

が
海

軍

操

練

所

を
設

立

し
た
が
、
こ
こ
の
練

習

船

は
高

取

山

の
西

麓

で
採

れ
る
石

炭

を
燃

料

に
す
る
計

画

で
あ
っ

た
。
操

練

所

で
は
あ
ま
り
の
石

炭

を
売

っ
て
運

営

費

の
一

部

に
充

て
る
こ
と
も
許

さ
れ
て
い
た
。 

 

こ
の
海

軍

操

練

所

は
坂

本

龍

馬

が
塾

頭

を
務

め
、
陸

奥

睦

光

ら
優

秀

な
人

材

が
集

ま
っ
て
い
た
が
、
か
な
り
急

進

的

な
若

者

に
も
入

校

も
許

し
て
い
た
こ
と
か
ら
保

守

派

の

批

判

を
受

け
、1

年

た
ら
ず
で
閉

鎖

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
海

軍

操

練

所

の
記

念

碑

は
中

央

区

の
京

町

筋

南

詰

め
、
京

橋

の
東

側

に
あ
る
が
、
同

校

が
閉

鎖

さ
れ
た
後

の
、
慶

應

四(

一

八

六

八)

年

四

月

に
も
「
東

尻

池

・
西

尻

池

・
池

田

村

民

が
鷹

取

山

炭

坑

を
採

掘

す
る
」
と
い
う
記

録

が
あ
る
。

ま
た
、
高

取

山

麓

で
掘

り
出

さ
れ
た
石

炭

は
外

国

船

に
も

提

供

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
英

国

の
新

聞

で
は
高

取

山

を
「
コ
ー
ル
・
ヒ
ル
」
と
紹

介

し
、
そ
の
石

炭

の
質

の
良

さ
を

賞

賛

し
て
い
る
。 

 

同

じ
こ
ろ
、
神

戸

居

留

地

の
イ
ギ
リ
ス
人

た
ち
は
、
長

田

神

社

を
「
チ
キ
ン
・
テ
ン
プ
ル
」
と
呼

ん
で
い
る
。
願

い
が
か
な
っ

て
境

内

に
鶏

を
放

っ
て
い
っ
た
人

が
多

く
い
た
た
め
で
あ
る
。 

◆ 

              

一 里 山 採 石 の 様 子 （ 昭 和 ３ ７ 年 頃 ）  
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四

．
近

代

の
長

田

地

方 
 

四-
一

．
林

田

村

の
成

立 

 

明

治

元(

一

八

六

七)

年

、
新

政

府

は
各

地

の
大

名

領

に
は
手

を
つ
け
ず
、
旧

幕

府

直

轄

領

は
取

り
上

げ
て
全

国

に
そ
れ
ら
を
支

配

す
る
た
め
の
役

所

と
し
て
、
府

や
県

を
設

置

し
た
。
神

戸

市

内

の
地

域

で
も
尼

崎

藩

領

や
明

石

藩

領

、
三

田

藩

領

な
ど
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
天

領

だ
っ
た

東

尻

池

・
西

尻

池

の
一

部

・
駒

ケ
林

・
西

代

の
各

村

は
、

東

方

の
兵

庫

の
津

や
神

戸

村

と
と
も
に
兵

庫

県

（
当

初

数

カ
月

は
兵

庫

裁

判

所

と
呼

ば
れ
た
）
の
管

下

に
置

か
れ
た
。

長

田

・
西

尻

池

の
一

部

・
野

田

・
池

田

の
村

々
は
明

治

四

(

一

八

七

一)

年

七

月

の
廃

藩

置

県

で
、
旧

領

主

の
支

配

す
る
藩

が
廃

さ
れ
尼

崎

県

と
さ
れ
た
後

に
、
前

述

の
兵

庫

県

に
編

入

さ
れ
た
。
近

代

的

地

方

制

度

が
明

治

十

一

(

一

八

七

八)

年

の
郡

区

町

村

編

成

法

で
ス
タ
ー
ト
し
、
全

国

で
江

戸

時

代

の
村

々
を
再

編

し
て
新

た
な
行

政

村

、

人

口

の
多

い
と
こ
ろ
で
は
町

、
さ
ら
に
都

会

で
は
区

が
作

ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
制

度

は
明

治

二

十

二(

一

八

八 

◆ 

                 

明 治 18 年 の 実 測 図 に よ る 林 田 村  
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九)

年

四

月

の
市

制

町

村

制

実

施

で
完

成

す
る
が
、
そ
の

間

に
、
長

田

・
東

尻

池

・
西

尻

池

・
駒

ケ
林

・
野

田

・
今

和

田

新

田

・
御

崎

・
吉

田

新

田

の
八

か
村

が
合

流

し
て
一

行

政

村

を
発

足

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
最

大

の
人

口

を
持

つ

駒

ケ
林

と
最

も
古

い
地

名

を
持

つ
長

田

村

の
村

名

か
ら
一

字

ず
つ
採

っ
て
「
林

田

村

」
と
称

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
明

治

二

十

二(

一

八

八

九)

年

に
林

田

村

の
東

方

で

は
神

戸

市

が
ほ
ぼ
現

在

の
兵

庫

区

の
海

岸

部

と
中

央

区

を
市

域

と
し
て
誕

生

し
、
西

方

で
は
板

宿

・
大

手

・
妙

法

寺

・
車

・
白

川

・
東

須

磨

・
西

須

磨

・
多

井

畑

の
村

々
が
西

代

村

や
池

田

村

と
と
も
に
「
須

磨

村

」
を
組

織

し
て
い
る
。

後

に
旧

西

代

村

と
池

田

村

は
須

磨

村

か
ら
別

れ
て
、
林

田

村

と
行

動

を
と
も
に
す
る
の
で
あ
る
。 

四-

二

．
神

戸

市

へ
の
編

入 

明

治

二

十

二(

一

八

八

九)

年

十

月

、
林

田

村

の
う
ち

長

田

・
東

尻

池

・
今

和

田

新

田

・
御

崎

・
吉

田

新

田

の
五

か
村

は
神

戸

市

へ
の
合

併

を
請

願

し
て
い
る
が
、
行

政

村

と
し
て
の
林

田

村

の
一

部

だ
け
が
合

併

す
る
の
に
は
財

政

上

の
問

題

も
あ
り
実

現

し
な
か
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
六

年

後

の
明

治

二

十

八(

一

八

九

五)

年

、

知

事

か
ら
湊

村

全

村

（
江

戸

時

代

の
夢

野

村

や
石

井

村

な
ど
か
ら
今

の
兵

庫

区

北

部

に
成

立

し
て
い
た
行

政

村

）

と
林

田

村

内

の
六

か
村

（
前

述

の
五

か
村

に
西

尻

池

村

を

加

え
て
）
、
須

磨

村

内

の
池

田

村

の
神

戸

市

編

入

が
諮

問

さ
れ
た
。
神

戸

市

会

も
調

査

委

員

会

を
設

け
、
結

局

こ
れ

ら
の
村

々
の
編

入

を
可

決

し
た
。
林

田

村

内

の
駒

ケ
林

と

野

田

も
旧

二

村

だ
け
で
の
林

田

村

維

持

は
困

難

と
考

え

た
か
ら
、
林

田

村

全

村

と
池

田

村

が
神

戸

市

に
編

入

さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
明

治

二

十

九(

一

八

九

六)

年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

神

戸

市

に
編

入

さ
れ
た
湊

村

・
林

田

村

は
、
合

併

と
と

も
に
こ
の
こ
ろ
湊

区

・
林

田

区

と
も
呼

ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の

時

の
区

と
は
現

在

の
よ
う
な
行

政

機

関

で
は
な
く
、
主

と

し
て
従

来

の
村

々
の
共

有

財

産

権

の
管

理

と
学

校

区

と

を
兼

ね
る
も
の
で
、
学

校

経

営

を
行

っ
て
い
た
。
明

治

二

十
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九(

一

八

九

六)

年

の
林

田

区

の
予

算

で
は
、
歳

出

の
九

割

近

く
が
学

校

の
運

営

費

に
使

わ
れ
て
い
る
。
教

育

費

が

一

般

市

経

費

の
中

で
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大

正

八(

一

九

一

九)

年

の
こ
と
で
、
学

区

制

も
こ
の
時

に
廃

止

さ
れ
て
い
る
。
◆ 

             

四-

三

．
近

代

の
交

通

と
産

業

の
発

展 

 
 

 
 

 

：
鉄

道

や
工

場

建

設

始

ま
る
： 

 

明

治

七(

一

八

七

四)

年

に
大

阪

・
神

戸

間

鉄

道

が
開

通

し
、
す
で
に
開

通

し
て
い
た
東

京

・
横

浜

間

鉄

道

と
の

連

結

が
図

ら
れ
、
明

治

二

十

二(

一

八

八

九)

年

に
は
東

海

道

線

が
全

線

開

通

す
る
。
明

治

政

府

は
全

国

的

鉄

道

網

の
必

要

を
痛

感

し
て
い
た
が
、
充

分

な
資

金

が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
民

間

の
経

済

力

を
活

用

し
よ
う
と
、
私

鉄

の
建

設

を
許

し
た
。
神

戸

駅

か
ら
下

関

ま
で
の
路

線

に
関

し
て

は
、
明

治

二

十

一(

一

八

八

八)

年

一

月

に
山

陽

鉄

道

株

式

会

社

に
私

鉄

鉄

道

条

例

に
よ
る
最

初

の
免

許

状

が

下

さ
れ
た
。
社

長

は
慶

應

出

身

で
福

沢

諭

吉

の
甥

に
当

た
る
中

上

川

彦

次

郎

、
副

社

長

は
当

時

の
神

戸

政

財

界

の
リ
ー
ダ
ー
村

野

山

人

で
あ
っ
た
。
同

社

は
そ
の
年

の
六

月

か
ら
工

事

を
始

め
、
十

一

月

に
は
兵

庫

～
明

石

間

が
開

通

、
十

二

月

に
は
姫

路

ま
で
の
鉄

路

が
開

通

し
た
。
湊

川

の
河

底

ト
ン
ネ
ル
が
完

成

し
て
、
翌

年

の
九

月

に
は
神

戸

駅

と
兵

庫

県

駅

の
間

の
路

線

も
完

成

し
て
、
官

営

鉄

道

真 陽 小 学 校（ 明 治 ２ ９ 年 頃 ） 
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と
山

陽

鉄

道

は
直

結

さ
れ
た
。
山

陽

鉄

道

は
明

治

二

十

四(
一

八

九

一)

年

に
は
岡

山

、
三

十

四(

一

九

〇
一)

年

に
は
下

関

駅

ま
で
鉄

路

を
延

ば
し
て
い
く
。 

 

明

治

二

十

三(

一

八

九

〇)

年

に
和

田

岬

線

が
開

通

す

る
と
五

年

後

に
は
、
鐘

紡

が
東

尻

池

・
吉

田

新

田

一

帯

に

従

業

員

約

三

〇
〇
〇
名

の
大

工

場

を
建

設

し
、
工

場

長

に
武

藤

山

治

が
就

任

し
て
い
る
。
当

時

、
日

本

の
綿

糸

輸

出

が
急

激

に
上

昇

し
て
い
た
。
こ
の
頃

か
ら
神

戸

市

の
西

郊

だ
っ
た
長

田

地

方

に
工

場

建

設

が
始

ま
っ
て
い
く
。 

四-

四

．
明

治

の
三

大

土

木

事

業 

以

前

か
ら
須

磨

や
駒

ケ
林

の
船

は
和

田

岬

を
迂

回

せ

ず
に
兵

庫

の
津

に
入

港

し
た
い
と
望

ん
で
い
た
が
、
近

代

に

な
る
と
兵

庫

の
神

田

兵

右

衛

門

が
運

河

開

削

に
着

手

し

た
。
資

金

も
技

術

も
充

分

で
な
か
っ
た
た
め
に
、
明

治

九

（
一

八

七

六

）
年

に
完

成

し
た
の
は
、
新

川

運

河

と
呼

ば

れ
る
半

円

形

の
水

路

だ
け
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
産

業

革

命

の
進

行

で
事

情

は
大

き
く
代

わ
り
、

明

治

二

十

八(

一

八

九

五)

年

十

一

月

に
は
兵

庫

運

河 

◆ 

                

明 治 ３ ８ 年 頃 の 兵 庫 運 河（ 兵 庫 運 河 株 券 の 挿 絵 よ り ） 
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株

式

会

社

が
設

立

さ
れ
、
兵

庫

県

の
資

金

援

助

や
開

通

後

五

〇
年

間

の
入

津

料

徴

収

な
ど
も
認

め
ら
れ
て
、
計

画

は
大

き
く
踏

み
出

し
た
。
し
か
し
、
運

河

予

定

地

の
南

方

の
地

主

た
ち
は
、
運

河

に
よ
っ
て
地

下

水

脈

が
絶

た
れ
て

井

戸

水

に
塩

分

が
混

じ
り
う
る
と
農

業

被

害

を
危

惧

し

て
、
猛

烈

な
建

設

反

対

運

動

を
起

こ
し
た
。
八

尾

善

四

郎

ら
の
尽

力

で
明

治

二

十

九(

一

八

九

六)

年

一

月

に
着

工

、
明

治

三

十

二(

一

八

九

九)

年

十

二

月

に
兵

庫

運 

◆ 

         

河

は
開

通

し
た
。
そ
の
間

、
明

治

三

十

一(

一

八

九

八)

年

に
は
掘

り
出

さ
れ
た
土

砂

を
利

用

し
て
苅

藻

島

が
築

か
れ
た
。
運

河

周

辺

に
は
日

露

戦

争

後

の
工

業

発

展

の

中

で
製

糖

、
製

粉

、
発

電

所

、
木

材

業

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
工

場

が
建

設

さ
れ
て
い
く
。
こ
の
兵

庫

運

河

は
、
現

在

で

も
日

本

最

大

の
運

河

だ
と
さ
れ
て
い
る
。 

運

河

建

設

と
同

様

に
明

治

初

年

に
神

田

兵

右

衛

門

が
考

え
て
い
た
の
が
、
旧

湊

川

の
付

け
替

え
工

事

で
あ
っ
た
。

石

井

川

と
天

王

谷

川

が
合

流

し
て
始

ま
る
湊

川

は
、
当

時

は
、
今

の
東

山

商

店

街

か
ら
湊

川

公

園

、
新

開

地

本

通

を
下

っ
て
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
西

で
海

に
入

っ
て
い
た
。
古

く

か
ら
の
港

町

・
兵

庫

と
、
明

治

に
な
っ
て
急

発

展

す
る
神

戸

と
の
間

を
天

井

川

に
な
っ
て
流

れ
て
い
た
か
ら
、
交

通

や
町

の
発

展

の
大

き
な
妨

げ
で
あ
っ
た
。
神

戸

港

に
泥

水

を
流

し
込

み
、
洪

水

の
原

因

で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
も
技

術

や
費

用

の
不

足

で
、
長

年

実

現

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
明

治

二

十

九(

一

八

九

六)

年

の
神

戸

の
大

水

害

で
急

速

に

具

体

化

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
藤

田

伝

三

郎

や
小

曾

根

八 尾 善 四 郎 像  
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喜

一

郎

ら
が
発

起

人

と
な
っ
て
明

治

三

十(

一

八

九

七)
年

に
設

立

さ
れ
た
湊

川

改

修

株

式

会

社

は
、
人

工

の
水

路

を
掘

っ
て
湊

川

の
水

を
長

田

の
苅

藻

川

に
流

し
込

ん
だ
。

途

中

に
あ
る
会

下

山

は
、
下

に
ト
ン
ネ
ル
を
掘

っ
て
通

水

す

る
画

期

的

な
方

法

が
採

ら
れ
た
。
こ
の
時

の
湊

川

隧

道

は
、

当

時

と
し
て
は
世

界

で
最

も
大

規

模

な
ト
ン
ネ
ル
で
あ
っ
た
。

通

水

式

は
明

治

三

十

四(
一

九

〇
一)

年

七

月

に
行

わ
れ
、

旧

湊

川

か
ら
の
付

け
替

え
地

点

か
ら
海

ま
で
は
新

湊

川

と

呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
川

の
改

修

と
と
も

に
、
一

番

町

か
ら
七

番

町

一

帯

の
道

路

整

備

が
行

わ
れ

た
。 

 

こ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同

時

期

に
、
湊

川

と
生

田

川

の
上

流

に

烏

原

と
布

引

の
貯

水

池

が
完

成

し
て
、
神

戸

市

は
全

国

で
も
最

も
早

く
近

代

的

上

水

道

を
整

備

し
た
。
神

戸

の

明

治

の
三

大

土

木

事

業

と
呼

ば
れ
る
こ
れ
ら
の
工

事

が
並

行

し
て
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
驚

異

的

だ
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
神

戸

は
近

代

都

市

の
歴

史

を
力

強

く
踏

み
出

し
た
。 

◆ 

                  

湊 川 隧 道（ 明 治 末 期 頃 ） 
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四

‐
五

．
軽

工

業

の
発

展 

：
マ
ッ
チ
生

産

： 

 

産

業

革

命

の
進

行

と
と
も
に
、
明

治

三

十

年

代

後

半

の

兵

庫

・
長

田

地

域

で
盛

ん
に
な
っ
た
の
が
マ
ッ
チ
生

産

業

だ
っ

た
。
日

本

で
の
マ
ッ
チ
工

業

は
明

治

九(

一

八

七

六)

年

に
東

京

で
清

水

誠

が
始

め
、
急

速

に
全

国

に
広

ま
っ
て
、
数

年

後

に
は
輸

出

品

の
中

心

に
な
る
ほ
ど
に
発

展

し
た
。
そ
れ
ま

で
日

本

の
輸

出

品

の
中

心

は
茶

と
絹

で
、
神

戸

か
ら
は
茶

が
多

く
輸

出

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
明

治

三

十

二

(

一

九

九

九

)

年

に
静

岡

県

の
清

水

港

が
開

港

さ
れ
て
茶

の
輸

出

の

中

心

が
清

水

に
移

る
と
、
神

戸

で
は
マ
ッ
チ
工

業

が
茶

に

代

わ
っ
て
主

力

と
な
っ
た
。
兵

庫

に
隣

接

す
る
東

尻

池

の
地

域

が
長

田

の
マ
ッ
チ
産

業

の
中

心

と
な
り
、
マ
ッ
チ
の
箱

貼

り

が
家

庭

で
の
内

職

と
し
て
盛

ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◆ 

   

                  

明 治 後 期 の マ ッ チ 工 場 の 様 子  
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四

‐
六

．
ゴ
ム
産

業

の
始

ま
り 

 
長

田

に
最

初

の
ゴ
ム
工

場

が
で
き
た
の
は
、
明

治

四

十

年

代

の
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
人

に
よ
っ
て
人

力

車

用

タ
イ
ヤ

を
製

造

す
る
工

場

が
開

設

さ
れ
、
や
が
て
ダ
ン
ロ
ッ
プ
が
こ
の

工

場

を
吸

収

し
て
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
を
生

産

す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
大

正

初

期

の
長

田

地

域

で
は
マ
ッ
チ
工

業

が
最

盛

期

だ
っ
た
が
、
大

正

八

（
一

九

一

九

）
年

こ
ろ
を
機

に
マ
ッ
チ

生

産

が
衰

退

し
て
、
替

わ
っ
て
ゴ
ム
産

業

が
飛

確

的

に
発

展

し
た
。
ゴ
ム
産

業

の
発

展

と
と
も
に
、
朝

鮮

や
奄

美

大

島

出

身

の
人

々
や
女

子

・
年

少

の
労

働

者

が
こ
の
地

域

に

多

く
現

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

長

田

地

域

の
画

期

的

な
ゴ
ム
製

品

が
硫

化

ゴ
ム
で
作

る

靴

で
あ
っ
た
。
大

正

前

期

に
は
中

国

や
朝

鮮

へ
の
輸

出

が

急

増

し
て
、
長

田

に
は
一

〇
〇
を
越

え
る
零

細

な
ゴ
ム
靴

業

者

が
操

業

し
た
。
し
か
し
、
大

正

十

（
一

九

二

一

）
年

こ

ろ
に
な
る
と
大

戦

が
終

わ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国

の
工

業

生

産

が
復

活

し
、
日

本

国

内

で
は
生

産

過

剰

に
陥

っ
て
経

済

は

低

迷

し
、
粗

悪

な
日

本

製

品

も
出

て
信

用

を
落

と
し
た
。 

◆ 

                 

大 正 末 期 の 坂 東 調 帯 （ 現 バ ン ド ー 化 学 ）  
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中

国

へ
の
ゴ
ム
靴

輸

出

も
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な

苦

境

を
迎

え
た
。
昭

和

に
入

っ
て
も
格

安

品

の
生

産

過

剰

や
業

者

間

の
過

当

競

争

で
長

田

の
ゴ
ム
産

業

は
ふ
る
わ
ず
、

そ
の
し
わ
寄

せ
は
労

働

者

に
集

中

し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
労

働

争

議

が
激

化

し
、
争

議

中

に
ピ
ス
ト
ル
が
乱

射

さ
れ
る

よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

経

済

不

況

の
中

で
軍

国

主

義

化

が
進

ん
だ
。
や
が
て
戦

時

体

制

に
入

る
と
、
工

業

生

産

は
軍

需

資

材

中

心

と
な

り
、
生

ゴ
ム
の
配

給

統

制

が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
太

平

洋

戦

争

が
始

ま
る
と
生

ゴ
ム
は
不

足

し
、
熟

練

労

働

者

は
兵

士

に
採

ら
れ
て
生

産

能

力

は
著

し
く
低

下

し
た
。
こ

の
時

期

に
中

小

企

業

は
大

企

業

か
ら
原

材

料

や
技

術

の

提

供

を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中

小

企

業

は
不

況

の
圧

迫

か
ら
逃

れ
る
た
め
に
も
大

企

業

の
翼

下

に
入

ら
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
て
、
下

請

関

係

が
進

展

し
た
の
で
あ
る
。 

四

‐
七

．
電

気

鉄

道

の
発

展 

 

産

業

革

命

の
進

行

と
と
も
に
大

衆

的

交

通

機

関

が
求

め
ら
れ
、
電

力

供

給

が
増

大

す
る
と
、
従

来

の
鉄

道

に
加

え
て
、
電

鉄

建

設

が
始

ま
っ
た
。
東

神

戸

で
は
明

治

三

十

八

(

一

九

〇
五

)

年

に
阪

神

電

鉄

が
操

業

し
、
西

神

戸

で
は

明

治

四

十

年

に
兵

庫

電

気

軌

道

が
設

立

さ
れ
た
。
同

社

は
兵

庫

の
羽

坂

通

か
ら
明

石

ま
で
の
営

業

許

可

を
得

て

明

治

四

十

三

(

一

九

一

〇)

年

三

月

に
兵

庫

‐
須

磨

聞

で

操

業

を
開

始

し
た
。
こ
の
通

称

「
兵

電

」
は
山

陽

電

鉄

の

前

身

で
、
兵

庫

・
長

田

・
西

代

・
板

宿

・
大

手

・
月

見

山

・

須

磨

寺

・
須

磨

の
八

駅

を
開

設

し
、
神

戸

か
ら
西

に
向

か

う
初

の
電

車

と
し
て
期

待

さ
れ
、
神

戸

電

気

鉄

道

（
後

の

市

電

）
と
の
連

絡

切

符

を
発

売

し
た
り
、
須

磨

海

水

浴

◆ 

        

明 治 ４ ３ 年 の 開 通 広 告  
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場

や
須

磨

寺

遊

園

地

の
開

設

を
行

っ
て
、
乗

客

の
誘

致

を

掬

っ
た
。
同

社

は
明

治

四

十

五

(

一

九

一

二

)

年

に
一

ノ
谷

ま
で
、
大

正

二

(

一

九

一

三

)

年

に
塩

屋

ま
で
、
大

正

六

(

一

九

一

七

)
年

に
明

石

ま
で
路

線

を
伸

ば
し
て
、
徐

々
に
営

業

を
好

転

さ
せ
て
い
っ
た
。 

 

や
が
て
兵

電

は
昭

和

二

(

一

九

二

七

)

年

に
電

力

会

社

の

宇

治

川

電

気

に
吸

収

さ
れ
て
宇

治

川

電

気

鉄

道

部

と
な

っ
て
「
宇

治

電

」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
昭

和

八

（
一

九

三

三

）
年

に
な
っ
て
こ
の
鉄

道

部

が
独

立

し
て
山

陽

電

気

鉄

道

と
な
っ
た
の
で
あ
る
． 

 

神

戸

市

内

に
初

め
て
市

電

が
走

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

明

治

四

十

三

(

一

九

一

〇)

年

四

月

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が

上

沢

七

丁

目

か
ら
五

番

町

二

丁

目

間

の
開

通

に
よ
っ
て

長

田

区

域

に
入

っ
た
の
は
大

正

十

一

(

一

九

二

二

)

年

一

月

の
こ
と
で
あ
り
、
四

月

に
は
長

田

交

差

点

ま
で
来

る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
南

の
尻

池

方

面

に
も
伸

ば
さ
れ
て
い
き
、

大

正

十

二

(

一

九

二

三

)

年

末

に
は
菅

原

通

か
ら
梅

ケ
香

町

を
経

て
清

盛

塚

ま
で
至

る
路

線

が
開

通

し
た
。 

四

‐
八

．
重

工

業

の
展

開 

：
車

輌

生

産

： 

 

日

清

・
日

露

戦

争

を
経

て
日

本

の
産

業

革

命

が
進

行

し
重

工

業

部

門

が
発

展

し
た
。
輸

送

力

増

強

が
求

め
ら

れ
、
神

戸

で
は
川

崎

造

船

所

が
兵

庫

運

河

沿

い
に
鉄

道

車

両

の
生

産

工

場

を
新

設

し
た
。
こ
れ
が
川

崎

車

輌

株

式

会

社

で
あ
る
。 

 

一

方

、
三

菱

合

資

会

社

は
大

正

五

(

一

九

一

六

)

年

、

青

田

新

田

に
神

戸

造

船

所

を
開

設

し
、
飛

行

機

発

動

機

の
試

作

に
も
成

功

し
た
。
川

崎

造

船

所

は
大

正

七

（
一

九

一

八

）
年

に
葺

合

工

場

を
新

設

、
翌

年

に
は
兵

庫

工

場

内

に
飛

行

機

科

を
設

置

し
て
、
三

菱

を
追

う
こ
と
に
な

る
。 

 

や
が
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
第

一

次

世

界

大

戦

が
始

ま
る
と
、

日

本

は
連

合

国

向

け
の
軍

需

物

資

や
生

活

物

資

の
生

産

・
輸

出

で
未

曾

有

の
経

済

発

展

を
迎

え
た
。
交

戦

し
て

い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先

進

諸

国

で
は
船

舶

が
不

足

し
、
日

本

で
は
注

文

の
な
い
ま
ま
に
船

を
造

り
始

め
て
も
、
完

成

し
な
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い
う
ち
に
買

い
手

が
つ
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
連

合

国

諸

国

は
物

資

輸

送

の
た
め
に
日

本

の
船

を
多

く
雇

い
入

れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
傭

船

の
航

海

が
戦

火

を
避

け
て

迂

回

し
な
が
ら
行

わ
れ
た
た
め
、
通

常

よ
り
多

く
の
日

数

が
か
か
り
、
傭

船

料

な
ど
も
大

戦

前

の
一

〇
倍

以

上

と
い

う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
神

戸

の
題

船

・
海

運

業

は
空

前

の
繁

栄

を
き
た
し
、
多

く
の
「
船

成

金

」
が
誕

生

し
た
。
工

場

が

拡

張

さ
れ
、
市

街

地

で
は
労

働

者

の
争

奪

戦

が
行

わ
れ
る

ほ
ど
の
好

景

気

で
あ
っ
た
。 

四

‐
九

．
学

校

の
創

設 

長

田

区

内

で
最

も
古

い
歴

史

を
持

つ
小

学

校

は
真

陽

小

学

校

で
あ
る
。
明

治

五

(

一

八

七

二

)

年

の
学

制

公

布

を

受

け
て
明

治

六

(

一

八

七

三

)

年

に
設

立

さ
れ
た
四

つ
の
小

学

校

の
歴

史

を
受

け
継

い
で
い
る
た
め
、
創

立

と
し
て
は
明

治

六

(

一

八

七

三

)

年

と
さ
れ
る
が
、
真

陽

小

学

校

と
い
う

名

は
明

治

二

十

(

一

八

八

七

)

年

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
庶

民

生

活

に
余

裕

の
な
か
っ
た
明

治

前

期

に
は
子

供

を
学

校

に
通

わ
せ
る
家

庭

は
あ
ま
り
な
く
、
明

治

三

十

年

代

を
迎

え
て
も
、
就

学

率

は
五

〇
パ
ー
セ
ン
ト
以

下

で
あ
っ
た
。
小

学

校

就

学

率

が
九

〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
越

え
る
の
は
日

露

戦

争

以

後

の
こ
と
で
あ
る
。 

 

や
が
て
大

正

時

代

に
入

る
と
経

済

の
発

展

か
ら
文

化

の

大

衆

化

も
進

み
、
大

正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
わ
れ
る
状

況

の

な
か
で
教

育

も
普

及

し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
児

童

数

が
増

加

し
て
教

室

が
不

足

、
一

学

級

が
八

〇
名

を
越

え
る
学

校

や
全

学

年

を
二

部

授

業

と
す
る
学

校

も
出

る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
当

時

の
長

田

地

域

で
は
、
財

政

努

力

の
結

果

、

大

正

五

（
一

九

一

六

）
年

に
よ
う
や
く
長

楽

小

学

校

を

新

設

さ
せ
て
い
る
。
◆ 

       

長 楽 小 学 校 （ 大 正 ６ 年 ）  
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そ
の
後

、
大

正

七

(

一

九

一

八

)

年

に
は
真

野

、
同

九

（
一

九

二

〇
）
年

に
長

田

・
御

蔵

、
同

十

一

(

一

九

二

二

)

年

に
神

楽

、
同

十

四

(

一

九

二

五

)

年

に
室

内

、
同

十

五

(

一

九

二

六

)
年

に
蓮

池

、
昭

和

四

(

一

九

二

九

)

年

に
二

葉

、

同

八

(

一

九

三

三
)

年

に
名

倉

、
同

十

一

(

一

九

三

六

)

年

に

志

里

池

、
同

十

四

(
一

九

三

九

)

年

に
池

田

と
い
っ
た
小

学

校

が
新

設

さ
れ
て
い
る
。
大

正

時

代

に
い
か
に
小

学

校

教

育

が
普

及

し
て
い
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
中

等

教

育

で
は
区

域

の
東

部

に
明

治

四

十

一
(

一

九

〇

八

)

年

に
県

立

第

二

神

戸

中

学

校

（
現

・
兵

庫

高

校

）
が
創

立

、
同

年

区

域

西

部

で
は
私

立

育

英

商

業

学

校

（
現

・
育

英

高

校

）
が
開

校

し
て
い
る
。
大

正

十

(

一

九

二

二

)
年

に
な
る
と

村

野

工

業

学

校

や
県

立

神

戸

第

三

中

学

校

（
現

・
長

田

高

校

）
が
創

立

さ
れ
る
な
ど
、
長

田

地

域

の
教

育

施

設

も

次

第

に
拡

充

さ
れ
て
い
っ
た
。 

四-

十

．
耕

地

整

理

と
新

し
い
町

名 

明

治

三

十

三(

一

九

〇
〇)

年

に
旧

東

尻

池

村

内

の

道

路

改

修

と
耕

地

整

理

の
工

事

が
行

わ
れ
、
三

十

六(

一

九

〇
三)

年

1

月

に
は
梅

ケ
香

町

と
東

尻

池

の
真

野

町

と

い
う
地

名

が
で
き
た
。
ま
た
、
明

治

三

十

九(

一

九

〇
六)

年

に
は
西

尻

池

村

の
工

事

が
行

わ
れ
て
、
整

然

と
し
た
区

域

に
浜

添

通

・
苅

藻

通

、
明

治

四

十(

一

九

〇
七)

年

に

は
御

蔵

・
菅

原

・
尻

池

北

町

・
一

番

町

～
七

番

町

と
い
っ
た

地

名

が
付

け
ら
れ
て
い
っ
た
。
新

湊

川

以

東

の
市

街

地

化

の
基

盤

が
で
き
た
。 

 

新

湊

川

以

西

の
西

尻

池

・
駒

ケ
林

・
野

田

の
地

域

で
区

画

整

理

事

業

が
完

了

す
る
の
は
、
大

正

七(

一

九

一

八)

年

の
こ
と
で
、
こ
の
事

業

は
、
明

治

四

十

四(

一

九

一

一)

年

に
設

立

さ
れ
た
西

部

耕

地

整

理

組

合

に
よ
っ
て
行

わ
れ

た
。
こ
の
地

域

で
は
、
兵

庫

と
須

磨

を
結

ぶ
道

路

の
建

設

計

画

と
耕

地

整

理

と
を
一

緒

に
す
る
こ
と
で
、
後

の
市

街

地

発

展

へ
の
基

礎

が
急

速

に
実

現

さ
れ
た
の
で
る
。
大

正

九(

一

九

二

〇)

年

に
は
こ
の
地

域

一

帯

の
町

名

が
改

正

さ

れ
、
旧

来

の
字

名

を
元

に
、
池

田

広

町

・
蓮

宮

通

・
御

船

通

・
大

道

通

・
川

西

通

・
細

田

町

・
神

楽

町

・
西

尻

池

町

・
若

松

町

・
日

吉

町

・
大

橋

町

・
腕

塚

町

・
久

保

町

・ 
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二

葉

町

・
庄

田

町

・
駒

ケ
林

町

・
駒

栄

町

・
野

田

町

・
海

運

町

・
本

庄

町

・
長

楽

町

・
浪

松

町

（
現

在

は
須

磨

区

域

に
あ
る
大

池

町

・
千

歳

町

・
常

磐

町

も
含

め
て
）
が
誕

生

し
た
。 

ま
た
、
長

田

神

社

よ
り
北

の
地

域

で
は
長

田

村

耕

地

整

理

組

合

が
大

正

四(

一

九

一

五)

年

七

月

か
ら
同

七

(

一

九

一

八)

年

九

月

ま
で
の
間

に
事

業

を
進

め
、
片

山

町

・
大

塚

町

・
長

田

町

・
宮

川

町

・
名

倉

町

・
西

山

町

の

町

名

が
付

け
ら
れ
た
。 

 

西

代

は
こ
の
時

期

ま
で
武

庫

郡

須

磨

村

の
一

部

で
あ
っ

た
が
、
大

正

七(

一

九

一

八)

年

に
西

代

耕

地

整

理

組

合

に
よ
っ
て
工

事

が
始

め
ら
れ
、
九(

一

九

二

〇)

年

か
ら
十

(

一

九

二

一)

年

に
か
け
て
の
時

期

に
ほ
ぼ
完

了

、
十

一

(

一

九

二

三)

年

十

二

月

に
町

名

改

正

が
行

わ
れ
た
。
西

代

耕

地

整

理

組

合

に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
町

名

は
、
水

笠

通

・
御

屋

敷

通

・
西

代

通

・
山

下

町

・
大

谷

町

・
五

位

ノ

池

町

・
戸

崎

通

・
松

野

通

な
ど
で
あ
る
。 

六 間 道 付 近 の 耕 地 整 理 工 事  
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長

田

区

の
地

域

で
耕

地

整

理

が
行

わ
れ
て
い
た
こ
ろ
、

近

代

的

港

湾

都

市

と
し
て
神

戸

も
大

発

展

し
、
す
ぐ
西

郊

の
旧

林

田

村

域

の
人

口

も
急

増

し
、
明

治

二

十

九

(

一

八

九

六)
年

か
ら
大

正

七(

一

九

一

八)

年

に
か
け
て

は
増

加

率

が
八

十

パ
ー
セ
ン
ト
を
記

録

す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
東

尻

池

村

で
は
明

治

十

五(

一

八

八

二)

年

に

は
五

〇
〇
人

で
あ
っ
た
人

口

が
、
大

正

七(

一

九

一

八)

年

に
は
五

万

人

と
な
っ
て
い
る
。
神

戸

市

内

で
最

大

の
人

口

増

加

を
き
た
し
た
地

域

で
あ
っ
た
。
同

時

期

に
旧

長

田

村

の
地

域

で
は
一

五

〇
〇
人

か
ら1
万

人

、
野

田

村

は
二

〇

〇
人

か
ら
一

七

〇
〇
人

へ
の
増

加

で
あ
っ
た
。
◆ 

       

四

‐
十

一

．
行

政

区

【
林

田

区

】
の
誕

生 

 

明

治

四

十

一(

一

九

〇
八)

年

に
名

古

屋

市

が
財

産

区

・
学

校

区

と
し
て
で
は
な
く
、
行

政

機

関

と
し
て
の
区

を

全

国

で
最

初

に
発

足

さ
せ
る
と
神

戸

で
も
そ
れ
が
懸

案

と

な
っ
た
が
、
財

政

上

そ
れ
は
困

難

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大

正

九(

一

九

二

〇)

年

に
西

方

の
須

磨

村

、
昭

和

四(

一

九

二

九)

年

に
東

部

三

か
町

村

（
西

灘

村

・
六

甲

村

・
西

郷

町

）
を
合

併

し
た
神

戸

市

で
は
、
広

い
市

域

の
効

果

的

行

政

の
た
め
に
、
急

速

に
区

制

実

施

が
必

要

と
な
っ
て
き
た
。 

 

昭

和

六(

一

九

三

一)

年

三

月

、
市

会

は
つ
い
に
区

設

置

案

を
可

決

し
、
経

費

の
こ
と
を
考

え
て
そ
の
数

を
減

ら
す

動

き
も
あ
っ
た
が
、
区

の
地

域

を
市

会

議

員

の
選

挙

区

と

一

致

さ
せ
た
結

果

、
灘

・
葺

合

・
神

戸

・
湊

東

・
湊

・
湊

西

・
林

田

・
須

磨

の
八

区

が
誕

生

し
た
の
で
あ
る
。
区

の
取

り
扱

う
業

務

は
、
戸

籍

・
就

学

・
税

務

・
選

挙

・
兵

事

・
諸

証

明

な
ど
多

岐

に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従

来

は
市

役

所

ま
で
行

か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事

務

が
居

住

地

に
近

い
区

役

所

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
市

民

に
と
っ
て
大

い
に
利

便

性

西 代 の 耕 地 整 理 記 念 碑  
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兵 庫 運 河 沿 い に 林 立 す る 工 場 群  

が
高

ま
っ
た
。
区

役

所

の
開

庁

は
、
昭

和

六(

一

九

三

一)
年

九

月

1

日

に
一

斉

に
行

わ
れ
た
。
当

初

の
林

田

区

役

所

は
、
腕

塚

町

二

丁

目

六

番

地

に
設

置

さ
れ
た
。 

 

昭

和

初

め
の
深

刻

な
不

況

は
、
昭

和

六(

一

九

三

一)

年

九

月

に
勃

発

し
た
満

州

事

変

以

降

の
軍

事

力

拡

張

計

画

で
軍

需

景

気

が
起

き
て
、
一

気

に
回

復

し
た
。
鐘

紡

や
川

崎

車

輌

を
有

す
る
林

田

区

は
、
神

戸

市

の
工

業

生

産

額

の
四

十

二

パ
ー
セ
ン
ト

を
占

め
る
ほ
ど

の
好

景

気

ぶ
り

で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
以

後

、
日

本

の
国

は
急

激

に
軍

国

主

義

化

し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。 

◆ 

四-

十

二

．
阪

神

大

水

害 

昭

和

十

三

（
一

九

三

八

）
年

七

月

、
阪

神

間

一

帯

は

空

前

の
大

水

害

に
襲

わ
れ
た
。
同

月

三

日

夕

刻

か
ら
四

日

夕

刻

ま
で
の
総

雨

量

は
一

六

五

ミ
リ
、
翌

五

日

は
午

前

八

時

か
ら
さ
ら
に
激

し
く
降

り
始

め
、
午

前

十

時

か
ら

十

一

時

ま
で
の1

時

間

の
雨

量

は
四

七

．
六

ミ
リ
と
記

録

さ
れ
て
い
る
。
七

月

三

日

か
ら
三

日

間

で
六

甲

山

最

高

峰

周

辺

で
は
約

六

五

〇
ミ
リ
の
雨

が
降

っ
て
い
る
。
当

時

神

戸

の
年

間

総

降

水

量

が
約

一

三

〇
〇
ミ
リ
だ
か
ら
、
山

上

で
は
三

日

で
半

年

の
雨

が
降

っ
た
計

算

に
な
る
。 

 

林

田

区

で
は
苅

藻

川

の
上

流

、
美

ノ
谷

川

と
桧

川

と
の

合

流

点

付

近

で
水

が
あ
ふ
れ
出

し
、
五

日

の
八

時

頃

に
は

ほ
と
ん
ど
の
道

路

が
冠

水

し
て
い
た
。
十

時

頃

に
は
明

泉

寺

橋

上

流

の
中

島

橋

が
破

壊

流

失

、
明

泉

寺

橋

の
橋

脚

に
引

っ
か
か
っ
て
流

れ
を
せ
き
止

め
て
し
ま
っ
た
た
め
、
濁

水

は
た
ち
ま
ち
両

岸

に
あ
ふ
れ
北

側

の
谷

間

の
住

宅

は
全

戸

が
浸

水

、
南

側

に
あ
っ
た
住

宅

は
深

さ
一

．
八

メ
ー
ト
ル
の

濁

水

に
襲

わ
れ
て
ほ
と
ん
ど
が
半

壊

し
た
。 
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美

ノ
谷

川

上

流

で
は
山

津

波

が
起

こ
っ
て
住

宅

十

数

戸

を
押

し
流

し
、
人

命

を
奪

っ
て
い
た
。
桧

川

も
氾

濫

し

二

つ
の
川

が
合

流

し
た
名

倉

町

の
道

路

は
濁

流

と
化

し
、

斜

面

の
家

屋

は
全

壊

し
た
。
濁

流

は
宮

川

町

九

丁

目

一

帯

ま
で
氾

濫

し
、
五

丁

目

ま
で
の
橋

梁

を
押

し
流

し
て
所

ど
こ
ろ
に
流

木

の
山

を
築

い
た
。
水

勢

は
民

家

の
煉

瓦

塀

を
倒

壊

さ
せ
な
が
ら
宮

川

町

三

丁

目

ま
で
の
低

地

を
厚

さ
六

〇
～
一

八

〇
セ
ン
チ
の
土

砂

で
埋

め
尽

く
し
た
。
土

砂

は
長

田

神

社

の
境

内

に
も
流

れ
こ
み
、
神

社

の
正

面

か

ら
長

田

町

1

・
二

丁

目

の
商

店

街

を
流

下

し
た
。
ま
た
、

新

湊

川

で
は
会

下

山

下

の
隧

道

を
通

過

し
た
後

、
室

内

橋

や
卅

六

橋

付

近

で
氾

濫

し
、
あ
た
り
一

帯

に
三

〇
～

九

〇
セ
ン
チ
の
浸

水

を
引

き
起

こ
し
た
。
苅

藻

川

と
新

湊

川

の
合

流

点

よ
り
南

の
地

域

で
も
三

〇
～
九

〇
セ
ン
チ
の

浸

水

が
起

き
て
い
る
。
地

域

別

で
は
、
特

に
丸

山

地

域

の

惨

状

が
著

し
く
、
苅

藻

川

と
新

湊

川

の
氾

濫

で
八

〇
パ
ー

セ
ン
ト
の
被

害

が
引

き
起

こ
さ
れ
た
。
流

失

家

屋

は
丸

山

方

面

で
二

五

戸

、
全

壊

家

屋

は
丸

山

・
長

田

・
池

田

で

合

計

六

九

戸

、
半

壊

は
区

内

全

域

で
二

四

七

戸

、
床

上

浸

水

が
一

〇
六

一

五

戸

、
床

下

浸

水

は
二

二

八

六

〇

戸

と
記

録

さ
れ
て
い
る
。
◆ 

              

 

大 き な 被 害 を 受 け た 長 田 神 社 横 の 苅 藻 川  
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◆ 

                 

                  

新 湊 川 の 埋 ま っ た 土 砂 を 取 り 除 く 村 野 工 業 高 校 の 生 徒 た ち  

阪 神 大 水 害 と ４ ２ 年 ７ 月 豪 雨 の 被 災 状 況 比 較（ 神 戸 市 全 域 ） 

３６１戸６，４４０戸半 壊

３６３戸（全壊流失）３，６２３戸家屋倒壊流出

２９，７６２戸５６，７１２戸床下浸水

７，８１９戸２２，９４０戸床上浸水

８５４戸埋 没

死者７７名 不明１５名６１６名死 者

４２年７月豪雨１３年阪神大水害

３６１戸６，４４０戸半 壊

３６３戸（全壊流失）３，６２３戸家屋倒壊流出

２９，７６２戸５６，７１２戸床下浸水

７，８１９戸２２，９４０戸床上浸水

８５４戸埋 没

死者７７名 不明１５名６１６名死 者

４２年７月豪雨１３年阪神大水害



 - 56 - 

四-

十

三

．
戦

時

下

の
生

活 

 
昭

和

十

三

（
一

九

三

八

）
年

五

月

に
国

家

総

動

員

法

が
施

行

さ
れ
、
国

民

生

活

全

般

に
規

制

が
加

え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
神

戸

市

で
は
昭

和

十

五

（
一

九

四

〇
）
年

、

全

市

に
一

三

八

七

の
町

内

会

を
発

足

さ
せ
、
す
べ
て
の
指

示

を
区

役

所

か
ら
町

内

連

合

会

、
そ
こ
か
ら
町

内

会

、
さ

ら
に
組

か
ら
隣

保

へ
と
組

織

的

に
上

意

下

達

が
行

わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
国

民

一

人

一

人

ま
で
が
効

果

的

に
統

制

さ
れ
、
ま
た
物

資

統

制

の
た
め
の
品

物

の
切

符

制

配

給

も

始

ま
っ
た
。
衣

料

品

に
お
い
て
は
昭

和

十

二

（
一

九

三

七

）

年

、
市

民

一

人

当

た
り
の
需

要

量

が
一

六

．
二

ポ
ン
ド
だ

っ
た
も
の
が
、
切

符

制

実

施

以

降

は
年

々
減

少

し
て
い
っ
た
。

そ
れ
で
も
現

物

は
足

り
な
く
な
り
、
最

後

に
は
隣

保

総

合

配

給

を
行

う
よ
う
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。
昭

和

十

七

（
一

九

四

二

）
年

四

月

十

八

日

以

降

、
空

襲

が
始

ま
る
と
、
重

要

工

場

周

辺

の
防

火

や
防

火

緑

地

帯

作

り
の
た
め
に
建

物

疎

開

が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
林

田

区

で
は
、
昭

和

十

九

（
一

九

四

三

）
年

二

月

七

日

か
ら
三

月

二

五

日

ま
で

の
間

に
八

二

七

戸

の
家

が
破

壊

さ
れ
た
。
◆ 

                

歩 兵 教 練 す る 村 野 工 業 高 校 の 生 徒 た ち  
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四-

十

四

．
空

襲

に
よ
る
被

害 

 
太

平

洋

戦

争

末

期

、
ア
メ
リ
カ
空

軍

機

に
よ
る
神

戸

へ

の
空

襲

は
延

べ
一

〇
〇
回

を
越

え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
林

田

区

に
被

害

を
も
た
ら
し
た
空

襲

は
二

七

回

。
最

も
被

害

が
大

き
か
っ
た
も
の
は
、
昭

和

二

十

（
一

九

四

五

）
年

二

月

四

日

、
八

五

機

の
Ｂ
２
９
に
よ
る
川

崎

・
三

菱

両

造

船

所

爆

撃

に
か
か
わ
る
被

害

で
あ
っ
た
。
午

後

二

時

過

ぎ
か
ら

二

時

間

余

り
の
爆

撃

で
数

々
の
軍

需

工

場

が
被

害

を
受

け
、
周

辺

の
家

屋

が
破

壊

さ
れ
人

々
は
殺

さ
れ
た
。
◆ 

         

 

三

月

十

七

日

の
夜

間

大

空

襲

で
は
米

軍

機

か
ら
放

た

れ
た
照

明

弾

が
神

戸

市

全

体

を
真

昼

の
よ
う
に
照

ら
し

出

し
た
時

、
上

空

七

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
大

編

隊

が
飛

来

し
、
高

度

を
下

げ
な
が
ら
小

型

爆

弾

と
焼

夷

弾

に
よ
る
無

差

別

絨

緞

爆

撃

が
開

始

さ
れ
た
。
猛

炎

に
包

ま
れ
、
熱

気

に
耐

え
か
ね
て
運

河

や
防

火

水

槽

の
中

で
亡

く
な
っ
た

人

や
、
防

空

壕

の
中

で
蒸

し
焼

き
状

態

に
さ
れ
た
人

も
多

か
っ
た
。
林

田

区

で
は
、
現

在

兵

庫

区

域

で
あ
る
運

河

以

東

の
地

域

が
全

焼

し
、
そ
の
他

の
地

域

で
も
甚

大

な
被

害

が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
日

の
林

田

区

の
死

傷

者

は
一

五

五

七

人

・
被

災

者

は
四

三

二

二

〇
人

で
、
い
ず
れ
も
兵

庫

区

に
次

い
で
市

内

二

位

の
惨

状

だ
っ
た
。
被

災

者

の
多

く

は
、
国

民

学

校

に
収

容

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
被

災

地

の
後

片

づ
け
は
軍

隊

と
警

察

、
警

防

団

に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。
ま

た
、
死

体

は
市

内

の
火

葬

場

だ
け
で
は
処

理

し
切

れ
ず
、

町

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
犠

牲

者

は
荼

毘

に
付

さ
れ
た
。
林

田

区

の
空

襲

被

災

率

は
約

２
０
～
３
０
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。 

 

神 戸 瓦 斯 製 造 所 へ 出 勤  
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五

．
昭

和

後

期

の
長

田 
五

‐
一

．
終

戦

に
よ
る
混

乱

の
時

代 

 

戦

争

が
終

結

す
る
と
、
市

の
軍

事

援

護

課

な
ど
に
あ
っ
た

動

員

・
援

護

に
関

す
る
基

本

資

料

や
召

集

令

状

の
基

本

台

帳

等

は
こ
と
ご
と
く
焼

却

さ
れ
た
。
神

戸

市

は
戦

後

戦

災

地

に
指

定

さ
れ
、
戦

災

復

興

事

業

が
開

始

さ
れ
た
。

市

民

は
食

料

の
遅

配

・
欠

配

が
続

く
中

、
着

て
い
る
着

物

を
売

っ
て
は
ヤ
ミ
物

資

を
買

う
「
タ
ケ
ノ
コ
生

活

」
を
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

戦

災

に
お
け
る
被

害

戸

数

一

二

万

八

一

八

一

と
い
う

数

は
、
東

京

都

、
大

阪

市

、
名

古

屋

市

に
次

ぐ
も
の
で
、

こ
れ
は
市

内

全

戸

数

の
六

〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
も
の
で

あ
っ
た
。
政

府

は
全

国

で
三

〇
万

戸

の
仮

設

住

宅

を
計

画

し
、
神

戸

市

に
は
七

〇
〇
戸

を
割

り
当

て
た
が
、
実

際

に

は
資

材

の
割

り
当

て
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
昭

和

二

十

（
一

九

四

五

）
年

度

中

に
建

っ
た
の
は
わ
ず
か
五

〇
〇
戸

程

度

で
あ
っ
た
。
学

校

・
庁

舎

・
水

道

・
市

電

な
ど
も
ひ
ど
い
被

害

を
受

け
、
そ
の
復

旧

だ
け
で
も
大

変

な
仕

事

で
あ
っ
た
。 

 

長

田

区

域

で
は
三

月

十

七

日

の
空

襲

で
、
長

田

、
御

蔵

の
二

つ
の
小

学

校

が
全

焼

、
名

倉

小

、
神

楽

小

は
半

焼

と

な
り
、
大

塚

町

一

丁

目

に
あ
っ
た
旧

長

田

署

も
道

場

を

残

し
て
全

焼

し
た
。
ま
た
、
六

月

五

日

の
空

襲

で
は
長

田

区

役

所

が
全

焼

し
た
。
戦

前

の
旧

市

内

で
は
、
住

宅

の
六

〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
灰

と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中

で
も
林

田

区

は
比

較

的

よ
く
残

っ
た
方

で
あ
っ
た
。
し
か
し
戦

後

は

食

糧

・
住

宅

事

情

な
ど
で
人

口

の
増

加

状

況

は
緩

や
か
で
、

神

戸

市

の
人

口

が
昭

和

十

五

（
一

九

四

〇
）
年

の
水

準

に

達

す
る
の
は
昭

和

三

十
（
一

九

五

五

）
年

に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
っ
た
。 
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五

‐
二

．
長

田

区

の
誕

生 

 
戦

災

に
よ
る
人

口

移

動

で
、
神

戸

市

の
人

口

分

布

は
大

き
く
変

化

し
た
。
そ
の
た
め
区

域

の
広

さ
を
適

正

化

し
、

一

区

一

警

察

署

の
設

置

を
基

本

と
し
て
区

域

の
名

称

が

改

め
ら
れ
た
。
昭

和

二

十

（
一

九

四

五

）
年

、
従

来

の
八

区

は
六

区

に
統

合

さ
れ
、
そ
れ
ま
で
林

田

区

で
あ
っ
た
兵

庫

運

河

よ
り
東

の
地

域

を
兵

庫

区

に
移

す
と
と
も
に
、
須

磨

区

で
あ
っ
た
旧

西

代

村

の
範

囲

が
林

田

区

に
編

入

さ
れ

た
。
こ
の
時

に
林

田

区

は
新

し
く
長

田

区

と
改

称

さ
れ
、

戦

後

の
第

一

歩

を
踏

み
出

し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
時

の
長

田

区

役

所

は
二

葉

小

学

校

の
中

に
あ
っ
た
の

だ
が
、
戦

後

復

興

と
共

に
児

童

数

が
増

加

し
た
た
め
に
明

け
渡

さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
仮

庁

舎

を
神

楽

小

学

校

に
置

き
な
が
ら
、
昭

和

二

十

三

（
一

九

四

八

）
年

、

「
愛

市

公

債

」
を
発

行

し
て
一

般

区

民

か
ら
資

金

を
募

集

し
た
の
で
あ
る
。
木

造

の
新

庁

舎

が
大

道

通

一

丁

目

に

完

成

し
た
の
は
、
昭

和

二

十

四

（
一

九

四

九

）
年

十

一

月

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

、
昭

和

三

十

七

（
一

九

六

二

）
年

三

月

に
消

防

署

、
保

健

所

な
ど
を
含

め
た
総

合

庁

舎

が

新

た
に
建

て
ら
れ
た
。 

 

現

在

の
庁

舎

は
北

町

に
あ
る
。
そ
れ
は
平

成

五

（
一

九

九

三

）
年

十

二

月

に
完

成

し
た
も
の
で
、
一

階

ロ
ビ
ー
に
は

展

示

コ
ー
ナ
ー
、
七

階

に
は
区

民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
設

け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
隣

接

地

に
は
、
平

成

二

（
一

九

九

〇
）

年

三

月

に
移

転

し
て
き
た
消

防

署

と
警

察

署

が
あ
り
、

区

民

の
安

全

サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
て
い
る
。
◆ 

          

長 田 区 役 所（ 昭 和 ２ ４ 年 頃 ） 
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長 田 港  

カ ー フ ェ リ ー 発 着 場 と し て の 長 田 港  

五

‐
三

．
長

田

港

の
建

設

と
埋

め
立

て
事

業 

 
長

田

港

の
建

設

の
要

望

は
、
大

正

期

に
す
で
に
地

元

に

あ
っ
た
の
だ
が
、
実

現

さ
れ
な
か
っ
た
。
戦

後

、
神

戸

市

が
出

し
た
復

興

計

画

の
中

に
、
神

戸

市

西

部

方

面

の
地

域

開

発

の
た
め
に
、
新

湊

川

西

部

海

面

を
埋

め
立

て
、
貯

木

場

・
物

揚

場

な
ど
を
設

け
る
計

画

が
作

ら
れ
た
。
そ
し
て

昭

和

二

十

五

（
一

九

五

〇
）
年

、
市

内

の
瓦

礫

と
運

河

拡

張

工

事

で

生

じ

た

土

砂

を

利

用

し

て

埋

め

立

て

工

事

が
始

め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
◆ 

     

 

埋

め
立

て
と
物

揚

場

施

設

が
完

成

し
た
の
は
昭

和

三

十

二

（
一

九

五

七

）
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
次

第

に
港

と
し
て
の
形

が
整

え
ら
れ
て
い
っ
た
。
長

田

港

は
、
昭

和

三

十

六

（
一

九

六

一

）
年

五

月

か
ら
使

用

さ
れ
始

め
た
の
だ

が
、
防

波

堤

が
な
か
っ
た
た
め
に
港

内

は
風

浪

が
荒

く
、
小

型

船

へ
の
損

害

は
絶

え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
高

潮

対

策

と

し

て

の
防

波

堤

建

設

と
い
っ
た
護

岸

工

事

が
施

さ
れ
て
い
っ
た

の
は
、
昭

和

四

十

一

（
一

九

六

六

）
年

の

こ
と
で
あ
っ
た
。
◆ 

 

長

田

港

は
、
和

田

岬

以

西

唯

一

の
港

湾

施

設

と
し
て
、
活

況

を
呈

し
た
。
淡

路

へ
の
カ
ー
フ
ェ
リ

ー
の

発

着

場

も
昭

和

四
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神 戸 デ パ ー ト  

十

九

（
一

九

七

四

）
年

に
須

磨

港

に
移

さ
れ
る
ま
で
は
長

田

港

に
置

か
れ
て
い
た
。 

し
か
し
、
海

岸

の
埋

め
立

て
と
長

田

港

の
出

現

で
長

田

名

物

の
左

義

長

は
、
行

わ
れ
る
場

所

を
失

い
、
昭

和

三

十

四

（
一

九

五

九

）
年

か
ら
中

断

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

後

、
平

成

五

（
一

九

九

三

）
年

の
「
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ

ア
」
、
平

成

一

二

年

（
二

〇
〇
〇
）
年

の
二

葉

小

学

校

創

立

七

〇
周

年

行

事

な
ど
で
復

活

さ
れ
、
伝

統

を
次

世

代

へ
受

け
継

ご
う
と
試

み
ら
れ
て
い
る
。
◆ 

         

五

‐
四

．
都

市

部

の
開

発

と
公

共

施

設

の
建

設 

 

都

市

部

で
は
、
昭

和

三

十

七

（
一

九

六

二

）
年

、
大

橋

地

区

都

市

開

発

事

業

が
開

始

さ
れ
た
。
ま
ず
幅

員

二

七

メ
ー
ト
ル
の
国

道

二

号

線

を
五

〇
メ
ー
ト
ル
に
拡

げ
た
ほ
か
、

市

街

地

改

造

方

式

に
よ
る
都

市

計

画

が
進

め
ら
れ
、
昭

和

四

十

（
一

九

六

五

）
年

に
完

成

し
た
。
こ
の
方

法

に
よ
る

都

市

の
再

開

発

は
全

国

で
も
始

め
て
の
こ
と
で
、
大

橋

地

区

の
住

民

の
パ
イ
オ
ニ
ア
精

神

は
高

く
評

価

さ
れ
た
。
こ
の

工

事

に
よ
り
、
腕

塚

町

五

丁

目

に
は
神

戸

デ
パ
ー
ト
、
大

橋

六

丁

目

に
は
ス
カ
イ

ビ
ル
な
ど
が
建

て
ら

れ
た
。
◆ 

    

復 活 し た 左 義 長  
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こ
の
ほ
か
公

共

施

設

と
し
て
は
、
昭

和

三

十

九

（
一

九

六

四

）
年

に
苅

藻

通

に
中

央

卸

売

市

場

の
食

肉

市

場

、

四

十

（
一

九

六

五

）
年

に
西

部

下

水

処

理

場

、
四

十

三

（
一

九

六

八

）
年

に
苅

藻

島

清

掃

工

場

（
現

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
）
、
四

十

五

（
一

九

七

〇
）
年

に
西

市

民

病

院

な
ど
が

建

て
ら
れ
た
。
◆ 

            

五

‐
五

．
住

民

た
ち
の
運

動 

 

戦

後

、
女

性

の
地

位

向

上

が
謳

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

婦

人

会

活

動

が
活

発

に
な
っ
た
。
長

田

区

で
は
昭

和

二

十

六

（
一

九

五

一

）
年

八

月

に
真

野

婦

人

会

、
志

里

池

婦

人

会

が
結

成

さ
れ
、
次

い
で
長

田

区

連

合

婦

人

会

が
誕

生

し
た
。
平

成

十

六

（
二

〇
〇
四

）
年

の
今

日

で
は
一

四

の
婦

人

会

が
結

成

さ
れ
、
活

発

な
活

動

が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
地

域

環

境

整

備

の
た
め
に
作

ら
れ
た
自

治

会

で

は
、
高

度

経

済

成

長

期

に
自

動

車

公

害

や
大

気

汚

染

に

対

す
る
取

り
組

み
が
盛

ん
に
な
っ
た
。
一

九

六

〇
年

代

の

長

田

区

で
は
、
特

に
北

部

の
丸

山

地

区

文

化

防

犯

協

議

会

と
南

部

の
苅

藻

防

犯

実

践

会

の
活

動

が
有

名

で
あ
っ

た
。 

 

前

者

は
昭

和

三

十

八

（
一

九

六

三

）
年

、
道

路

拡

幅

等

を
目

指

し
た
「
幹

線

道

路

促

進

協

議

会

」
を
発

足

さ

せ
、
「
た
た
か
う
丸

山

」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
な
積

極

的

・
強

力

的

な
活

動

を
行

っ
た
ほ
か
、
昭

和

四

十

一

（
一

九

六

六

）
年

に
は
全

国

初

の
「
ち
び
っ
こ
広

場

」
と
よ
ば
れ
る
善

意

西 市 民 病 院 （ 昭 和 ４ ５ 年 頃 ）  



 - 63 - 

児

童

遊

園

地

を
作

っ
た
ほ
か
、
昭

和

四

十

二

（
一

九

六

七

）
年

に
は
神

戸

市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基

づ
く
「
長

寿

村

」

の
開

村

な
ど
を
行

っ
た
り
し
た
。
◆ 

               

 

ま
た
、
後

者

は
住

民

の
四

割

が
「
苅

藻

ぜ
ん
そ
く
」
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
中

で
、
公

害

対

策

部

を
設

け
て
住

民

総

参

加

に
よ
る
地

区

改

善

運

動

を
展

開

し
た
。
川

の
清

掃

や
ご

み
の
定

期

回

収

か
ら
始

め
ら
れ
た
こ
の
運

動

は
、
公

害

企

業

や
行

政

へ
の
責

任

追

及

も
行

い
、
昭

和

四

十

六

（
一

九

七

一

）
年

に
は
製

油

工

場

に
住

民

の
立

入

権

を
認

め
さ
せ
、

公

害

防

止

協

定

に
調

印

さ
せ
た
ほ
か
、
昭

和

四

十

八

（
一

九

七

三

）
年

に
は
五

億

円

の
費

用

を
か
け
た
公

害

防

止

施

設

の
導

入

を
成

功

さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。 

五

‐
六

．
「
西

の
副

都

心

」
と
し
て
の
発

展 

 

昭

和

四

十

三

（
一

九

六

八

）
年

、
神

戸

高

速

鉄

道

が

営

業

を
開

始

し
、
山

陽

電

鉄

が
阪

急

・
阪

神

電

車

と
結

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
明

治

四

十

三

（
一

九

一

〇
）
年

の
創

業

時

よ
り
あ
っ
た
山

陽

電

鉄

の
兵

庫

～
西

代

間

の
路

線

が
な
く
な
り
、
兵

庫

・
長

田

の
二

駅

が
廃

止

さ

れ
た
。 

 

国

鉄

（
現

Ｊ
Ｒ
）
が
新

長

田

駅

を
設

置

し
た
の
は
、
昭

和

二

十

九

（
一

九

五

四

）
年

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
多

く
の

苅 藻 防 犯 実 践 会 総 会（ 昭 和 ４ ７ 年 頃 ） 
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商

店

街

や
ゴ
ム
工

場

を
抱

え
る
地

元

の
強

力

な
誘

致

運

動

に
よ
っ
て
実

現

し
た
も
の
で
あ
る
。
設

置

の
許

可

は
お
り

た
も
の
の
、
経

費

は
地

元

負

担

と
い
う
厳

し
い
条

件

で
あ
っ

た
。
◆ 

              

 

道

路

交

通

に
つ
い
て
も
昭

和

三

十

八

（
一

九

六

三

）
年

に
起

工

さ
れ
た
阪

神

高

速

道

路

神

戸

一

号

線

が
昭

和

四

十

三

（
一

九

六

八

）
年

に
開

通

し
、
東

西

へ
の
交

通

の

大

動

脈

が
で
き
た
。
ま
た
、
昭

和

四

十

一

（
一

九

六

六

）

年

に
は
西

神

戸

有

料

道

路

の
工

事

が
始

め
ら
れ
、
昭

和

四

十

四

（
一

九

六

九

）
年

に
開

通

し
た
。 

 

自

動

車

の
増

加

に
よ
っ
て
減

少

し
て
い
っ
た
の
が
市

電

で
あ

る
。
廃

線

は
昭

和

四

十

一

（
一

九

六

六

）
年

か
ら
始

ま
り
、

昭

和

四

十

六

（
一

九

七

一

）
年

に
完

了

し
た
。
そ
れ
に
代

わ
っ
た
市

民

の
足

は
市

バ
ス
で
あ
っ
た
。
長

田

区

で
は
、
丸

山

地

区

な
ど
北

部

地

域

に
住

宅

が
増

加

す
る
に
と
も
な
い
、
バ

ス
路

線

が
次

々
と
延

長

さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

昭

和

四

十

七

（
一

九

七

二

）
年

、
名

谷

や
西

神

地

区

の

新

興

住

宅

地

造

成

に
よ
り
、
神

戸

市

営

地

下

鉄

の
建

設

が
始

ま
っ
た
。
名

谷

か
ら
新

長

田

ま
で
の
路

線

が
開

通

し

た
の
は
、
昭

和

五

十

二

（
一

九

七

七

）
年

の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

と
な
っ
た
新

長

田

駅

周

辺

で
は
副

都

心

化

が
進

め
ら
れ
、
「
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
」
や
「
新

長

田

勤

労

市

国 鉄 新 長 田 駅 東 口 （ 昭 和 ４ ９ 年 頃 ）  
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民

セ
ン
タ
ー
」
を
備

え
た
新

長

田

駅

前

ビ
ル
が
建

て
ら
れ

た
。 

 

市

営

地

下

鉄

は
そ
の
後

、
新

神

戸

か
ら
西

神

中

央

ま
で

東

西

に
延

伸

さ
れ
、
平

成

十

三

（
二

〇
〇
一

）
年

に
は
苅

藻

地

区

や
駒

ケ
林

地

区

を
巡

る
海

岸

線

が
開

通

し
て
い

る
。 

 

地

区

の
再

開

発

は
、
昭

和

六

十

二

（
一

九

八

七

）
年

か

ら
は
長

田

神

社

周

辺

で
も
行

わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
長

田

神

社

の
門

前

町

と
し
て
栄

え

た

長

田

商

店

街

が
「
サ
ン

ド
ー
ル
長

田

」

や

「
プ
レ
ノ
長

田

」
な

ど
に
整

備

さ

れ

て

い
っ

た
。 

◆ 

五

‐
七

．
区

民

生

活

の
充

実

に
向

け
て 

 

区

民

の
た
め
の
文

化

・
体

育

施

設

は
昭

和

三

十

（
一

九

五

五

）
年

以

降

、
次

々
と
建

設

さ
れ
て
い
っ
た
。
大

正

時

代

か
ら
埋

め
立

て
の
始

ま
っ
た
蓮

池

の
跡

地

に
昭

和

七

（
一

九

三

二

）
年

、
関

西

随

一

の
総

合

運

動

場

と
し
て
「
市

民

運

動

場

」
が
作

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
隣

接

地

に
県

立

ス
ポ

ー
ツ
会

館

が
建

て
ら
れ
た
の
は
、
昭

和

四

十

七

（
一

九

七

二

）
年

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後

、
昭

和

六

十

（
一

九

八

五

）

年

、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神

戸

大

会

開

催

を
機

に
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
あ
っ
た
場

所

に
県

立

文

化

体

育

館

が
建

て
ら
れ
、

柔

道

会

場

な
ど
と
し
て
使

わ
れ
た
。
◆ 

       

県 立 ス ポ ー ツ 館  

サ ン ド ー ル 長 田  
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苅 藻 プ ー ル  

 

温

水

プ
ー
ル
の
あ
る
苅

藻

プ
ー
ル
の
完

成

は
昭

和

四

十

四

（
一

九

六

九

）
年

で
あ
る
。
こ
れ
は
隣

接

す
る
苅

藻

島

清

掃

工

場

（
現

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
ご
み
焼

却

の
余

熱

を

利

用

し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
公

民

館

、
公

会

堂

、

図

書

館

な
ど
の
施

設

が
区

内

各

地

に
建

て
ら
れ
て
い
っ
た
。

現

在

は
ポ
ー

ト

ア

イ
ラ

ン

ド
に
移

転

し

て
い
る
サ
ン
テ

レ
ビ
が
昭

和

四

十

四

（
一

九

六

九

）
年

に
開

局

し
た

地

は
、
長

田

区

一

番

町

で
あ
っ
た
。
◆ 

  

 

長

田

の
ま
ち
の
充

実

、
発

展

の
原

動

力

は
、
多

く
の
住

民

の
熱

い
思

い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
会

議

の
系

譜

に
反

映

さ
れ
て
い
る
。 

 

昭

和

四

十

九

（
一

九

七

四

）
年

三

月

、
長

田

区

市

民

会

議

が
開

催

さ
れ
、
九

月

に
区

民

会

議

が
発

足

し
た
。
こ

れ
は
昭

和

五

十

九

（
一

九

八

四

）
年

、
長

田

区

民

市

政

懇

談

会

に
発

展

し
て
い
っ
た
。
こ
の
間

に
、
丸

山

地

区

や
真

野

地

区

で
住

民

参

加

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
活

発

化

し
て

い
き
、
昭

和

五

十

五

（
一

九

八

〇
）
年

に
は
「
こ
ん
な
ま
ち
に

し
た
い
な
、
真

野

ま
ち
づ
く
り
構

想

」
が
市

長

に
提

案

さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
住

民

自

ら
が
ま
ち
づ
く
り
構

想

を
実

現

化

し

て
い
く
た
め
の
方

法

や
ル
ー
ル
な
ど
を
明

示

し
た
こ
と
で
、
神

戸

市

に
お
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
条

例

」
へ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
丸

山

を
住

み
た
く
な
る
町

に
す
る
会

」

が
ま
ち
づ
く
り
協

議

会

に
認

定

さ
れ
た
り
、
「
御

菅

地

区

各

種

団

体

連

絡

協

議

会

」
や
「
西

の
副

都

心

ま
ち
づ
く
り

協

議

会

」
が
設

立

さ
れ
た
り
し
、
住

民

参

加

の
ま
ち
づ
く

り
が
活

発

化

し
て
い
っ
た
。 
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こ
の
ほ
か
、
昭

和

六

十

（
一

九

八

五

）
年

に
開

か
れ
た
学

生

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神

戸

大

会

」
で
神

戸

を
訪

れ
る
選

手

、
役

員

、
観

客

を
き
れ
い
な
町

、
温

か
い
心

で
迎

え
よ
う
と
す
る
「
ふ
れ
あ
い
長

田

区

民

の
会

」
が
自

治

会

や
婦

人

会

な
ど
各

種

団

体

の
代

表

者

で
構

成

さ
れ
、

ふ
れ
あ
い
の
市

民

運

動

を
展

開

し
て
い
っ
た
。
同

様

の
区

民

の
会

は
、
昭

和

六

十

二

（
一

九

八

七

）
年

に
開

か
れ
た
障

害

の
あ
る
人

々
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
神

戸

大

会

」

の
時

も
結

成

さ
れ
た
。
◆ 

         

 

昭

和

五

十

九

（
一

九

八

四

）
年

、
市

内

で
最

も
早

く
区

の
花

と
し
て
「
サ
ル
ビ
ア
」
が
選

定

さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
サ
ル

ビ
ア
が
、
小

さ
な
花

が
た
く
さ
ん
集

ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
素

晴

ら
し
い
眺

め
を
見

せ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
区

民

が
協

力

し
て

い
け
る
ま
ち
に
、
と
い
う
願

い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
区

民

会

議

の
提

案

を
受

け
、
昭

和

六

十

（
一

九

八

五

）
年

度

以

降

、
「
長

田

の
ま
ち

花

い

っ
ぱ
い
運

動

」
が

進

め
ら

れ
、
区

内

各

地

に
サ
ル

ビ
ア
が
植

え
ら

れ
て
い
る
。
◆ 

 
 

    

区 の 花「 サ ル ビ ア 」と  

ロ ゴ マ ー ク  



 - 68 - 

ま
た
、
区

の
北

側

に
は
昭

和

五

十

四

（
一

九

七

九

）
年

、

甲

子

園

球

場

の
約

三

六

倍

の
面

積

を
持

つ
「
ひ
よ
ど
り
ご

え
森

林

公

園

」
が
開

園

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
環

境

都

市

作

り

の
柱

と
し
て
、
区

内

各

地

に
公

園

が
整

備

さ
れ
て
い
る
。
◆ 

              

六

．
平

成

を
生

き
る
長

田 

六

‐
一

．
区

民

と
と
も
に
歩

む
ま
ち
づ
く
り 

 

平

成

五

（
一

九

九

三

）
年

、
市

内

各

地

で
「
ア
ー
バ
ン
リ

ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
‘
9 3
」
の
関

連

イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
た
。
長

田

区

で
は
、
快

適

な
生

活

環

境

を
目

指

し
た
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

長

田

作

戦

」
の
ほ
か
、
区

民

の
公

募

に
よ
っ
て
作

ら
れ
た

「
長

田

音

頭

」
、
駒

ケ
林

の
左

義

長

の
復

活

な
ど
が
行

わ
れ

た
。
ま
た
、
平

成

六

（
一

九

九

四

）
年

か
ら
、
子

供

た
ち
の

夏

休

み
の
思

い
出

作

り
を
目

的

に
、
地

域

や
企

業

の
協

力

を
得

て
の
「
長

田

た
な
ば
た
ま
つ
り
」
が
開

催

さ
れ
、
屋

台

や

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
が
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

昭

和

後

期

に
展

開

さ
れ
た
区

民

参

加

の
ま
ち
づ
く
り
は
、

平

成

に
入

っ
て
も
継

続

さ
れ
、
平

成

六

（
一

九

九

四

）
年

に
は
区

民

、
事

業

者

、
行

政

の
協

働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

実

践

の
場

と
し
て
の
「
長

田

区

民

ま
ち
づ
く
り
会

議

」
が
発

足

し
た
。
そ
し
て
区

内

の
諸

事

業

の
計

画

策

定

や
、
安

全

・
安

心

な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
取

り
組

ん
で
い
る
。
平

成

十

五

（
二

〇
〇
三

）
年

に
は
、
こ
の
区

民

ま
ち
づ
く
り
会

議

ひ よ ど り ご え 森 林 公 園  
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が
主

体

と
な
っ
て
「
区

の
木

」
と
し
て
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
が
選

定

さ
れ

た
。 

 

ま
た
、
地

域

の
福

祉

活

動

に
つ
い
て
は
、
平

成

四

（
一

九

九

二

）
年

に
神

戸

市

長

田

区

社

会

福

祉

協

議

会

が
発

足

し
、
地

域

福

祉

に
関

す
る
連

絡

や
情

報

収

集

、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動

へ
の
助

成

や
育

成

事

業

を
行

っ
て
い
る
。
◆ 

            

六

‐
二

．
震

災

を
乗

り
越

え
て 

 

平

成

七

（
一

九

九

五

）
年

一

月

十

七

日

早

朝

に
起

き

た
阪

神

・
淡

路

大

震

災

に
よ
り
、
長

田

区

内

で
は
多

く
の

火

災

が
発

生

し
た
。
そ
の
火

災

に
よ
る
被

害

は
、
市

内

全

体

で
の
火

災

被

害

の
う
ち
、
面

積

に
し
て
約

六

四

パ
ー
セ
ン

ト
、
棟

数

に
し
て
約

六

八

パ
ー
セ
ン
ト
、
被

害

額

に
し
て
約

五

一

パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
区

内

に
あ

っ
た
住

宅

の
う
ち
、
五

七

パ
ー
セ
ン
ト
の
も
の
が
全

壊

・
半

壊

の
被

害

を
受

け
、
九

二

一

名

の
方

が
亡

く
な
ら
れ
た
。
そ
の

う
ち
の
約

六

〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
六

五

才

以

上

の
高

齢

者

で

あ
っ
た
。
◆ 

       

区 の 木 「 ハ ナ ミ ズ キ 」 と

シ ン ボ ル マ ー ク  

震 災 に よ る 火 災 で

被 害 を 受 け た ま ち  
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震

災

発

生

に
よ
り
二

ヶ
月

後

の
三

月

に
は
、
区

内

で
八

地

域

が
重

点

復

興

地

域

に
指

定

さ
れ
、
土

地

区

画

整

理

事

業

な
ど
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
新

長

田

駅

南

地

区

で
は
市

街

地

再

開

発

事

業

が
行

わ
れ
、
平

成

十

（
一

九

九

八

）
年

に
は
震

災

後

初

の
再

開

発

ビ
ル
と
し

て
「
ピ
フ
レ
」
が
、
平

成

十

一

（
一

九

九

九

）
年

に
は
「
ア
ス
タ

く
に
づ
か1

番

街

・
二

番

街

」
の
ビ
ル
が
完

成

し
た
。
復

興

の

初

期

段

階

で
は
渥

美

清

主

演

の
『
男

は
つ
ら
い
よ
』
シ
リ
ー

ズ
の
映

画

ロ
ケ
が
行

わ
れ
、
市

民

の
心

に
大

き
な
元

気

を
与

え
た
。
◆ 

        
 

震

災

で
の
火

災

に
よ
り
、
地

場

産

業

で
あ
る
ケ
ミ
カ
ル

シ
ュ
ー
ズ
は
大

打

撃

を
受

け
た
。
そ
こ
で
神

戸

市

は
地

元

企

業

と
協

力

し
て
平

成

十

二

（
二

〇
〇
〇
）
年

に
「
シ
ュ
ー
ズ
プ

ラ
ザ
」
を
建

設

、
「
く
つ
の
ま
ち
長

田

」
の
情

報

発

信

拠

点

と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
等

を
行

い
、
靴

で
ま
ち
の
賑

わ

い
を
取

り
戻

そ
う
と
努

め
て
い
る
。
館

内

に
は
「
ア
ジ
ア
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
も
設

け
ら
れ
、
区

内

に
多

く
住

む
ア
ジ
ア
出

身

の

人

々
の
憩

い
の
場

と
な
っ
て
い
る
。
◆ 

          

Ｊ Ｒ 新 長 田 駅 に あ る  

寅 さ ん 地 蔵  

シ ュ ー ズ プ ラ ザ  
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こ
の
ほ
か
、
す
べ
て
の
人

に
優

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指

し

て
、
平

成

十

三

（
二

〇
〇
一

）
年

に
地

域

・
企

業

・
行

政

が

参

加

し
て
「
長

田

区

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
研

究

会

」
が
設

立

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開

発

事

業

や
研

究

な
ど
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
◆ 

             

ま
た
、
平

成

十

一

（
一

九

九

九

）
年

に
丸

山

地

区

に
完

成

し
た
神

戸

市

総

合

療

育

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障

害

に
よ
る
相

談

や
医

師

に
よ
る
診

察

、
専

門

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
個

々
に
対

応

し
た
訓

練

等

が
行

わ
れ
て
い
る
。
◆ 

              

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン フ ェ ア  

総 合 療 育 セ ン タ ー  
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平

成

十

二

（
二

〇
〇
〇
）
年

「
神

戸

２
１
世

紀

復

興

記

念

事

業

・
長

田

区

民

の
会

」
が
発

足

し
、
翌

十

三

（
二

〇

〇
一

）
年

に
区

内

で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
た
。
平

成

十

六

（
二

〇
〇
四

）
年

に
は
第

一

回

「
長

田

区

区

民

文

化

祭

」
が
開

催

さ
れ
て
い
る
。
◆ 

             

                  

長 田 区 区 民 文 化 祭 で の カ ル タ 大 会  

区 民 か ら 詩 句 を 募 集 し て 作 成 さ れ た 長 田 カ ル タ  
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刻

ん
だ
焼

き
そ
ば
に
冷

や
ご
飯

を
混

ぜ
こ
ん
で
作

る
「
そ

ば
め
し
」
発

祥

の
地

で
あ
り
、
お
好

み
焼

き
店

舗

の
密

集

度

と
し
て
は
全

国

一

を
誇

る
長

田

は
、
通

称

「
こ
な
も
ん
の
ま

ち
」
と
呼

ば
れ
、
近

年

で
は
そ
れ
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
が
数

多

く
行

わ
れ
て
い
る
。 

 

平

成

一

七

（
二

〇
〇
五

）
年

五

月

一

日

に
区

制

六

〇

周

年

を
迎

え
る
長

田

区

は
、
多

く
の
区

民

の
「
わ
が
ま
ち
」

へ
の
情

熱

に
支

え
ら
れ
、
今

後

ま
す
ま
す
発

展

し
て
い
く
こ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
で
あ
ろ
う
。 

         

                

そ ば め し  

お 好 み Ｍ Ａ Ｐ  

（ 神 戸 な が た テ ィ・エ ム・オ ー 製 作 ） 
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長田区の年表（明治～現代） 

1868 慶応 3. 1 兵庫開港 

1873 明治 6. 8 真野小学校創立（区内で最初） 

1887 明治20.11 真陽小学校創立 

1888 明治21.11 山陽鉄道（国鉄）、兵庫～明石間開通 

1889 明治22. 2 ８村合併して林田村となる 

明治22. 9 山陽鉄道（国鉄）、兵庫～神戸間開通 

1890 明治23. 7 山陽鉄道（国鉄）、和田岬線開通 

1895 明治28 東尻池に鐘紡兵庫工場設立 

1896 明治29. 4 八部郡林田村、湊村、池田村を神戸市へ編入 

明治29. 4 神戸市、市内に林田区の他５区を設ける 

1898 明治31. 5 苅藻島埋立工事完成(明治29.8工事着手) 

1899 明治32.12 兵庫運河竣工(明治29.1工事着手) 

1901 明治34. 7 湊川付替工事完成し、通水式を実施 

1905 明治38 区内マッチ工場全盛 

1906 明治39. 5 東尻池村に川崎造船所「運河分工場」新設、区内鉄

工発展の始まり 

明治39 製粉工場（増田製粉所）が梅ヶ香に設立 

1907 明治40.10 新湊川以東の市街地基盤が出来上がる 

1908 明治41. 2 区内最初の製糖工場（神戸製糖株式会社）東尻池

の運河沿いに設立 

明治41 尻池村に外国資本による最初のゴム工場建設 

1910 明治43. 3 兵庫電気軌道（山陽電鉄）兵庫～須磨間開通、長

田駅・西代駅開業 

1911 明治44 神戸電気鉄道株式会社電燈電力を兼営する。 

1914 大正 3. 8 西部耕地整理組合設立(大正5年ほぼ完成） 

大正 3 神戸のマッチ工業最盛期 
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1915 大正 4. 7 長田西部耕地整理組合設立(大正7年ほぼ完成) 

1916 大正 5.10 新湊川以西の市街地基盤出来上がる 

1917 大正 6. 4 兵庫電気軌道（山陽電鉄）兵庫～明石間全通 

1918 大正 7. 4 西代耕地整理組合設立(大正10年ほぼ完成) 

1919 大正 8.10 寺池、重池、蓮池を市営住宅地として埋立 

大正 8 この年をピークにマッチ工業衰退 

大正 8 戦前の神戸のゴム工業最盛期 

1922 大正11.11 長田公設市場開設 

1924 大正13. 1 長田神社炎上(昭和3.5再建） 

1925 大正14. 7 林田、須磨青年連盟成立 

1927 昭和 2. 4 大橋公設市場開設 

昭和 2. 4 鷹取教会設立（カソリック） 

1928 昭和 3.11 神戸有馬電鉄（神戸電鉄）湊川～有馬間開通 

1931 昭和 6. 3 苅藻島埋立ならびに運河完工式 

昭和 6. 9 神戸市に区政施行、林田区誕生 

1932 昭和 7. 4 神戸市民運動場開場（西代市民運動場） 

1937 昭和12. 2 梅ケ香公会堂落成 

昭和12.11 丸山衝上断層が国の天然記念物に指定 

1938 昭和13. 7 阪神大水害 

1945 昭和20. 5 林田区は須磨区の一部を吸収し長田区と改称 

昭和20. 5 長田区役所消失、二葉国民学校へ移転。 

昭和20.11 長田区の人口112,992人、世帯数30,236世帯 

1949 昭和24. 3 日本ゴム工業会設立 

昭和24.11 長田区役所落成式 

1951 昭和26. 3 長田区社会福祉協議会設立 

昭和26. 8 長田区連合婦人会が誕生 

1952 昭和27. 4 長田地区保護司会発足 
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1953 昭和28. 4 阪神上水道引水トンネル完成、長田へ送水 

1954 昭和29. 4 国鉄新長田駅開設 

昭和29. 4 新長田駅開設記念ゴム製品展示会（駒ケ林中学） 

昭和29. 8 長田公民館開館式 

1956 昭和31.10 第11回国民体育大会が西代市民運動場で開催され

る(昭和27.2接収解除) 

1957 昭和32. 2 ケミカルシユーズ工業会創立総合（昭和34.7解散） 

昭和32. 4 長田市民病院開設（長田分院を昇格） 

昭和 32 山麓線（板宿～長田）貫通 

1959 昭和34. 1 駒ケ林の左義長、この年を最後として中止 

1959 昭和34. 6 長田区連合青年団結成 

1960 昭和35. 8 長田区役所新庁舎建築のため仮庁舎（神楽小）に移

転。 

1961 昭和36. 7 長田港の築造完成開港式 

1962 昭和37. 3 長田区総合庁舎落成式 

昭和37. 5 長田区老人クラブ連合会結成 

1963 昭和38. 1 ケミカルシューズ工業組合全国組織として発足 

1965 昭和40.10 長田区の人口がこの年ピークに。人口214,345人、

577,165世帯 

昭和40.11 市街地改造事業により神戸デパート完成 

1967 昭和42. 7 西代橋上駅営業開始（山陽電鉄） 

昭和42. 7 42年7月豪雨 

1968 昭和43. 2 西代跨線橋開通(昭和41.10着工) 

昭和43. 4 神戸高速鉄道開通（阪神・阪急・山陽・神戸電鉄相

互乗り入れ） 

昭和43. 4 山陽電鉄、兵庫～西代間営業廃止(長田駅廃止) 

昭和43. 7 阪神高速道路神戸１号線生田川～若宮間開通 
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昭和43.11 苅藻島清掃工場オープン 

1969 昭和44. 4 市立西市民病院完成 

昭和44. 5 苅藻プールオープン 

昭和44. 8 西神戸有料道路開通(昭和41.12着工) 

昭和44.11 山陽長田ビルディング新設営業開始 

1970 昭和45. 1 西市民病院開院 

昭和45 ケミカルシューズ生産量、この年ピーク 

1971 昭和46.11 区民ロビーオープン。 

1972 昭和47 県立スポーツ館オープン 

昭和47. 7 第１回クリーン作戦開始 

1973 昭和48 戦後のマッチ工業ピーク 

1974 昭和49. 2 丸山コミュニティセンターオープン 

昭和49. 2 神戸デパート火災 

昭和49. 3 長田港のカーフェリー須磨港へ移転 

昭和49. 3 長田区市民会議開催 

昭和49. 9 区民会議発足 

1977 昭和52. 3 神戸市営地下鉄、新長田～名谷間開通 

昭和52. 3 新長田駅前ビル（新長田勤労市民センター、ジョイプラ

ザ）オープン 

昭和52. 3 ながたの歴史発刊 

昭和52. 3 神戸高速鉄道西神線開通 

昭和52. 4 新長田駅前ビルオープン 

昭和52.10 新長田地下鉄ビルオープン 

1979 昭和54.10 ひよどりごえ森林公園完成 

1980 昭和55. 7 「真野まちづくり構想」を住民が提案（昭和55.11真野地

区まちづくり推進会発足) 

昭和55.10 丸山を住みたくなるまちにする会発足 
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1982 昭和57. 9 「丸山を住みたくなる町にする会」をまちづくり条例でまち

づくり協議会に認定 

昭和57.11 御菅地区各種団体連絡協議会が「まちづくり条例」に

基づくまちづくりを始める 

1983 昭和58. 3 ながたの民話発刊 

昭和58. 6 市営地下鉄山手線 新長田～大倉山開通 

1984 昭和59.10 長田区民市政懇談会開催 

昭和59.12 長田区の花が「サルビア」に決定 

昭和59.12 ユニバーシアード神戸大会ふれあい長田区民の会発

足 

1985 昭和60. 6 市営地下鉄 新神戸～三宮～学園都市間開通 

昭和60. 6 県立文化体育館オープン 

昭和60.10 新湊川公園ジョギングコース完成 

1986 昭和61. 3 長田神社参道がコミュニティ道路に 

1987 昭和62. 1 蓮池小学校で左義長開催 

昭和62.11 真陽小学校100周年記念式典 

昭和62.11 フェスピック神戸大会「長田区民の会」発足 

昭和62.11 長田公民館完成 

1988 昭和63. 3 長田箕谷線部分開通（山の街～泉橋） 

昭和63.12 サンドール長田北館がオープン 

1989 平成 1. 7 サルビアギャラリー開設 

平成 1. 8 サンドール長田南館オープン 

1990 平成 2. 3 長田消防署・警察署新庁舎完成 

平成 2. 5 神戸市防災福祉コミュニティセンター開館 

平成 2. 7 第１回真野まちづくりフェスティバル開催 

1991 平成 3. 1 駒ヶ林まちづくり協議会発足 

平成 3. 3 アーバンリゾートフェア神戸’９３「長田区民の会」発足 
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1992 平成 4. 7 「神戸市長田区社会福祉協議会」発足 

1993 平成 5. 2 第１回サロンコンサート開催 

平成 5. 5 駒ヶ林左義長祭 

平成 5.12 長田区総合庁舎移転 

1994 平成 6. 8 第１回長田たなばたまつり開催 

平成 6.12 長田区民まちづくり会議 第1回会議開催 

1995 平成 7. 1 阪神･淡路大震災 

平成 7. 3 阪神・淡路大震災犠牲者神戸市合同慰霊祭 

平成 7. 3 区内で8地域を神戸市震災復興緊急整備条例により

重点復興地域に指定 

平成 7. 6 山陽電鉄、西代～東須磨間地下営業開始 

平成 7.12 新長田図書館オープン 

1996 平成 8. 1 ＦＭわぃわぃ開局 

平成 8. 3 長田区マスタープラン策定 

平成 8.10 第１回「おもしろ音楽博物館」開催 

1998 平成10. 1 長田線供用開始 

平成10. 3 食遊館完成 

平成10. 4 ピフレホール完成 

平成10. 5 若松地区防災福祉コミュニティ発足 

平成10.12 真野地区防災福祉コミュニティ発足 

1999 平成11. 4 神戸市総合療育センターオープン 

長田中央市場オープン 

丸山地域福祉センターオープン 

平成11. 5 葉加瀬太郎コンサートとシンポジウム開催、「音楽のま

ち長田」スタート 

平成11.11 アスタくにづか1番館・2番館完成 

2000 平成12. 3 神戸21世紀・復興記念事業長田区民の会発足 
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平成12. 5 西市民病院完成 

平成12. 6 山下線が全線完成供用 

長田南部・西部副都心活性化構想を策定 

平成12. 7 シューズプラザ・アジアギャザリーオープン 

平成12. 9 重池防災福祉コミュニティ発足 

平成12.12 市営地下鉄「長田駅」に「長田神社前」呼称通過 

2001 平成13. 1 フレール・アスタ若松竣工 

平成13. 2 「故郷の家・神戸」完成 

平成13. 7 地下鉄海岸線開通(三宮花時計前～新長田駅) 

平成13. 9 第1回長田区ユニバーサルデザインフェア開催 

2002 平成14. 3 アスタくにづか1番館南棟完成 

平成14. 7 長田潮汲み夏祭り 

平成14. 8 住民基本台帳ネットワークシステム開始 

2003 平成15. 4 神戸長田コンベンション協議会設立 

平成15. 8 阪神高速神戸山手線一部開通、白川JCT～長田ラン

プ供用開始 

平成15.10 長田区の木が「ハナミズキ」に決定 

2004 平成16. 2 第１回長田区区民文化祭開催 

平成16.11 アスタプラザウェストオープン 
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長田区年表（産業関連） 

1840 天保11 駒ヶ林、兵庫の両村、魚の売買につき紛議 

1884 明治17. 9 兵庫と駒ヶ林及び脇浜の２漁業組合なる 

1902 明治35 神戸家畜市場東尻池村に開設 

1905 明治38. 4 駒ヶ林漁業組合魚類共同販売場を開く 

1922 大正11.11 長田公設市場開設 

1924 大正13.10 西代公設市場開場 

1927 昭和 2. 4 大橋公設市場開設 

林田公設食堂開設 

1928 昭和 3. 7 長田公設市場移転に決まる 

昭和 3.12 長田公設市場増築 

1934 昭和 9.11 長田工場で流線型バス車輌の製作開始 

1936 昭和11.11 阪神燃機争議おこる 

1949 昭和24. 3 日本ゴム工業会設立 

1951 昭和26.10 長田中央市場大半焼失 

1952 昭和27. 5 若松ゴム工場（菅原通）火災、死者7名、負傷6名 

1954 昭和29. 4 新長田駅開設記念ゴム製品展示会（駒ヶ林中学）

でビニールシューズ初登場 

1957 昭和32. 2 ケミカルシューズ工業会創立総会（34.7.1解散） 

1958 昭和33. 2 労働衛生相談室開く（中小企業関係者を対象、長

田保健所内） 

昭和33. 8 大正筋商店街、中小企業庁長官の表彰をうける 

1960 昭和35. 8 長田区ゴム工場街で32戸焼く 

昭和35.12 長田ゴム工場街や7会社・５民家焼く 

1961 昭和36. 1 神戸商工会議所中小企業相談所を開設 

まず長田支所を開所 

市立屠畜増改築地鎮祭（苅藻通7） 

昭和36. 7 長田港の築造完成開港式 

1963 昭和38. 1 ケミカルシューズ工業組合全国組織として発足 

昭和38. 7 大正筋六間道商店街のシャンデリア照明工事完成 

1964 昭和39. 1 神戸のゴム工業団体連合会結成 
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1965 

 

昭和40. 1 神戸市の共同ゴム工場建設計画決まる 

（神大工学部西代分校跡） 

昭和40. 3 日本ケミカルシューズ工業組合、ジェトロと共催してロ

ンドンで展示会を開く 

1966 昭和41. 4 長田公設市場で 18 店全焼 

1968 昭和43.11 苅藻島清掃工場オープン 

1972 昭和47. 3 第 4 次共同ゴム工場完成 

1974 昭和49. 2 神戸デパート火災 

1982 昭和57.11 長田地区再開発の事業計画決まる 

1987 昭和62. 2 長田神社前地区の再開発事業起工式 

昭和62. 7 大正筋商店街のイベント「大正博覧会」 

－なぜか大正－が第 3 回日本イベント大賞で審査員

特別賞受賞 

1988 昭和63.12 サンドール長田北館がオープン 

1989 平成 1. 8 サンドール長田南館がオープン 

1990 平成 2. 1 長田商店街 1 丁目東地区市街地再開発ビル起工

式 

1991 平成 3. 4 長田商店街アーケード完成 

1996 平成 8. 7 西部市場新館棟完成 

1997 平成 9.10 長田中央小売市場の再建（起工） 

1998 平成10. 3 食遊館完成 

1999 平成11. 4 長田中央市場オープン 

平成11.11 アスタくにづか 1 番館・2 番館完成 

シューズプラザ起工式 

2000 平成12. 7 シューズプラザ・アジアギャザリーオープン 

2001 平成13. 1 アスタパビリオンオープン 

2002 平成14. 3 アスタくにづか 1 番館南棟完成 

平成14. 7 全国リサイクル商店街サミット神戸大会 

うまいもんいちポット 

2003 平成15. 7 西神戸センター街 5 丁目アーケードお別れセレモニ

ー 

2004 平成16.11 アスタウエストに琉球ワールドオープン 
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七

．
長

田

（
神

戸

市

）
の
鉄

道

史 

七

‐
一

．
鉄

道

時

代

の
幕

開

け 
①
東

海

道

本

線 

 

江

戸

時

代

の
交

通

機

関

と
し
て
は
、
徒

歩

・
馬

・
駕

篭

な
ど
の
手

段

が
主

な
も
の
で
、
明

治

に
入

り
、
新

政

府

の
西

洋

文

化

の
積

極

的

な
取

り
入

れ
の
中

、
明

治

三(

一

八

七

〇)

年

六

月

に
三

宮

・
元

町

に
人

力

車

が
登

場

し
た
。
ま

た
、
文

明

開

化

の
象

徴

す
る
ガ
ス
燈

な
ど
元

町

周

辺

に
は

異

国

情

緒

あ
る
街

並

み
が
形

成

さ
れ
、
こ
の
頃

よ
り
、
富

国

強

兵

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
た
政

府

の
施

策

も
盛

ん
に

な
り
、
神

戸

に
お
い
て
も
鉄

道

敷

設

の
計

画

が
活

発

に
な
っ

て
き
た
。 

 

鉄

道

の
第

1

号

と
し
て
は
、
明

治

五(

一

八

七

二)
年

九

月

に
は
東

京

新

橋

～
横

浜

間

に
我

が
国

最

初

の
鉄

道

が

開

通

。
続

い
て
、
明

治

七

(

一

八

七

四

)

年

五

月

に
は
神

戸

～
大

阪

間

に
我

が
国

二

番

目

の
鉄

道

が
開

通

し
た
。

こ
の
所

要

時

間

は

1

時

間

一

〇
分

で
、
運

賃

は
上

等

1

円

・
中

等

七

〇
銭

・
下

等

四

〇
銭

（
当

時

の
警

察

官

の
給

料

五

円

）
。
そ
の
後

、
明

治

二

十

二

(

一

八

八

九

)

年

七

月

に
は
、
東

海

道

本

線

新

橋

～
神

戸

間

（
約

六

〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
全

線

開

通

。
主

要

都

市

（
東

京

・
横

浜

・
名

古

屋

・
京

都

・
大

阪

・
神

戸

）
を
連

絡

す
る
重

要

幹

線

と
し
て

位

置

づ
け
ら
れ
た
。
◆ 

             

義 経 号 （ 鷹 取 工 場 ）  
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②
山

陽

本

線 

明

治

十

九(

一

八

八

六)

年

十

二

月

藤

田

伝

三

郎

、

村

野

山

人

氏

ら
を
中

心

と
し
た
有

志

が
、
神

戸

～
下

関

間

鉄

道

敷

設

を
目

的

と
す
る
山

陽

鉄

道

を
設

立

。
明

治

二

十

一(

一

八

八

八)

年

一

月

四

日

付

私

設

鉄

道

条

例

施

行

後

の
第

1
号

と
し
て
許

可

さ
れ
る
。 

明

治

二

十

一(

一

八

八

八)

年

六

月

1

日

に
工

事

着

手

し
、
明

治

二

十

一(

一

八

八

八)

年

十

一

月

一

日

に
は

兵

庫

～
明

石

間

、
翌

月

十

二

月

二

十

三

日

に
は
明

石

～
姫

路

間

、
翌

年

九

月

一

日

に
は
神

戸

～
兵

庫

間

が
開

通

し
て
神

戸

駅

を
拠

点

に
官

営

鉄

道

と
私

営

鉄

道

が
連

絡

。
そ
の
後

、
明

治

三

十

四

（
一

九

〇
一

）
年

五

月

ニ
十

七

日

に
は
、
山

陽

本

線

神

戸

～
下

関

間

全

線

開

通

。
主

要

都

市

（
神

戸

・
岡

山

・
広

島

・
下

関

）
を
連

絡

す
る
重

要

幹

線

と
し
て
整

備

。
最

急

行

列

車

は
全

線

を
一

二

時

間

余

り
で
連

絡

。 

明

治

三

十

九(

一

九

〇
六)

年

三

月

三

十

一

日

鉄

道

国

有

法

が
公

布

さ
れ
同

年

十

二

月

山

陽

鉄

道

は
官

営

鉄

道

山

陽

本

線

と
な
る
。
◆ 

                  

西 代 踏 切 （ 昭 和 ３ ６ 年 頃 ）  
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③
民

鉄 

 
兵

庫

県

下

に
お
け
る
民

営

鉄

道

は
、
明

治

三

十

八

（
一

九

〇
五

）
年

四

月

阪

神

電

鉄

神

戸

～
大

阪

間

が
最

初

。 

 

明

治

四

十

三(

一

九

一

〇)

年

三

月

に
は
箕

面

有

馬

電

軌

（
現

阪

急

電

鉄

）
梅

田

～
宝

塚

間

、
同

年

三

月

兵

庫

電

気

軌

道

（
現

山

陽

電

鉄

）
兵

庫

～
須

磨

間

の
開

通

に

伴

い
、
林

田

村

に
「
長

田

駅

」
、
須

磨

村

に
「
西

代

駅

」
が

そ
れ
ぞ
れ
開

業

し
た
。 

 

昭

和

三(

一

九

二

八)

年

十

一

月

二

十

八

日

神

戸

有

馬

電

気

鉄

道

（
現

神

戸

電

鉄

）
湊

川

～
有

馬

温

泉

間

が

開

通

し
、
「
長

田

駅

」
「
丸

山

駅

」
が
そ
れ
ぞ
れ
開

業

。 

 

戦

前

か
ら
発

達

し
て
い
た
私

鉄

各

社

を
、
戦

後

の
神

戸

復

興

の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
分

断

さ
れ
て
い
た
起

点

を
一

つ
に

結

合

す
る
こ
と
を
目

的

に
、
昭

和

三

十

三

(

一

九

五

八
)

年

十

月

二

日

神

戸

高

速

鉄

道

株

式

会

社

設

立

。
会

社

設

立

か
ら
約

一

〇
年

の
歳

月

を
か
け
て
、
阪

神

・
阪

急

・

神

戸

・
山

陽

の
私

鉄

四

社

が
昭

和

四

十

三

（
一

九

六

八

）
年

四

月

七

日

相

互

乗

り
入

れ
開

始

。
長

田

区

内

に

は
「
高

速

長

田

駅

」
開

業

し
「
西

代

駅

」
で
高

架

に
戻

る
。

世

界

で
も
珍

し
い
電

車

を
持

た
な
い
鉄

道

と
し
て
誕

生

し

た
。
総

路

線

八

．
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
総

事

業

費

一

六

〇

億

円

。
当

時

の
原

口

市

長

は
、
市

電

の
減

収

よ
り
も
神

戸

市

民

の
利

便

性

を
優

先

に
百

年

の
大

計

を
鑑

み
着

手

。

◆ 

            

高 速 鉄 道 開 通 祝 賀 電 車  

（ 昭 和 ４ ３ 年 ）  
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④
市

電 

 
 

明

治

四

十

三(

一

九

一

〇)

年

四

月

五

日

神

戸

初

の

市

街

電

車

が
登

場

。
神

戸

電

気

鉄

道

（
春

日

野

～
兵

庫

駅

前

五

．
八

五

七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
開

通

。
開

業

当

時

は
一

九

カ
所

の
停

留

所

を
設

け
、
乗

車

賃

1

区

二

銭

、
通

行

税

一

銭

を
加

え
た
三

銭

で
ス
タ
ー
ト
。
開

業

半

年

を
経

た

乗

客

数

は
一

日

平

均

三

万

二

二

七

七

人

に
達

し
た
。 

神

戸

の
市

電

は
、
明

治

期

に
お
い
て
は
神

戸

・
兵

庫

の

中

心

地

を
重

点

的

に
行

わ
れ
て
い
た
。
林

田

区

内

の
市

電

開

通

は
、
大

正

十

一(

一

九

二

一)
年

一

月

の
上

沢

・
山

手

線

（
上

沢

七

丁

目

～
五

番

町

二

丁

目

）
か
ら
始

ま
る
。

そ
れ
以

降

、
長

田

交

差

点

、
東

尻

池

交

差

点

な
ど
の
交

通

の
要

所

を
つ
な
ぐ
市

電

が
整

備

さ
れ
て
い
き
、
区

民

の
足

と
し
て
発

展

。
昭

和

十

年

代

に
は
、
ほ
ぼ
林

田

区

の
市

電

交

通

基

盤

が
完

成

す
る
。 

 

昭

和

三

十

年

代

に
入

る
と
、
高

度

経

済

社

会

の
発

展

に
伴

う
自

動

車

交

通

の
需

要

に
影

響

さ
れ
、
市

電

へ
の
乗

客

数

が
減

少

し
、
長

田

区

に
お
い
て
は
、
昭

和

四

十

四

(

一

九

六

九)

年

三

月

松

原

線

（
東

尻

池

二

～
中

之

島

）

の
廃

止

を
皮

切

り
に
、
昭

和

四

十

六(

一

九

七

一)

年

三

月

全

て
の
市

電

が
廃

止

さ
れ
た
。
◆ 

               

東 尻 池 付 近 を 走 る 市 電  
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⑤
神

戸

市

営

地

下

鉄 

 
神

戸

の
西

の
副

都

心

「
新

長

田

」
と
須

磨

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

中

心

「
名

谷

」
を
結

ん
で
、
神

戸

市

営

地

下

鉄

西

神

線

（
五

．
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
着

工

以

来

四

年

四

ヶ
月

の
歳

月

を
か
け
て
新

長

田

～
名

谷

間

が
昭

和

五

十

二

（
一

九

七

七

）
年

三

月

十

三

日

開

業

、
総

事

業

費

六

二

五

億

円

。
総

事

業

費

五

七

五

億

円

、
全

国

で
も
東

京

、
横

浜

、

名

古

屋(

昭

和

三

十

二

（
一

九

五

七

）
年

十

一

月

十

五

日

)

、
大

阪

（
昭

和

三

十

九

（
一

九

六

四

）
年

）
、
札

幌

(

昭

和

四

十

六

（
一

九

七

一

）
年

十

二

月

)

に
次

い
で
六

番

目

に
開

通

し
た
。 

 
 

同

線

は
、
須

磨

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
足

を
確

保

す
る
た
め
、

六

甲

山

系

を
貫

く
ト
ン
ネ
ル
を
有

し
た
全

国

で
も
珍

し
い

山

岳

地

下

鉄

で
、
当

時

と
し
て
は
、
最

新

式

の
自

動

列

車

制

御

装

置(

Ａ
Ｔ
Ｃ)

、
集

中

列

車

制

御

装

置(

Ｃ
Ｔ
Ｃ)

な

ど
備

え
て
い
た
。
長

田

区

内

の
路

線

は
、
新

長

田

～
長

田

駅

間

の
新

湊

川

周

辺

か
ら
村

野

工

業

高

校

を
通

過

し
て

長

田

駅

に
至

る
区

間

で
、
Ｒ-

三

七

〇
メ
ー
ト
ル
、
Ｒ-

六

〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
Ｒ-

二

六

〇
メ
ー
ト
ル
の
複

心

曲

線

及

び

Ｒ-

一

六

五

メ
ー
ト
ル
の
急

曲

線

と
な
っ
て
い
る
鉄

筋

コ
ン
ク

リ
ー
ト
函

型

構

造

で
、
縦

断

線

形

は
新

長

田

駅

か
ら
長

田

駅

に
か
け
て
は
下

り
勾

配

の
二

六

パ
ー
ミ
リ
と
な
っ
て
い

る
。 

 
 

同

地

下

鉄

の
建

設

は
、
昭

和

五

十

八

(

一

九

八

三

)

年

六

月

十

七

日

に
新

長

田

～
大

倉

山(

四

．
三

キ
ロ
メ
ー

ト
ル)

と
名

谷

～
学

園

都

市

間(

三

．
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

を
、

昭

和

六

十(

一

九

八

五)

年

六

月

に
大

倉

山

～
新

神

戸

間

を
順

次

開

業

し
、
最

終

昭

和

六

十

二

(

一

九

八

七

)

年

三

月

十

八

日

に
新

神

戸

～
西

神

中

央

間(

二

二

．
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

を
全

線

開

通

。
総

事

業

費

二

五

〇
八

億

円

。 

 

阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
は
、
特

に
新

長

田

駅

等

開

削

ト

ン
ネ
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱

が
被

災

し
た
ほ
か
、
路

線

の
側

壁

・
床

版

に
ク
ラ
ッ
ク
が
発

生

し
た
。
新

長

田

駅

ビ
ル
に
は
、

柱

・
梁

・
壁

に
せ
ん
だ
ん
破

壊

が
見

ら
れ
、
ま
た
、
長

田

駅

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
は
支

柱

損

傷

が
見

ら
れ
た
。 
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地 下 鉄 海 岸 線 開 業  

 

ま
ず
、
最

初

の
復

旧

は
、
平

成

七

（
一

九

九

五

）
年

一

月

十

八

日

板

宿

～
西

神

中

央

駅

で
、
二

月

十

六

日

市

営

地

下

鉄

全

線

運

行

開

始

時

に
は
、
新

長

田

駅

・
上

沢

駅

・
三

宮

駅

は
通

過

駅

で
、
三

月

三

十

一

日

を
も
っ
て
全

駅

営

業

再

開

の
運

び
と
な
っ
た
。 

 
 

地

下

鉄

海

岸

線

は
、
中

央

・
兵

庫

・
長

田

区

の
臨

海

部

の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
現

象

を
食

い
止

め
る
目

的

で
、
活

性

化

に
向

け
た
先

導

的

な
役

割

を
果

た
す
事

業

と
し
て
整

備

さ
れ
、
平

成

十

三

（
二

〇
〇
一

）
年

七

月

七

日

に
延

長

八

．
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
新

長

田

～
三

宮

間

が
開

通

し
た
。

こ
の
た
め
、
新

長

田

駅

と
三

宮

・
花

時

計

前

間

の
所

要

時

間

は
約

一

五

分

と
な
り
、
新

長

田

駅

南

地

区

周

辺

住

民

の
三

宮

へ
の
通

行

路

線

と
な
っ
た
。
海

岸

線

で
は
、
中

量

規

模

の
鉄

輪

式

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
駆

動

地

下

鉄

（
リ
ニ
ア
メ
ト

ロ
）
を
採

用

し
、
ト
ン
ネ
ル
断

面

も
従

来

型

の
地

下

鉄

よ
り

小

さ
く
、
建

設

費

の
低

廉

化

を
図

っ
て
い
る
。 

 
 

新

長

田

駅

で
は
再

開

発

ビ
ル
「
ピ
フ
レ
新

長

田

」
と
駒

ヶ
林

駅

で
は
二

葉

町

五

丁

目

再

開

発

ビ
ル
と
の
合

築

が

積

極

的

に
進

め
ら
れ
、
共

に
都

市

計

画

道

路

五

位

ノ
池

線

の
道

路

下

に
あ
り
、
民

地

に
抵

触

す
る
こ
と
を
極

力

避

け
る
た
め
、
市

地

下

鉄

工

事

で
は
初

め
て
の
「
複

円

形

シ
ー

ル
ド
ト
ン
ネ
ル
」
工

法

を
採

用

し
、
工

事

の
施

工

を
行

っ
た
。

◆ 

 

阪

神

・
淡

路

大

震

災

に
よ
る
影

響

と
し

て
、
着

工

間

も
な
い

海

岸

線

工

事

を

中

断

す

る
な

ど
の

影

響

を

受

け
、
耐

震

設

計

を
一

か
ら

や

り

直

し

た
。 
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昭 和 ４ ９ 年 頃  

七

‐
二

．
長

田

区

の
鉄

道

駅 

①
Ｊ
Ｒ
西

日

本 

 

新

長

田

駅

（
昭

和

二

十

九

（
一

九

五

四

）
年

四

月

開

業

） 

新

長

田

駅

周

辺

は
、
大

正

筋

・
六

間

道

を
は
じ
め
と
す

◆
る
商

店

街

と

ゴ
ム
工

場

が
多

く
あ
り
、
従

来

か

ら

交

通

機

関

誘

致

の
声

が
高

ま
っ
て
い
た
。

昭

和

二

十

九

（
一

九

五

四

）

年

四

月

、
地

元

の
強

力

な

運

動

の
結

果

、

新

長

田

駅

は

請

願

駅

と
し
て

実

現

し
、
こ
の
駅

の
開

設

に
よ
っ
て
、
新

長

田

は
、
神

戸

の

鉄

道

交

通

の
中

心

と
し
て
発

達

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 ②
神

戸

高

速

鉄

道 

 

高

速

長

田

駅

（
昭

和

四

十

三

（
一

九

六

八

）
年 

四

月

七

日

開

業

） 

 

神

戸

市

内

を
走

る
民

鉄

と
し
て
、
①
阪

神

電

車

は
元

町

駅

ま
で
、
②
阪

急

電

車

は
三

宮

駅

ま
で
、
③
山

陽

電

車

は
兵

庫

駅

ま
で
、
④
神

戸

電

鉄

は
湊

川

駅

ま
で
乗

り

入

れ
て
い
た
東

西

私

鉄

の
相

互

接

続

を
目

的

に
、
各

種

交

通

機

関

の
起

点

駅

統

合

に
よ
る
神

戸

市

民

の
利

便

性

と
今

後

の
神

戸

の
発

展

の
た
め
、
昭

和

三

十

三

（
一

九

五

八

）
年

十

月

二

日

に
神

戸

高

速

鉄

道

が
設

立

さ
れ
た
。

高

速

長

田

駅

は
、
山

陽

電

車

の
接

続

工

区

と
し
て
延

長

四

．
五

五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
多

聞

通

～
新

開

地

～
長

田

を

連

絡

す

る
地

下

式

駅

と
し
て
昭

和

四

十

三

（
一

九

六

八

）
年

四

月

七

日

に
誕

生

し
た
。 
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昭 和 ４ ２ 年 頃 （ 上 下 と も ）  

③
山

陽

電

鉄 

 
長

田

駅

（
明

治

四

十

三

（
一

九

〇
五

）
年

三

月

十

五

日

開

業

、
昭

和

四

十

三

（
一

九

〇
五

）
年

四

月

六

日

廃

止

） 
 

 
 

 

新

湊

川

西

詰

め
の
長

田

神

社

参

道

前

に
開

設

し
、
大

正

十

一

（
一

九

二

三

）
年

四

月

市

電

上

沢

線

の
延

長

開

通

に
際

し
、
市

電

と

の
交

差

部

に

路

面

停

留

所

と
し
て
移

設

し

た
が
、
昭

和

十

九

（
一

九

四

四

）
年

末

新

湊

川

東

詰

め

に
島

式

ホ
ー
ム

の
新

駅

を

完

成

し

移

転

し

た

。
昭

和

四

十

三

（
一

九

六

八

）
年

四

月

六

日

兵

庫

～
西

代

間

の
営

業

廃

止

と
同

時

に
同

駅

も
廃

止

し
た
。 

 
 

西

代

駅

（
明

治

四

十

三

（
一

九

〇
五

）
年

三

月

十

五

日

開

業

） 

 

開

業

か
ら
宇

治

川

電

気

と
合

併

す
る
ま
で
現

西

代

東

、

西

踏

切

道

の
中

間

に
位

置

し
て
い
た
が
、
昭

和

三

（
一

九

二

八

）
年

八

月

上

り
ホ
ー
ム
を
東

踏

切

道

の
東

側

に
移

転

し
た
。
昭

和

二

十

三

（
一

九

四

八

）
年

大

型

車

両

使

用

に

よ
る
ホ
ー
ム
延

長

の
た
め
下

り

ホ
ー

ム
の
み
西

代

西

踏

切

道

の
西

側

に

移

設

し
た
。
次

い
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で
昭

和

四

十

二

（
一

九

六

七

）
年

七

月

一

日

都

心

乗

り

入

れ
の
た
め
、
西

代

東

踏

切

道

の
東

側

に
六

連

用

の
上

下

対

面

ホ
ー
ム
を
有

す
る
立

体

橋

上

駅

を
完

成

、
昭

和

四

十

三

（
一

九

六

八

）
年

四

月

七

日

の
神

戸

高

速

鉄

道

開

業

の
日

か
ら
同

社

線

の
起

点

駅

と
な
っ
た
。 

④
神

戸

電

鉄 

 

長

田

駅

・
丸

山

駅

（
昭

和

三

（
一

九

二

八

）
年

十

一

月

二

十

八

日

開

業

） 

 

古

く
か
ら
温

泉

町

と
し
て
栄

え
て
い
た
有

馬

温

泉

と
神

戸

湊

川

を
結

ん
だ
鉄

道

と
し
て
、
大

正

十

五

(

一

九

二

六)

年

三

月

二

十

七

日

神

戸

有

馬

電

気

鉄

道

株

式

会

社

設

立

か
ら
約

二

年

八

ヶ
月

を
要

し
、
昭

和

三
(

一

九

二

八

)

年

十

一

月

二

十

八

日

に
有

馬

線

湊

川

～
有

馬

温

泉

が
開

通

し
た
。
長

田

駅

は
、
現

在

の
長

田

区

長

田

天

神

町

二

丁

目

一

〇
‐
一

に
、
丸

山

駅

は
長

田

区

滝

谷

町

三

丁

目

九

‐
二

に
開

設

さ
れ
、
標

高

七

〇
メ
ー
ト
ル
～

九

五

メ
ー
ト
ル
の
山

間

に
設

置

さ
れ
た
神

戸

市

街

の
玄

関

口

駅

と
し
て
誕

生

し
た
。
◆ 

                  

昭 和 ４ ３ 年 頃 （ 上 ） と  

現 在（ 左 ）の 神 鉄 長 田 駅  
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丸 山 駅 （ 上 ） と 丸 山 付 近 を 走 る 電 車 （ 下 ）  



 - 94 - 

⑤
市

営

地

下

鉄

（
西

神

・
山

手

線

） 

 
長

田

駅

（
長

田

神

社

前

）
（
昭

和

五

十

八(

一

九

八

三)

年

六

月

十

七

日

開

業

） 

 

「
西

神

・
山

手

線

」
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
既

成

市

街

地

、

神

戸

の
中

心

で
あ
る
三

宮

と
国

土

交

通

軸

の
窓

口

と
な
っ

て
い
る
新

神

戸

駅

と
を
接

続

す
る
路

線

で
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

～
新

長

田

駅

（
西

の
副

都

心

）
～
三

宮

～
新

神

戸

と
順

次

路

線

延

長

を
行

っ
て
き
た
。
昭

和

五

十

二

(

一

九

七

七)

年

三

月

十

三

日

の
最

初

の
市

営

地

下

鉄

新

長

田

～

名

谷

間

が
開

通

し
て
か
ら
約

六

年

三

ヶ
月

後

の
昭

和

五

十

八(

一

九

八

三)

年

六

月

十

七

日

に
新

長

田

～
大

倉

山

間(

四

．
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

が
開

通

し
、
そ
れ
と
同

時

に

長

田

駅

が
開

業

し
た
。
長

田

駅

は
、
長

田

神

社

参

拝

の

最

寄

駅

で
も
あ
り
地

元

か
ら
長

田

駅

に
長

田

神

社

前

の

呼

称

追

加

要

望

が
出

さ
れ
、
平

成

十

一(

一

九

九

九)

年

十

二

月

一

日

に
「
長

田

駅

（
長

田

神

社

前

）
」
と
呼

称

追

加

し
た
。 

 

 

新

長

田

駅

（
昭

和

五

十

二(

一

九

七

七)

年

三

月

十

三

日

開

業

） 

 
 

神

戸

は
六

甲

山

系

と
瀬

戸

内

海

に
挟

ま
れ
た
狭

隘

な

地

域

の
た
め
、
新

た
な
人

口

定

着

地

の
開

発

と
し
て
須

磨

・
西

神

の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
形

成

が
必

須

で
あ
っ
た
。
そ
の
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
か
ら
既

成

市

街

地

へ
の
足

の
確

保

す
る
目

的

で
、

ま
ず
最

初

に
「
西

神

・
山

手

線

」
を
整

備

す
る
こ
と
に
な
り
、

昭

和

五

十

二(

一

九

七

七)

年

三

月

十

三

日

に
新

長

田

～
名

谷

間

(

五

．
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

が
開

通

し

、
新

長

田

駅

は
既

成

市

街

地

の

玄

関

口

（
西

の
副

都

心

の
中

心

駅

）
と
し

て
誕

生

し
た
。 

   

新 長 田 駅 南 口 （ タ ー ミ ナ ル 駅 ） 
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⑥
市

営

地

下

鉄

（
海

岸

線

） 

 
新

長

田

駅

（
平

成

十

三(

二

〇
〇
一)

年

七

月

七

日

開

業

） 

 

新

長

田

駅

は
、
Ｊ
Ｒ
新

長

田

駅

の
南

、
市

道

五

位

ノ
池

線

の
地

下

に
あ
り

、
駅

は
Ｊ
Ｒ
の
ほ
か
市

営

地

下

鉄

西

神

・
山

手

線

新

長

田

駅

、
商

業

施

設

の
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
、
平

成

九

年

に
開

業

し
た
再

開

発

ビ
ル
ピ
フ
レ
等

と
も
連

絡

す

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

と
し
て
設

置

さ
れ
た
。 

 

周

辺

地

域

は
、
神

戸

の
西

の
副

都

心

に
位

置

づ
け
ら
れ

た
市

街

地

で
あ
り
、
以

前

は
地

場

産

業

で
あ
る
ケ
ミ
カ
ル

シ
ュ
ー
ズ
産

業

等

で
活

気

を
呈

し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
産

業

の
変

革

に
伴

い
、
昔

の
活

力

が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
、

新

長

田

駅

の
デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
活

力

あ
る
ま
ち
の
再

生

」

と
し
て
開

業

し
た
。 

 

駒

ヶ
林

駅

（
平

成

十

三

(

二

〇
〇
一)

年

七

月

七

日

開

業

） 

 

駒

ヶ
林

は
古

く
か
ら
の
港

町

で
、
漁

港

と
し
て
も
栄

え
た

ま
ち
で
あ
る
。
そ
の
地

域

で
は
「
左

義

長

」
な
ど
の
ま
つ
り
と

と
も

に
千

年

の
歴

史

が
あ
り

、
駅

舎

デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ
を

「
漁

港

・
海

へ
の
道

・
・
」
と
し
て
開

業

し
た
。
◆ 

           
 

苅

藻

駅

（
平

成

十

三

(

二

〇
〇
一)

年

七

月

七

日

開

業

） 

 
 

苅

藻

駅

は
、
住

宅

と
工

場

が
混

在

す
る
下

町

で
、
デ
ザ

イ
ン
テ
ー
マ
は
「
新

下

町

・
公

園

通

り
」
と
し
て
開

業

し
た
。 

駒 ケ 林 駅（ 上 ）と 苅 藻 駅（ 下 ） 
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ひよどり
森林公園

高取山

丸山駅

長田駅

神戸電鉄

大
日
川

檜
川

苅
藻
川

新
湊
川

長田駅

神戸高速
市営地下鉄

新長田駅

鷹取駅

ＪＲ西日本
市営地下鉄

国道2号線

湊川ＩＣ

苅藻島

長田港

発掘遺跡

長田神社
境内遺跡

御船遺跡

五番町遺跡

三番町遺跡

御蔵遺跡
神楽遺跡

松野遺跡

二葉遺跡

長楽遺跡

中期古墳

後期古墳

念仏山古墳

大塚古墳群

池田古墳群

水ノ子古墳群

条里制（長地
形残存地域）

ひよどり
森林公園

高取山

丸山駅

長田駅

神戸電鉄

大
日
川

檜
川

苅
藻
川

新
湊
川

長田駅

神戸高速
市営地下鉄

新長田駅

鷹取駅

ＪＲ西日本
市営地下鉄

国道2号線

湊川ＩＣ

苅藻島

長田港

発掘遺跡

長田神社
境内遺跡

御船遺跡

五番町遺跡

三番町遺跡

御蔵遺跡
神楽遺跡

松野遺跡

二葉遺跡

長楽遺跡

中期古墳

後期古墳

念仏山古墳

大塚古墳群

池田古墳群

水ノ子古墳群

条里制（長地
形残存地域）

第

二

章 

長

田

区

内

の
遺

跡

・
史

跡 

 

一

． 
長

田

区

内

の
遺

跡

調

査

か
ら 

 

長

田

区

内

に
は
数

々
の
遺

跡

が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
苅

藻

川

と
妙

法

寺

川

の
二

つ
の
川

の
流

域

に
分

布

し
て
い
る
。
苅

藻

川

流

域

に
は
上

沢

遺

跡

、
五

番

町

遺

跡

、
三

番

町

遺 

            

跡

、
長

田

神

社

境

内

遺

跡

、
長

田

南

遺

跡

、
御

蔵

遺

跡

、

神

楽

遺

跡

、
御

船

遺

跡

、
水

笠

遺

跡

が
あ
り
、
妙

法

寺

川

流

域

に
は
松

野

遺

跡

、
二

葉

町

遺

跡

、
若

松

町

遺

跡

、

長

田

野

田

遺

跡

、
長

田

本

庄

町

遺

跡

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
遺

跡

の
時

代

や
遺

構

、
遺

物

に
つ
い
て
発

掘

調

査

の

報

告

書

を
も
と
に
考

え
て
み
よ
う
。 
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一

‐
一

．
上

沢

遺

跡 

 
兵

庫

区

か
ら
長

田

区

七

番

町

、
六

番

町

、
五

番

町

に

か
け
て
広

が
る
こ
の
遺

跡

は
、
多

く
が
上

沢

通

に
面

し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
こ
は
縄

文

時

代

晩

期

か
ら
弥

生

時

代

の
前

期

に
か
け

て
の
集

落

を
は
じ
め
、
古

墳

時

代

の
初

期

、
古

墳

時

代

中 

期

、
飛

鳥

時

代

、
平

安

時

代

か
ら
中

世

、
と
い
う
少

な
く

と
も
五

つ
の
異

な
る
時

代

の
集

落

が
、
地

下

に
何

層

に
も

重

な
り
合

っ
て
形

成

さ
れ
た
「
複

合

遺

跡

」
で
あ
る
。 

 

縄

文

時

代

か
ら
弥

生

時

代

に
か
け
て
の
遺

構

か
ら
は
縄

文

時

代

晩

期

の
突

帯

紋

土

器

と
弥

生

土

器

が
同

時

に

発

掘

さ
れ
た
。
ま
た
、
古

墳

時

代

中

期

以

降

の
遺

構

か
ら

は
須

恵

器

や
土

師

器

、
製

塩

土

器

の
ほ
か
、
鉄

製

品

や

滑

石

製

品

、
少

数

の
ガ
ラ
ス
小

玉

が
確

認

さ
れ
て
い
る
。

住

居

址

と
し
て
は
、
古

墳

時

代

中

期

に
放

棄

さ
れ
た
と
見

ら
れ
る
竪

穴

住

居

が
発

見

さ
れ
て
い
る
。 

  

◆ 

          

一-

二

．
五

番

町

遺

跡 

 

縄

文

時

代

後

期

前

半

の
遺

物

が
大

量

に
出

土

し
た

五

番

町

遺

跡

は
、
神

戸

市

内

で
は
貴

重

な
遺

構

で
あ
る
。

ま
た
、
古

墳

時

代

に
祭

祀

に
使

わ
れ
た
と
思

わ
れ
る
小

型

丸

底

壷

が
ま
と
ま
っ
て
出

土

し
た
ほ
か
、
奈

良

時

代

か
ら

平

安

時

代

に
か
け
て
の
掘

立

柱

建

物

や
中

世

や
近

世

の

遺

構

、
遺

物

も
確

認

さ
れ
て
い
る
。 

飛 鳥 ～ 平 安 時 代 の 遺 跡 分 布  

上 沢 遺 跡  

御 船 遺 跡  

御 蔵 遺 跡  
神 楽 遺 跡  

二 葉 町 遺 跡  

長 田 野 田 遺 跡  

三 番 町 遺 跡  
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一-

三

．
三

番

町

遺

跡 

 
三

番

町

遺

跡

で
は
、
古

墳

時

代

・
五

世

紀

前

半

ご
ろ
の

土

坑

の
ほ
か
、
中

世

の
溝

の
跡

も
見

つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が

現

在

の
街

路

と
ほ
ぼ
平

行

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古

代

条

里

制

の
地

割

が
少

な
く
と
も
中

世

ま
で
は
さ
か
の
ぼ
れ
る
こ
と

が
分

か
っ
た
。
こ
の
溝

の
跡

か
ら
は
牛

馬

の
足

跡

や
獣

骨

の

ほ
か
、
須

恵

器

や
土

師

器

も
出

土

し
て
い
る
。 

一

‐
四

．
長

田

神

社

境

内

遺

跡 

 

長

田

神

社

境

内

お
よ
び
そ
の
周

辺

か
ら
は
旧

石

器

の
ほ

か
、
縄

文

時

代

か
ら
中

世

に
い
た
る
集

落

が
確

認

さ
れ
た
。

宮

川

小

学

校

の
東

の
道

路

に
は
、
弥

生

時

代

後

期

か
ら

古

墳

時

代

に
か
け
て
、
竪

穴

住

居

が
密

集

し
て
い
た
。
ま

た
、
鎌

倉

時

代

の
多

数

の
掘

立

柱

建

物

や
井

戸

の
跡

か

ら
、
そ
の
時

代

に
は
規

模

の
大

き
な
集

落

が
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
こ
こ
で
出

土

し
た
縄

文

時

代

晩

期

終

末

か
ら
弥

生

時

代

前

期

の
「
後

頭

部

結

髪

土

偶

」

は
兵

庫

県

で
初

め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
弥

生

時

代

後

期

か

ら
終

末

期

の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
小

型

彷

製

鏡

は
、
内

側

に
波

形

の
模

様

が
入

っ
て
お
り
、
全

国

初

の
出

土

例

と
な
っ

た
。 

一

‐
五

．
長

田

南

遺

跡 

 

五

番

町

八

丁

目

付

近

の
長

田

南

遺

跡

は
、
縄

文

時

代

か
ら
中

世

に
か
け
て
の
複

合

遺

跡

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
弥

生

時

代

中

期

ご
ろ
の
遺

構

が
確

認

さ
れ
、
こ
の
近

隣

で
は

重

要

な
発

見

と
な
っ
た
。 

一

‐
六

．
御

蔵

遺

跡 

 

御

蔵

通

四

丁

目

か
ら
七

丁

目

に
か
け
て
の
、
東

西

七

五

〇
メ
ー
ト
ル
、
南

北

六

五

〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
規

模

の
御

蔵

遺

跡

で
は
、
縄

文

土

器

、
弥

生

土

器

の
ほ
か
、
弥

生

時

代

後

期

末

の
讃

岐

、
山

陰

、
吉

備

、
河

内

地

方

か
ら
搬

入

さ
れ
た
土

器

が
見

つ
か
っ
た
。
古

墳

時

代

は
洪

水

の
影

響

で

衰

退

し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
飛

鳥

時

代

に
は
倉

庫

を

含

む
掘

立

柱

建

物

、
奈

良

時

代

後

半

以

降

で
は
大

型

の

掘

形

を
も
つ
掘

立

柱

建

物

址

群

な
ど
の
ほ
か
、
墨

書

さ
れ

た
土

器

な
ど
が
発

見

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郡

衙

的

な
性

格

が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
平

安

時

代

前

半
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神 楽 遺 跡 か ら の 出 土 品  

（ 神 戸 市 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー ）

頃

ま
で
踏

襲

さ
れ
た
が
、
末

期

の
出

土

品

の
掘

立

柱

建

物

や
井

戸

・
木

棺

墓

群

な
ど
に
は
中

世

的

な
農

村

集

落

の

様

相

が
見

受

け
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
頃

の
溝

の
方

向

は
、

市

街

地

化

さ
れ
る
以

前

の
条

理

割

り
の
方

向

と
ほ
ぼ
一

致

し
て
お
り
、
奈

良

・
平

安

期

の
建

物

の
方

向

と
は
ま
っ
た

く
異

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
条

理

の
施

工

は
十

一

世

紀

頃

と
想

定

さ
れ
て
い
る
。 

一

‐
七

．
神

楽

遺

跡 

 

弥

生

時

代

か
ら
中

世

に
か
け
て
の
複

合

遺

跡

で
あ
る
神

楽

遺

跡

か
ら
は
、
弥

生

時

代

前

期

の
土

器

が
ま
と
ま
っ
て
出

土

し
た
ほ
か
、
弥

生

時

代

の
河

道

、
古

墳

時

代

の
竪

穴

住

居

や
井

戸

、
平

安

時

代

の
掘

立

柱

建

物

群

な
ど
も
見

つ
か

っ
た
。
遺

跡

内

に
は
室

町

時

代

か
ら
鎌

倉

時

代

以

前

に
は

低

沼

沢

地

で
、
中

世

に
よ
う
や
く
陸

地

化

さ
れ
、
中

近

世

以

降

に
水

田

や
畦

が
造

ら
れ
て
耕

地

化

さ
れ
た
と
考

え
ら

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

一

‐
八

．
御

船

遺

跡 

 

神

楽

遺

跡

の
北

側

に
隣

接

し
て
い
る
御

船

遺

跡

で
は
、

弥

生

時

代

後

期

か
ら
中

世

に
か
け
て
の
遺

構

が
見

つ
か
っ

た
。
弥

生

時

代

に
水

田

だ
っ
た
所

が
、
そ
の
後

、
度

重

な
る

洪

水

等

に
よ
っ
て
土

砂

が
た
ま
り
、
集

落

が
で
き
る
よ
う
な

土

地

と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
鎌

倉

時

代

の
井

戸

は
、

湧

水

が
豊

富

な
場

所

を
選

ん
で
掘

ら
れ
て
い
た
。 

一

‐
九

．
水

笠

遺

跡 

水

笠

遺

跡

か
ら
は
、
縄

文

時

代

晩

期

か
ら
弥

生

時

代

前

期

の
土

器

や
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
か
け
ら
の
ほ
か
、
弥

生

時

代

の
柱

穴

、
中

世

ご
ろ
と
推

定

さ
れ
る
井

戸

が
発

見

さ
れ
た
。

ま
た
、
平

安

前

期

の
緑

釉

陶

器

と
考

え
ら
れ
る
皿

一

点

や

川

原

の
破

片

等

か
ら
、
近

隣

に
一

般

と
異

な
る
特

殊

な

正

確

の
建

物

が
あ
っ
た
の
で
は
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。 
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松 野 遺 跡 か ら の 出 土 品  

（ 神 戸 市 埋 蔵 文 化 セ ン タ ー ）  

一

‐
十

．
松

野

遺

跡 

 
神

戸

市

営

松

野

住

宅

一

帯

の
調

査

で
は
、
周

囲

を
掘

立

柱

塀

と
溝

で
区

画

さ
れ
た
古

墳

時

代

後

期

前

半

の
豪

族

居

館

や
そ
れ
と
同

時

期

の
集

落

が
確

認

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
居

館

と
、

そ
の
南

東

側

に

あ
っ
た
集

落

に

は
若

干

の
高

低

差

が
あ
り
、

一

段

高

い
位

置

に
あ
っ
た
居

館

か
ら
集

落

側

を
見

下

ろ

す
よ
う
な
形

と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
豪

族

居

館

の
高

床

建

築

の
形

式

は
、
穀

物

収

納

庫

で
な
く
、
伊

勢

神

宮

本

殿

の
祖

形

と
も
言

え

る
よ
う
な
、
神

殿

的

な
性

格

を
持

つ
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
て

い
る
。
集

落

か
ら
は
、
多

数

の
滑

石

製

品

や
、
玉

製

作

の

工

程

を
示

す
も
の
も
見

つ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
赤

色

系

の
土

師

器

や
須

恵

器

も
多

数

出

土

し
、
こ
の
付

近

に
は
相

当

大

き
な
集

落

が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
平

安

時

代

後

期

か
ら
鎌

倉

時

代

前

半

の
掘

立

柱

建

物

や
土

坑

、

木

棺

墓

も
見

つ
か
っ
て
い
る
。 

一

‐
十

一

．
二

葉

町

遺

跡 

 

二

葉

町

遺

跡

で
は
、
鎌

倉

時

代

の
船

の
一

部

が
発

見

さ

れ
た
。
こ
の
船

は
「
三

材

構

造

」
と
呼

ば
れ
る
製

法

で
造

ら

れ
て
お
り
、
絵

図

以

外

で
船

の
構

造

が
明

ら
か
に
な
っ
た
全

国

初

の
出

土

例

で
あ
っ
た
。
平

安

時

代

末

か
ら
鎌

倉

時

代

に
か
け
て
の
掘

立

柱

建

物

や
土

坑

、
井

戸

、
木

棺

墓

が

見

つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
井

戸

枠

は
船

材

が
転

用

さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地

で
作

ら
れ
た
土

師

器

の
ほ
か
、

東

播

系

の
須

恵

器

、
和

泉

産

の
瓦

器

、
貿

易

で
得

た
白

磁

、
青

磁

な
ど
が
出

土

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
土

地

で

の
生

産

力

を
基

盤

に
、
集

落

外

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
物

品

が

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
様

子

が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。 
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二 葉 町 遺 跡 で 発 掘 さ れ た 近 世 の 井 戸  

（ 二 葉 町 遺 跡 発 掘 調 査 書 よ り ）  

 

◆ 

                 

一

‐
十

二

．
若

松

町

遺

跡 

 

弥

生

時

代

後

期

か
ら
古

墳

時

代

前

期

に
か
け
て
の
掘

立

柱

建

物

跡

な
ど
が
見

つ
か
っ
た
若

松

町

遺

跡

で
は
、
集

落

の
ほ
か
、
畑

や
水

田

な
ど
の
生

産

跡

も
調

査

さ
れ
て
い

る
。 

一

‐
十

三

．
長

田

野

田

遺

跡 

 

長

田

野

田

遺

跡

は
、
建

物

跡

や
柱

列

の
特

徴

か
ら
、
奈

良

時

代

の
公

共

的

な
建

物

の
一

部

と
考

え
ら
れ
て
い
る
。 

 

一

‐
十

四

．
長

田

本

庄

町

遺

跡 

 

長

田

本

庄

町

遺

跡

で
は
、
古

墳

時

代

の
も
の
と
思

わ
れ

る
土

師

器

片

の
ほ
か
、
同

時

代

の
溝

や
池

の
跡

の
よ
う
な

遺

構

な
ど
が
検

出

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
柱

穴

の
う
ち
の
二

基

は
中

世

の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。 
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二

．
長

田

区

内

の
史

跡 
二

‐
一

．
海

泉

寺

（
か
い
せ
ん
じ
） 

 

：
駒

ケ
林

三

丁

目 

 

鎌

倉

時

代

に
創

建

さ
れ
、
明

治

時

代

に
現

在

地

に
移

っ
て
き
た
。
現

在

の
本

堂

は
、
大

正

時

代

の
改

築

の
際

に
、

近

く
に
あ
っ
た

阿

弥

陀

堂

の

木

材

を
利

用

し
た
物

で
あ
る
。

こ
の
堂

に
ま
つ

ら
れ
て
い
た
阿

弥

陀

三

尊

仏

（
鎌

倉

時

代

の

作

・
市

指

定

文

化

財

）
を
本

尊

と
し
て
い
る
。 

 

日

本

人

初

の

ノ
ー
ベ
ル
賞

受

賞

者

・
湯

川

秀

樹

博

士

と
生

前

深

く
交

友

し
、
「
全

人

責

の
幸

福

を
祈

る
鐘

」
な
ど
湯

川

氏

に
ま
つ
わ
る
も
の
や
、

江

戸

時

代

に
こ
の
地

を
治

め
て
い
た
尼

崎

藩

主

・
青

山

幸

利

公

の
報

謝

碑

な
ど
が
あ
る
。 

二

‐
二

．
苅

藻

川

（
か
る
も
が
わ
） 

 

古

く
か
ら
の
名

称

で
、
『
平

家

物

語

』
や
『
増

鏡

』
に
そ
の

名

を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
鵯

越

方

面

の
水

を
集

め
た
桧

川

と

美

の
谷

川

が

明

泉

寺

の
坂

下

で

合

流

し
、
海

へ
と
流

れ
て
い
く
の
だ
が
、
長

田

神

社

付

近

で
は

「
宮

川

」
と
呼

ば
れ
て

い
る
。
下

流

は
明

治

時

代

の
湊

川

の
付

け

替

え

工

事

以

降

、 

「
新

湊

川

」
と
名

づ

け
ら
れ
た
。 
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二

‐
三

．
源

平

勇

士

の
碑

（
げ
ん
べ
い
ゆ
う
し
の
ひ
） 

：
五

番

町

八

丁

目 

 

付

近

に
点

在

し
て
い
た
源

平

合

戦

の
勇

士

の
碑

が
、
村

野

工

業

高

校

の
南

西

隅

の
一

画

に
敵

味

方

交

え
る
形

で

ま
と
め
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
．
こ
の
中

で
「
平

知

章

の
碑

」
は
、

も
と
も
と
長

田

の
奥

の
明

泉

寺

で
ま
つ
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、

江

戸

時

代

に
「
こ
ん
な
孝

子

の
基

は
世

の
手

本

と
な
る
よ
う

に
」
と
、
人

目

に
つ
き

や

す

い
西

国

街

道

沿

い
に
た
て
ら

れ
た

も

の
で
あ

る
。
源

氏

方

の
猪

俣

小

平

六

は
、
平

家

の
山

手

軍

の
大

将

だ
っ
た
平

盛

俊

を
討

っ
た
人

物

。

ま
た
、
相

討

ち
で
亡

く

な
っ
た
平

通

盛

と

木

村

源

吾

重

章

の

碑

も
と
も
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

村

野

工

業

高

校

東

側

の
敷

地

に
は
、
平

知

章

を
救

お

う
と
し
て
討

ち
死

に
し
た
、
家

臣

の
監

物

太

郎

の
碑

が
ま
つ

ら
れ
て
い
る
。 

二

‐
四

．
高

福

寺

（
こ
う
ふ
く
じ
） 

：
西

尻

池

町

四

丁

目 

 

南

北

朝

時

代

に
創

建

さ
れ
、
後

に
西

尻

池

村

の
中

心

の

寺

と
な
っ
た
。
大

正

時

代

に
村

が
所

有

し
て
い
た
池

を
市

に 
 

 

売

却

し
た
利

益

で
大 

伽

藍

を
建

立

し
た
が
、 

昭

和

二

十

（
一

九

四 

五

）
年

六

月

五

日

の 

空

襲

で
焼

失

し
た
。 

終

戦

後

再

建

さ
れ
、 

現

在

は
素

晴

ら
し
い 

日

本

庭

園

や
さ
ま
ざ 

ま
な
茶

室

を
有

し
て
い 

る
。 
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二

‐
五

．
駒

林

神

社

（
こ
ま
が
ば
や
し
じ
ん
じ
ゃ
） 

：
駒

ヶ
林

三

丁

目 

 

こ
の
神

社

に
は
、
千

年

以

上

も
前

か
ら
左

義

兵

（
さ
ぎ
っ

ち
ょ
）
の
行

事

が
行

わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
丸

太

や
青

竹

な
ど

で
高

さ
十

メ
ー
ト
ル
以

上

も
あ
る
壮

大

な
「
お
山

」
を
作

り
、

村

の
東

西

双

方

が
浜

辺

で
倒

し
合

い
を
し
て
、
勝

っ
た
方

が
そ
の
年

中

の
網

入

れ

の
優

先

権

を
与

え
ら

れ
た
こ

と
か
ら

、 

壮

絶

な

争

い
と
な

り

、

「
駒

ヶ
林

の
け
ん
か

祭

り

」
と
呼

ば
れ

た
ほ
ど
で
あ
っ
た
・

戦

後

、
規

模

が

縮

小

し

、
昭

和

三

十

四

（
一

九

五

九

）
年

を

最

後

に
中

止

と
な
っ
た
が
、
地

域

の
伝

統

と
し
て
後

世

に
伝

え

る
た
め
、
何

度

か
復

活

し
て
行

わ
れ
て
も
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

境

内

の
稲

荷

社

の
玉

垣

に
、
片

岡

千

恵

蔵

や
大

河

内

伝

次

郎

、
山

田

五

十

鈴

な
ど
、
往

年

の
映

画

ス
タ
ー
の
名

を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。 

二

‐
六

．
卅

六

橋

（
さ
い
ろ
く
ば
し
） 

：
六

番

町

四

丁

目

・
五

丁

目 

 

新

湊

川

に
か
か
る
橋

の
う
ち
、
県

立

兵

庫

高

校

の
西

側

に
あ
る
も
の
。
こ
の
橋

の
付

近

に
は
、
旧

字

名

で

「
上

卅

六

」

「
下

卅

六

」
が
残

さ

れ

て
お

り

、
そ

れ

は

古

代

の
条

里

制

の

「
三

六

ノ
坪

」
に
ち
な

ん
だ
地

名

か
ら
の
も

の
で
あ
る
。 
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南 北 朝 時 代 の 宝 篋 印 塔  

二

‐
七

．
常

福

寺

（
じ
ょ
う
ふ
く
じ
） 

：
大

谷

町

三

丁

目 

 

こ
の
寺

に
は
、
奈

良

時

代

の
僧

・
行

基

が
蓮

の
池

を
作

っ

た
際

に
池

の
樋

の
余

材

で
刻

ん
だ
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
板

製

の
卒

塔

婆

十

基

が
保

存

さ
れ
て
い
る
。
境

内

の
観

音

山

に

は
、
西

国

三

十

三

所

霊

場

に
な
ぞ
ら
え
た
観

音

石

像

や
、

「
輪

廻

転

生

」

石

車

輪

の
つ
い

た

勧

進

碑

が

た

て
ら

れ

て
い

る
。
ま
た
の
ほ
か
、

寺

墓

地

に

は

明

治

・
大

正

時

代

の
大

阪

相

撲

の
力

士

の

墓

を
見

る
こ
と

が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

二

‐
八

．
大

国

公

園

（
だ
い
こ
く
こ
う
え
ん
） 

：
本

庄

町

二

丁

目 

 

も
と
野

田

村

の
双

子

池

が
あ
っ
た
所

を
大

正

時

代

に
埋

め
立

て
、
須

磨

の
証

誠

神

社

の
お
旅

所

が
置

か
れ
て
い
た
。

そ
こ
は
出

雲

大

社

か
ら

大

国

主

命

を
招

い
た
こ
と
か
ら

「
大

国

神

社

」
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
昭

和

四

十

二

（
一

九

六

七

）
年

に
社

殿

が
焼

け
、
同

四

十

六

（
一

九

七

一

）
年

か

ら
公

薗

と
な
り
、

平

成

六

年

（
一

九

九

四

）
に
現

在

の
ひ
し
形

と

な
っ
た
。 

 

阪

神

・
淡

路

大

震

災

の
時

、

こ
こ
の
木

々

が
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付

近

の
火

災

を
く
い
止

め
る
は
た
ら
き
を
し
た
こ
と
か
ら
後

世

に
そ
の
教

訓

を
残

す
べ
く
、
記

念

碑

が
建

て
ら
れ
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
連

続

テ
レ
ビ
小

説

『
わ
か
ば
』
の
重

要

な
ロ
ケ
地

と
も

な
っ
た
。 

二

‐
九

．
鷹

取

カ
ト
リ
ッ
ク
教

会

（
た
か
と
り
か
と
り
っ
く
き
ょ

う
か
い
）
：
海

運

町

三

丁

目 

 

阪

神

・
淡

路

大

震

災

の
時

、
火

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
た
が
、
す
ぐ
に
紙

製

の
建

物

「
ペ
ー
パ
ー
ド
ー
ム
」
が
建

て
ら

れ
（
後

に
台

湾

に
移

築

）
、
ま
ち
づ
く
り
の
集

会

や
ミ
サ
が

行

わ
れ
た
ほ
か
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠

点

と
な
っ
た
。

当

時

、
両

手

を
広

げ
た
キ
リ
ス
ト
像

に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
か
ぶ
さ 

れ
て
い
た
の
は
、
こ
の
地

の
思

い
が
見

事

に
象

徴

さ
れ
て
い
た
。

敷

地

内

に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局

「
Ｆ
Ｍ
わ
ぃ
わ
ぃ
」
が
開

設

さ
れ
（
後

に
ア
ス
タ
く
に
づ
か
に
移

転

）
、
エ
リ
ア
内

に
多

く

住

む
在

日

外

国

人

の
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
も
な
っ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
付

近

の
本

庄

町

三

丁

目

に
あ
る
イ
ム
マ
ヌ
エ
ル
教

会

は
、
長

田

区

出

身

の
舞

台

美

術

家

・
妹

尾

河

童

氏

の

小

説

「
少

年

Ｈ
」
の
中

で
登

場

す
る
も
の
で
あ
る
。
◆ 

                  

ペ ー パ ー ド ー ム  

（ 後 に 台 湾 へ 移 築 ）  

Ｆ Ｍ わ い わ い  

（ 後 に ア ス タ へ 移 転 ）  
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ニ
‐
十

．
高

取

山

（
た
か
と
り
さ
ん
） 

：
高

取

山

町 

 

古

く
は
「
鷹

取

山

」
と
書

か
れ
た
。
「
神

撫

山

」
と
い
う
呼

ば
れ
方

も
あ
る
。
高

さ
は
三

二

〇
メ
ー
ト
ル
。
山

頂

に
は
高

取

神

社

が
あ
り
、
春

日

明

神

な
ど
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
西

代

か
ら
の
本

道

の
ほ
か
、
長

田

神

社

西

や
明

泉

寺

か
ら
の

ル
ー
ト
が
あ
り
、
毎

日

登

山

を
行

う
人

も
多

い
。
幕

末

に

は
西

麓

か
ら
石

炭

が
採

れ
た
こ
と
か
ら
、
当

時

の
英

国

版

の
海

図

に
は
「
コ
ー
ル
マ
ウ
ン
ト
（
石

炭

山

）
」
と
記

さ
れ
て
い

る
。
山

腹

に
は
禊

の
場

で
あ
る
「
高

神

の
滝

」
も
あ
る
。
◆ 

        

                  

高 神 の 滝  

高 取 神 社  
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二

‐
十

一

．
平

忠

度

腕

塚

・
胴

塚

（
た
い
ら
の
た
だ
の
り 

う

で
づ
か
・
ど
う
づ
か
） 

 

腕

塚

は
駒

ヶ
林

四

丁

目

、
胴

塚

は
野

田

町

八

丁

目

に

あ
る
。
平

忠

度

は
平

清

盛

の
末

弟

で
、
源

平

合

戦

の
際

に
、

一

の
谷

の
西

の
大

将

だ
っ
た
人

物

。
源

氏

方

の
土

肥

実

平

軍

に
襲

わ
れ
、
武

者

百

騎

ほ
ど
を
連

れ
て
落

ち
延

び
て
い

た
と
こ
ろ
、
源

氏

方

の
岡

部

六

弥

太

忠

鈍

ら
に
追

い
つ
か

れ
、
腕

を
切

り
落

と
さ
れ
た
後

、
首

を
取

ら
れ
た
。
腕

塚

に

は
十

三

重

の
石

塔

が
置

か
れ
、
市

地

域

史

跡

に
指

定

さ

れ
て
い
る
。
◆ 

        

二

‐
十

二

．
平

盛

俊

塚

（
た
い
ら
の
も
り
と
し
づ
か
） 

：
名

倉

町

二

丁

目 

 

平

盛

俊

は
、
源

平

合

戦

の
際

に
、
鵯

越

な
ど
の
山

手

方

面

を
守

っ
た
軍

の
総

大

将

で
あ
り
、
も
と
の
明

泉

寺

の
地

に

陣

を
張

っ
た
。
剛

勇

の
ほ
ま
れ
高

か
っ
た
が
、
義

経

軍

と
戦

い
、

猪

俣

小

平

六

と
組

み
討

ち
し
て
討

た
れ
た
。
現

在

の
碑

は
、

大

正

時

代

に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
． 

 

平

盛

俊

の
墓

は
、
庄

山

町

三

丁

目

の
堂

の
中

に
ま
つ
ら

れ
て
い
る
。
◆ 

         

腕 塚 （ 上 ） 

胴 塚 （ 右 ） 
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ニ-

十

三

．
長

福

寺

（
ち
ょ
う
ふ
く
じ
） 

：
長

田

町

四

丁

目 

 

鎌

倉

時

代

に
建

て
ら
れ
た
と
い
う
こ
の
寺

は
、
数

え
の
十

三

才

に
な
っ
た
子

供

を
連

れ
て
参

る
「
十

三

ま
い
り
」
で
有

名

で
、
毎

年

三

月

中

旬

に
は
多

く
の
人

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

本

尊

は

虚

空

蔵

菩

薩

で
、
建

武

年

中

に

は

赤

松

円

心

が

厚

く

信

仰

し
た
と
伝

え

ら

れ

て

い

る
。 

    

ニ-

十

四

．
天

神

山

（
て
ん
じ
ん
や
ま
） 

：
長

田

天

神

町

付

近 

 

長

田

神

社

の
神

が
、
最

初

に
長

田

の
里

に
降

り
立

っ
た
の

が
こ
こ
、
と
い
う
言

い
伝

え
が
残

さ
れ
て
い
る
。
現

在

は
、
安

徳

天

皇

を
ま
つ
る
水

天

宮

が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
安

徳

天

皇

は
、
年

若

く
し
て
壇

ノ
浦

に
入

水

し
、
源

平

合

戦

の
犠

牲

と
な

っ
て
多

く
の
人

々
を
救

っ
た
こ
と
で
、
水

難

な
ど
の
除

災

招

福

の
信

仰

を

集

め
て
い
る
。

江

戸

か

ら

明

治

に
か
け

て
の

時

代

に
は
、
こ

の
地

の
近

く

に

大

き

な

名

倉

池

が
あ
っ
た
。 



 - 110 - 

ニ-

十

五

．
徳

本

上

人

六

字

妙

号

石

（
と
く
ほ
ん
し
ょ
う
に

ん
ろ
く
じ
み
ょ
う
ご
う
せ
き
〉 

：
駒

ヶ
林

一

丁

目 

 

徳

本

上

人

は
、
江

戸

時

代

末

に
諸

国

を
行

脚

し
て
仏

教

を
分

か
り
や
す
く
伝

え
た
人

物

。
「
蔦

文

字

」
と
呼

ば
れ

る

独

特

の
字

体

で
「
南

無

阿

弥

陀

仏

」
の
六

文

字

が

書

か

れ
て
い
る
。 

        

ニ-

十

六

．
長

田

神

社

（
な
が
た
じ
ん
じ
ゃ
） 

：
長

田

町

三

丁

目 

 

『
日

本

書

紀

』
に
神

功

皇

后

が
、
こ
の
地

に
事

代

主

尊

を

祭

っ
た
、
と
い
う
一

説

が
あ
る
。
神

戸

で
は
、
生

田

神

社

と

並

ぶ
、
古

く
か
ら
の
神

社

で
あ
る
。
明

治

の
こ
ろ
、
境

内

に

は
氏

子

た
ち
か
ら
奉

納

さ
れ
た
に
わ
と
り
が
放

し
飼

い
し
な

っ
て
い
た
こ
と
か

ら

、
こ
の
地

を

訪

れ

た

外

国

人

か
ら

「
チ

キ

ン
テ
ン
プ
ル
」
と

呼

ば
れ
て
い
た
。

境

内

に

合

配

さ

れ

て
い
る
長

田

楠

宮

神

社

で
は
、
絵

馬

に

赤

エ
イ
が

デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
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境 内 で 鶏 を 飼 う 様 子 （ 絵 葉 書 よ り ）  

こ
れ
は
昔

、
エ
イ
が
海

か
ら
こ
こ
ま
で
川

を
上

っ
て
来

た
と
い

う
言

い
伝

え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
節

分

の
日

の
鬼

追

い
（
追

儺

式

）
や
夏

の
薪

能

に
は
多

く
の
人

を
集

め
て
い
る
。
◆ 

 

              

ニ-

十

七

．
菅

公

匂

い
の
梅

旧

跡

（
か
ん
こ
う
に
お
い
の
う
め

き
ゅ
う
せ
き
）
：
東

尻

池

町

一

丁

目 

 

九

州

に
左

遷

さ
れ
て
い
く
菅

原

道

真

が
大

輪

田

の
泊

か

ら
上

陸

し
た
時

、
梅

の
よ
い
香

り
に
誘

わ
れ
こ
の
地

に
や
っ

て
釆

た
、
と
い
う
言

い
伝

え
が
残

さ
れ
て
い
る
。
明

治

時

代

の
耕

地

整

理

の
際

、
こ
の
付

近

に
「
梅

ヶ
香

町

」
の
名

を
つ
け

た
の
も
、
こ
の
伝

説

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
◆ 
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ニ-

十

八

．
西

代

の
楠

（
に
し
だ
い
の
く
す
の
き
） 

：
西

代

通

二

丁

目 

 

江

戸

の
天

保

年

間

、
西

代

村

で
頻

繁

に
火

事

が
起

こ
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
村

の
庄

屋

が
、
楠

の
幹

に
斧

を
打

ち

こ
ん
だ
た
め
、
根

元

に
住

ん
で
い
る
き
つ
ね
が
仕

返

し
を
し
て

い
る
の
だ
、
と
い
う
噂

が
立

っ
た
。
そ
こ
で
庄

屋

が
楠

を
切

る

の
を
や
め
た
と
こ
ろ
、
火

事

も
止

ま
る
よ
う
に
な
り
、
以

後 

こ
の
楠

の
大

木

は
西

代

村

の
守

り
神

と
さ
れ
て
き
た
。
後

に

道

蕗

を
広

げ
よ
う
と
し
て
こ
の
木

に
斧

を
入

れ
た
人

に
も

不

思

議

な
出

来

事

が
続

い
た
の
で
、
今

で
は
こ
の
木

の
あ
る

部

分

だ
け
、
道

が
狭

く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ニ-

十

九

．
蓮

の
池

跡

（
は
す
の
い
け
あ
と
） 

：
蓮

池

町 

 

奈

良

時

代

、
畿

内

を
巡

回

し
て
い
た
僧

・
行

基

が
、
水

不

足

に
悩

ん
で
い
る
農

民

を
救

う
た
め
に
築

い
た
と
い
う
伝

説

を
も
つ
。
『
平

家

物

語

』
や
『
太

平

記

』
に
も
そ
の
名

を
見 

る
こ
と
が
で
き
る
。
大

正

末

期

か
ら
埋

め
立

て
が
始

ま
り
、

跡

地

に
は
蓮

池

小

学

校

や
県

立

文

化

体

育

館

な
ど
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
◆ 
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ニ-

二

十

．
福

緊

寺

（
ふ
く
し
ゅ
う
じ
） 

：
西

山

町

一

丁

目 

 

別

名

「
長

田

の
薬

師

」
。
こ
れ
は
明

治

時

代

以

前

に
長

田

神

社

境

内

に
あ
っ
た
藁

師

堂

で
ま
つ
ら
れ
て
い
た
薬

師

如

来

を
、
神

仏

分

離

の
際

に
福

緊

寺

に
移

し
た
こ
と
に
よ

る
も

の
で
あ

る
。
現

在

、

長

田

神

社

で
行

わ
れ
て

い
る
鬼

追

い

（
追

儺

式

）

は

、
も

と
も

と
こ
の
薬

師

堂

で
の
行

事

だ
っ
た
。 

   

 

ニ-

二

十

一

．
宝

満

寺

（
ほ
う
ま
ん
じ
） 

：
東

尻

池

二

丁

目 

 

弘

法

大

師

・
空

海

の
開

創

で
、
も
と
は
「
宝

満

山

金

剛

峯

寺

」
と
い
っ
た
が
、
後

に
大

師

が
高

野

山

に
金

剛

峯

寺

を

開

い
た

こ
と

か
ら

「
金

剛

山

宝

満

寺

」

と
改

め
た
と

い
う

。
当

初

は

兵

庫

区

内

の

和

田

山

の
地

に
あ

っ
た

が

、
平

家

の

福

原

遷

都

の
時

に
、

都

の
守

護

の

た

め

に

こ
の
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地

に
移

さ
れ
た
。
源

平

合

戦

で
焼

か
れ
て
衰

え
た
が
、
鎌

倉

時

代

に
再

興

さ
れ
、
湊

川

合

戦

の
際

に
は
足

利

尊

氏

と
の
関

連

も
深

い
。
山

門

横

に
は
、
江

戸

時

代

の
尼

崎

藩

主

・
青

山

幸

利

公

と
そ
の
家

老

を
た
た
え
た
報

謝

碑

が
建

て
ら
れ
て
い
る
。 

ニ-

二

十

二

．
丸

山

衝

上

断

層

（
ま
る
や
ま
し
ょ
う
じ
ょ
う
だ

ん
そ
う
） 

：
明

泉

寺

町 

 

今

か
ら
一

億

九

千

年

前

に
マ
グ
マ
が
地

殻

に
貫

入

し
て

で
き
た
六

甲

山

塊

が
、
そ
の
上

に
堆

積

し
た
今

か
ら
三

千

万

か
ら
百

万

年

前

の
地

層

の
上

に
衝

き
あ
げ
て
で
き
た
も

の
で
あ
る
。
新

し
い
地

層

の
上

に
古

い
地

層

が
の
り
、
上

下

逆

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大

規

模

な
地

殻

変

動

が
起

き

た
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭

和

七

（
一

九

三

二

）

年

に
発

見

、
調

査

さ
れ
、
昭

和

十

二

（
一

九

三

七

）
年

に

神

戸

市

で
唯

一

の
国

の
天

然

記

念

物

に
指

定

さ
れ
た
。
こ

の
断

層

に
よ
り
、
六

甲

山

系

の
隆

起

と
大

阪

湾

の
陥

没

と

の
関

係

が
注

目

さ
れ
て
い
る
。 
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ニ-

二

十

三

．
満

福

寺

（
ま
ん
ぶ
く
じ
） 

：
海

運

町

四

丁

目 

 

寺

の
塀

の
石

の
積

み
方

か
ら
、
別

名

「
亀

の
甲

寺

」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
も
と
野

田

村

に
あ
っ
た
三

寺

の
う
ち
、
後

に
廃 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寺

と
な
っ
た
長

福

寺

、
正

福

寺

を
引

き
継

ぐ
も
の
で
も
あ

る
。
境

内

の

仏

足

石

は

も
と
正

福

寺

に
あ
っ
た

も
の
で
、
左

足

形

の
横

に

は
七

言

絶

句

の
釈

迦

如

来

の
礼

賛

文

が
刻

ま
れ
て
い
る
。 

  

ニ-

二

十

四

．
御

船

山

旧

跡

（
み
ふ
ね
や
ま
き
ゅ
う
せ
き
） 

：
御

船

通

一

丁

目 

 

こ
の
付

近

に
あ
っ
た
「
御

船

山

」
と
い
う
小

高

い
丘

に
は
、

「
神

功

皇

后

が
舶

を
着

け
た
」
や
「
長

田

の
神

を
鎮

座

さ
れ

た
時

、
船

具

を
埋

め
た
」
な
ど
の
伝

説

が
あ
る
。
明

治

時

代

、

湊

川

の
付

け
替

え
工

事

の
際

、
こ
の
丘

は
な
く
な
っ
た
が
、

後

に
石

碑

を
立

て
て
そ
の
由

来

を
伝

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
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ニ-

二

十

五

．
明

泉

寺

（
み
ょ
う
せ
ん
じ
） 

：
明

泉

寺

町 

 

本

尊

が
大

日

如

来

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
大

日

寺

」
「
大

日

さ
ん
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
奈

良

時

代

、
蓮

の
池

を
築

い

た
行

基

が
、
そ
の
水

源

と
な
る
苅

藻

川

の
上

流

を
さ
か
の
ぼ

っ
て
調

べ
て
い

る
時

、
山

間

に
素

晴

ら
し

い
霊

地

を
見

つ
け
、
そ
こ
に

自

ら

大

日

如

来

像

を

彫

っ
て
安

置

し

、
こ
の
寺

を
建

立

し
た

と
伝

え
ら
れ

て
い
る
。
も
と

は
現

在

の
丸

山

大

橋

の
下

手

あ
た
り
に
あ
り
、
こ
こ
に
陣

を
張

っ
て
い
た

平

盛

俊

の
陣

に
山

か
ら
奇

襲

を
し
か
け
た
の
が
、
義

経

の

「
鵯

越

の
坂

落

と
し
」
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
江

戸

時

代

に

は
「
牛

の
寺

」
と
呼

ば
れ
、
農

家

が
牛

の
健

康

を
祈

る
た
め

に
連

れ
て
来

る
風

習

も
あ
っ
た
。
◆ 
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神
戸

電
鉄

丸山駅

鵯越駅

長田駅

獅子ヶ 池

ひよ ど り 越森林公園

名倉小

丸山小

雲雀丘中
雲雀丘小

丸山病院 丸山衝上
断層

明泉寺

平知章の墓

水天宮

平盛俊塚

神鉄周辺

房王寺町５

名倉小学校前

名倉町

宮川町９

堀切西

林山町

花山町

堀切

丸山

西丸山町１
丸山町３

花山町２

大日丘

丸山団地

大日寺前

№１

天神山

神
戸

電
鉄

丸山駅

鵯越駅

長田駅

獅子ヶ 池

ひよ ど り 越森林公園

名倉小

丸山小

雲雀丘中
雲雀丘小

丸山病院 丸山衝上
断層

明泉寺

平知章の墓

水天宮

平盛俊塚

神鉄周辺

房王寺町５

名倉小学校前

名倉町

宮川町９

堀切西

林山町

花山町

堀切

丸山

西丸山町１
丸山町３

花山町２

大日丘

丸山団地

大日寺前

№１

天神山
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御
船

山
旧

跡長
田

神
社

卅
六

橋

高
速

長
田

周
辺

至
兵

庫
駅

至
兵

庫
駅

山
手

幹
線

中
央

幹
線

高
速

長
田

長
田

新
長

田

蓮
池

跡

堅
物

太
郎

の
碑

長
福

寺

福
聚

寺

長 田 線

長
田

神
社

前

地
下

鉄
長

田
駅

前

大
道

通
１

大
道

通
３

市
営

地
下

鉄

高
速

鉄
道

新
長

田
J
R

市
営

地
下

鉄

至
板

宿
源

平
勇

士
の

碑苅
藻

川

西
代

中

長
田

小

長
田

高

池
田

小

宮
川

小

室
内

小

蓮
池

小

祇
園

神
社

№２

御
船

山
旧

跡長
田

神
社

卅
六

橋

高
速

長
田

周
辺

至
兵

庫
駅

至
兵

庫
駅

山
手

幹
線

中
央

幹
線

高
速

長
田

長
田

新
長

田

蓮
池

跡

堅
物

太
郎

の
碑

長
福

寺

福
聚

寺

長 田 線

長
田

神
社

前

地
下

鉄
長

田
駅

前

大
道

通
１

大
道

通
３

市
営

地
下

鉄

高
速

鉄
道

新
長

田
J
R

市
営

地
下

鉄

至
板

宿
源

平
勇

士
の

碑苅
藻

川

西
代

中

長
田

小

長
田

高

池
田

小

宮
川

小

室
内

小

蓮
池

小

祇
園

神
社

№２
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板
宿
駅

山陽電車

市
営
地
下
鉄

高取神社

高取山

高神の滝

板宿駅～バス道周辺

育英高校

五位ノ池小 西代中 長田高校

長田小

宮川小

蓮池小

県立文化体育館

高取台中

中央幹線

山麓線

長田箕谷線

平盛俊の墓

常福寺

西代の楠

豊福神社

高取山登山口

高取山登山口

高取山登山口

長田小学校前
高取団地前

育英高校前

山下町４

西代

№３

板
宿
駅

山陽電車

市
営
地
下
鉄

高取神社

高取山

高神の滝

板宿駅～バス道周辺

育英高校

五位ノ池小 西代中 長田高校

長田小

宮川小

蓮池小

県立文化体育館

高取台中

中央幹線

山麓線

長田箕谷線

平盛俊の墓

常福寺

西代の楠

豊福神社

高取山登山口

高取山登山口

高取山登山口

長田小学校前
高取団地前

育英高校前

山下町４

西代

№３



 - 120 -

J
R

J
R
周

辺
周

辺

J
R

至
大

阪
⇒

市
営

地
下

鉄
←

至
明

石

新湊川

海
泉

寺

高
福

寺
国

道
2号

線

鷹
取

駅
新

長
田

駅

新
長

田
駅

阪
神

高
速

３
号

神
戸

線
（

高
架

）

長
楽

小

駒
ヶ

林
中

二
葉

小

真
陽

小
真

野
小

長
田

中

千
歳

小

駒
ヶ

林
公

園

本
庄

町

大
橋

９
大

橋
５

大
橋

２

大
橋

東
尻

池
２

東
尻

池
８

新
長

田
駅

前

西
代

東
尻

池
５

大
国

公
園

鷹
取

ｶ
ﾄ
ﾘ
ｯ
ｸ
教

会

満
福

寺

駒
林

神
社

平
忠

度
腕

塚

徳
本

上
人

六
字

名
号

石

平
忠

度
胴

塚

菅
公

匂
い

の
梅

宝
満

寺
青

山
幸

利
報

謝
碑

幸
殿

神
社

八
幡

神
社

№４
J
R

J
R
周

辺
周

辺

J
R

至
大

阪
⇒

市
営

地
下

鉄
←

至
明

石

新湊川

海
泉

寺

高
福

寺
国

道
2号

線

鷹
取

駅
新

長
田

駅

新
長

田
駅

阪
神

高
速

３
号

神
戸

線
（

高
架

）

長
楽

小

駒
ヶ

林
中

二
葉

小

真
陽

小
真

野
小

長
田

中

千
歳

小

駒
ヶ

林
公

園

本
庄

町

大
橋

９
大

橋
５

大
橋

２

大
橋

東
尻

池
２

東
尻

池
８

新
長

田
駅

前

西
代

東
尻

池
５

大
国

公
園

鷹
取

ｶ
ﾄ
ﾘ
ｯ
ｸ
教

会

満
福

寺

駒
林

神
社

平
忠

度
腕

塚

徳
本

上
人

六
字

名
号

石

平
忠

度
胴

塚

菅
公

匂
い

の
梅

宝
満

寺
青

山
幸

利
報

謝
碑

幸
殿

神
社

八
幡

神
社

№４
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三

．
長

田

区

内

の
文

化

財

か
ら 

三

‐
一

．
黒

漆

金

銅

装

神

輿

（
こ
く
し
つ
こ
ん
ど
う
そ
う
み

こ
し
）
・
・
国

指

定

重

要

文

化

財 

 

源

頼

朝

の
奉

納

と
も
足

利

尊

氏

の
奉

納

と
も
言

わ
れ

て
い
る
。
鳳

凰

を
飾

っ
た
方

輿

で
、
黒

漆

塗

り
に
金

銅

の

飾

金

具

を
施

し
た
豪

華

な
神

輿

で
、
康

正

三

年

に
修

理

さ
れ
て
い
る
が
、
古

体

を
伝

え
て
い
る
。
◆ 

           

 

三-

二

．
木

造

大

日

如

来

坐

像

（
も
く
ぞ
う
だ
い
に
ち
に

ょ
ら
い
ざ
ぞ
う
）
・
・
国

指

定

重

要

文

化

財 

 

鎌

倉

時

代

に
大

仏

師

法

眼

定

運

（
ほ
う
が
ん
じ
ょ
う

う
ん
）
ほ
か
に
よ
り
造

像

さ
れ
た
。
肉

付

き
の
良

い
体

躯

の

像

形

や
太

い
衣

文

線

に
運

慶

風

の
名

残

り
が
認

め
ら
れ
、

当

代

慶

派

の
基

準

作

例

と
し
て
貴

重

な
も
の
で
あ
る
。 

（
現

在

境

内

へ
の
立

ち
入

り
は
出

来

ま
せ
ん
）
◆ 

           



 - 122 -

三-

三

．
長

田

神

社

古

式

追

儺

式 

附 

鬼

面 

７
面 

（
こ
し
き
つ
い
な
し
き 

つ
け
た
り 

き
め
ん
） 

・
・
県

指

定

重

要

無

形

民

俗

文

化

財 

追

儺

（
つ
い
な
）
と
は
、
悪

鬼

を
追

い
払

っ
て
来

る
べ
き
年

の
幸

福

と
健

康

を
願

う
年

中

行

事

で
、
お
に
お
い
、
お
に

や
ら
い
と
も
い
う
。
室

町

時

代

か
ら
薬

師

堂

の
行

事

と
し

て
続

け
ら
れ
て
き
た
が
、
明

治

時

代

に
な
っ
て
長

田

神

社

で
受

け
継

が
れ
た
。
毎

年

節

分

の
日

に
行

わ
れ
、
多

く
の

観

光

客

を
集

め
て
い
る
。 

 

こ
の
行

事

は
、
七

匹

の
鬼

と
五

人

の
太

刀

役

（
十

歳

前

後

の
子

供

）
、
十

数

人

の
肝

煎

り
（
お
世

話

を
す
る
人

）

に
よ
り
構

成

さ
れ
て
い
る
。
七

匹

の
鬼

は
、
一

番

太

郎

鬼

、

赤

鬼

、
姥

鬼

、
呆

助

鬼

、
青

鬼

、
餅

割

鬼

、
尻

く
じ
り

鬼

と
呼

ば
れ
、
松

明

、
斧

、
大

矛

、
太

刀

等

を
持

っ
て
乱

舞

し
、
最

後

に
餅

を
斧

で
割

っ
て
締

め
る
も
の
で
あ
る
。
鬼

は
神

々
の
使

い
と
伝

え
ら
れ
、
災

い
を
払

い
、
良

い
年

を
迎

え
る
こ
と
を
祈

っ
て
踊

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
◆ 
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長 田 神 社 で の 追 儺 式 の 様 子  
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三-

四

．
長

田

神

社

の
ク
ス
ノ
キ 

２
本 

・
・
市

指

定

天

然

記

念

物 

 

長

田

神

社

境

内

に
樹

齢

七

〇
〇
年

と
も
い
わ
れ
る
ク
ス

ノ
キ
が
二

本

あ
り
、
右

の
一

本

は
胸

高

周

囲

六

．
二

メ
ー

ト
ル
、
樹

高

二

二

メ
ー
ト
ル
で
、
地

上

二

～
三

メ
ー
ト
ル

あ
た
り
か
ら
幹

が
三

つ
に
分

か
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
左

の
一

本

は
胸

高

周

囲

五

．
一

メ
ー
ト
ル
、
樹

高

二

〇
メ
ー
ト
ル
で
少

し
小

さ
め
だ
が
、
根

の
部

分

が
他

方

の
根

と
融

合

し
て
お
り
、
非

常

に
珍

し
い
も
の
で
あ
る
。

◆ 
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長田区の文化財一覧（平成 16 年 4 月１日現在） 

国指定重要文化財（有形文化財） 

名 称 所在地 
所有者 

（管理者） 
年 代 

黒漆金銅装神輿（こくしつこんどうそうみこ

し） 
長田町３ 長田神社 南北朝 

木造大日如来坐像 １軀 附 木造大日

如来坐像 １軀 舎利 １包 舎利注文 

１通 般若 

（もくぞうだいにちにょらいざぞう いった

い つけたり もくぞうだいにちにょらいざ

ぞう いったい しゃり いっぽう しゃりち

ゅうぶん いっつう はんにゃ） 

東尻池町

２ 
宝満寺 鎌倉後期 

 

国登録文化財（有形文化財） 

名 称 所在地 
所有者 

（管理者） 
年 代 

長田神社 本殿（ほんでん） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 幣殿（へいでん） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 拝殿（はいでん） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 東楽所（ひがしがくそ） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 
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名 称 所在地 
所有者 

（管理者） 
年 代 

長田神社 西楽所（にしがくそ） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 透塀（すきべい） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 天照社（てんしょうしゃ） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 八幡社（はちまんしゃ） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 月読社（つきよみしゃ） 長田町３ 長田神社 

江戸期 

（昭和 3 年

移転） 

長田神社 出雲大社（いずもたいしゃ） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 蛭子社（ひるこしゃ） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 松尾社（まつおしゃ） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 神門（しんもん） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 神符授与所及び附属屋 

（しんぷじゅよしょおよびふぞくや） 
長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 廻廊及び脇門 

（かいろうおよびわきもん） 
長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

長田神社 神楽殿（かぐらでん） 長田町３ 長田神社 昭和 3 年 

槌橋家住宅 主屋（つちはしけじゅうたく

しゅや） 
池田寺町 

（株）日本エ

スコン 
大正 12 年 
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国指定（天然記念物） 

名 称 所在地 
所有者 

（管理者） 
年 代 

神戸丸山衝上断層 256.9m  

（こうべまるやましょうじょうだんそう） 
明泉寺町 神戸市   

 

県指定重要文化財（有形文化財） 

名 称 所在地 
所有者 

（管理者） 
年 代 

太刀拵（たちこしらえ） 長田町３ 長田神社 室町後期 

石造燈籠（せきぞうとうろう） 長田町３ 長田神社 鎌倉後期 

 

県指定重要無形民俗文化財 

名 称 所在地 
所有者 

（管理者） 
年 代 

長田神社古式追儺式 附 鬼面 ７面 

（こしきついなしき つけたり きめん） 
長田町３ 

長田神社・

旧氏子 
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市指定有形文化財 

名 称 所在地 
所有者 

（管理者） 
年 代 

木造阿弥陀三尊像（もくぞうあみださんぞ

んぞう） 
駒ケ林３ 海泉寺 鎌倉時代 

木造板五輪卒塔婆（もくぞういたごりんそ

とば） 
大谷町３ 常福寺 

平安時代

後期 

 

市指定（天然記念物） 

名 称 所在地 
所有者 

（管理者） 
年 代 

長田神社のクスノキ ２本 長田町３ 長田神社   
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市地域史跡 

名 称 所在地 
所有者 

（管理者） 
年 代 

腕塚（平忠度塚） （うでつか（たいらのた

だのりづか）） 
駒ケ林３ 

駒ケ林 4 丁

目南部自治

会 

  

菅公匂の梅旧跡 東尻池１ 
匂ノ梅史跡

保存会 
  

平忠度胴塚（たいらのただのりどうづか） 野田町８ 
野田町 8 丁

目自治会 
  

監物太郎頼賢の碑（けんもつたろうよりか

たのひ） 
四番町８ 

監物太郎保

存会 
  

 

市地域無形民俗文化財 

名 称 所在地 
所有者 

（管理者） 
年 代 

長田マダン 若松町１ 
長田マダン

実行委員会 
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第

三

章 

長

田

の
町

名 

 
一

． 
北

部

地

域 

 

0 1
雲

雀

ケ
丘 

 
 

0 2
鶯

町 
 

 
 

 
 

 

0 3
大

日

丘

町 

0 4
萩

乃

町 
 

 
 

 
0 5
一

里

山

町 
 

0 6
鹿

松

町 
 

0 7
花

山

町 
 

 
 

0 8
檜

川

町 
 

 
 

0 9
源

平

町 

1 0
滝

谷

町 
 

 
 

1 1
丸

山

町 
 

 
 

1 2
東

丸

山

町 

1 3
西

丸

山

町 
 

 

1 4
堀

切

町 
 

 
 

1 5
明

泉

寺

町 

1 6
長

田

天

神

町 

1 7
名

倉

町 
 

 
 

1 8
高

東

町 

1 9
長

者

町 
 

 
 

2 0
池

田

宮

町 
 

2 1
池

田

惣

町 

2 2
高

取

山

町 
 

 

2 3
林

山

町 
 

 
 

2 4
西

山

町 
 

 

2 5
宮

丘

町 
 

 
 

2 6
長

尾

町 
 

 
 

2 7
平

和

台

町 
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雲

雀

ケ
丘

（
ひ
ば
り
が
お
か
） 

昭

和

十

六(

一

九

四

一)

年

三

月

に
、
長

田

村

字

口

一

里

山

か
ら
独

立

し
た
町

と
な
り
、
住

宅

開

発

に
よ
る

新

造

成

地

に
よ
っ
て
、
旧

字

に
関

係

な
く
新

し
い
名

が

付

け
ら
れ
た
。
◆ 

 

町

は
長

田

の
最

北

端

に
位

置

し
、
面

積

の
半

分

は
「
ひ
よ

ど
り
越

森

林

公

園

」
で
、
ひ
ば

り
を
は
じ
め
と
す
る
様

々
な

鳥

の
鳴

き
声

が
聞

こ
え
て
く

る
、
長

田

の
オ
ア
シ
ス
的

な
町

で
あ
る
。
町

の
真

ん
中

を
新

湊

川

の
源

流

で
あ
る
檜

川

が

流

れ
て
お
り
、
公

共

施

設

と

し
て
は
、
雲

雀

丘

中

学

校

・

雲

雀

丘

小

学

校

が
あ
る
。 

  

 

鶯

町

（
う
ぐ
い
す
ち
ょ
う
） 

昭

和

十

六(

一

九

四

一)

年

三

月

に
、
長

田

村

字

口

一

里

山

か
ら
独

立

し
た
町

と
な
り
、
住

宅

開

発

に
よ
る

新

造

成

地

に
よ
っ
て
、
新

し
い
名

が
付

け
ら
れ
た
。
周

辺

が
山

麓

地

帯

で
あ
り
、
歩

い
て
い
て
も
鶯

の
鳴

き
声

が
す

る
こ
と
か
ら
こ
の
名

が
付

け
ら
れ
た
。 

 

町

は
、
雲

雀

ケ
丘

と
同

じ
く
長

田

の
北

端

に
あ
り
、
大

日

丘

町

と
の
境

界

に
は
苅

藻

川

の
源

流

が
流

れ
、
北

端

に
は
「
西

神

戸

有

料

道

路

」
が
東

西

に
走

っ
て
い
る
。
◆ 

         

檜
川
源
流

西
神
戸
有
料
道
路

雲雀ケ丘町 檜
川
源
流

西
神
戸
有
料
道
路

雲雀ケ丘町

苅
藻
川

鶯
町

神戸電鉄

苅
藻
川

鶯
町

神戸電鉄
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大

日

丘

町

（
だ
い
に
ち
お
か
ま
ち
） 

 
明

泉

寺

町

に
あ
る
明

泉

寺

は
、
大

日

如

来

を
本

尊

と

し
て
い
る
が
、
も
と
は
こ
の
地

に
建

て
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ

こ
か
ら
大

日

丘

と
名

付

け
ら
れ
た
。
源

平

一

ノ
谷

合

戦

で
源

氏

方

に
寺

を
焼

か
れ
、
観

応

二

（
一

三

五

一

）
年

に
赤

松

光

範

に
よ
っ
て
、
今

の
地

に
復

興

さ
れ
た
。 

 

町

は
、
東

側

に
苅

藻

川

、
西

側

に
檜

川

が
流

れ
中

央

を
市

バ
ス
四

系

統

が
南

北

に
走

っ
て
い
る
。
市

有

地

が
多

か
っ
た
た
め
、
町

内

に
は
公

園

が
五

ヶ
所

と
、
地

域

福

祉

セ
ン
タ
ー
や
児

童

館

な
ど
な
ど
の
施

設

が
多

く
あ
る
。 

       
萩

乃

町

（
は
ぎ
の
ち
ょ
う
） 

昭

和

十

六(

一

九

四

一)

年

三

月

に
、
長

田

村

字

口

一

里

山

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
独

立

し
た
町

と
な
り
、
住

宅

開

発

に
よ
る
新

造

成

地

に
よ
っ
て
、
新

し
い
名

が
付

け
ら
れ

た
。
当

時

は
、
周

辺

に
ハ
ギ
が
咲

き
乱

れ
て
い
た
た
め
付

け

ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
長

靴

の
形

を
し
て
お
り
、
東

は
大

日

丘

町

と
の

境

界

を
檜

川

が
流

れ
て
お
り
、
中

央

に
は
市

バ
ス
四

系

統

が
北

東

に
走

っ
て
い
る
。 

         

檜
川

苅
藻
川

大
日
丘
町

檜
川

苅
藻
川

大
日
丘
町

檜
川

萩
乃
町

雲雀ケ丘川

檜
川

萩
乃
町

雲雀ケ丘川
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一

里

山

町

（
い
ち
り
や
ま
ち
ょ
う
） 

も
と
は
長

田

村

口

一

里

山

の
一

部

で
あ
っ
た
。
古

く

は
兵

庫

か
ら
山

田

村

へ
通

じ
る
途

中

の
山

地

を
、
口

一

里

、
山

二

里

、
奥

一

里

と
呼

ん
で
い
た
。
平

野

部

か
ら

一

里

（
三

六

丁

、1

丁

は
六

十

間

）
を
単

位

に
、
口

・

中

・
奥

と
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
口

と
中

は
入

会

山

だ
っ
た
ら
し
く
、
村

で
権

◆
利

を
も
っ
て
い
た
区

域

で
は
、
村

人

が
ま
ぐ
さ
や

柴

を
か
っ
た
り
し
て
い
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
大

半

が
山

地

で
、
南

の
鹿

松

町

と
の

境

界

に
沿

っ
て
民

家

が

建

ち
並

ん
で
い
る
。
大

日

川

に
沿

い
に
行

く
と

源

流

の
源

で
あ
る
獅

子

ケ
池

が
あ
る
。 

鹿

松

町

（
し
か
ま
つ
） 

高

取

山

の
裏

側

を
明

泉

寺

か
ら
須

磨

・
妙

法

寺

に
抜

け
る
鹿

松

峠

か
ら
と
っ
た
町

名

で
、
源

平

一

ノ
谷

合

戦

に
お
い
て
、
平

盛

俊

が
明

泉

寺

に
陣

を
敷

い
て
い
た
時

、

射

殺

し
た
鹿

を
食

べ
よ
う
と
し
た
が
、
高

取

山

が
春

日

明

神

で
あ
り
、
鹿

は
そ
の
神

の
使

い
で
あ
る
た
め
、
食

べ
ず

に
松

に
寄

せ
か
け
、
そ
こ
か
ら
鹿

松

の
名

が
起

こ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
◆ 

 

町

は
、
須

磨

区

を
含

む
六

町

と
の
境

界

に
囲

ま
れ
て
い
る
地

域

で
、
中

央

を
東

西

に
大

日

川

が
流

れ
、
こ
の
川

沿

い
に

行

く
と
源

流

の
源

で
あ

る
獅

子

ケ
池

が
あ
る
。 

   

大
日
川

獅
子
ケ
池

一里山町

大
日
川

獅
子
ケ
池

一里山町

大
日

川

長田箕谷線

鹿松町

大
日

川

長田箕谷線

鹿松町



 - 134 -

花

山

町

（
は
な
や
ま
ち
ょ
う
） 

昭

和

十

六(

一

九

四

一)

年

三

月

に
、
長

田

村

字

口

一

里

山

か
ら
独

立

し
た
町

と
な
り
、
住

宅

開

発

に
よ
る

新

造

成

地

に
よ
っ
て
、
新

し
い
名

が
付

け
ら
れ
た
。
当

時

は
、
こ
の
周

辺

に
多

く
の
花

が
咲

い
て
い
た
こ
と
か
ら
名

付

け
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
西

側

に
長

田

箕

谷

線

が
、
東

側

に
市

バ
ス
四

系

統

が
南

北

に
走

っ
て

お
り
、
一

部

は
長

田

箕

谷

線

を
越

え
て
大

日

川

ま
で
が
境

界

と
な
っ
て

い
る
。 

      

檜

川

町

（
ひ
か
わ
ち
ょ
う
） 

檜

川

は
、
苅

藻

川

（
現

在

の
新

湊

川

）
の
名

が
で
き
る

以

前

か
ら
あ
っ
た
名

で
、
そ
の
こ
ろ
は
「
ひ
の
か
わ
」
と
呼

ん

で
い
た
。
こ
の
檜

川

流

域

か
ら
、
大

量

の
弥

生

時

代

の
土

器

が
発

掘

さ
れ
て
お
り
、
長

田

に
お
け
る
歴

史

の
始

ま
り

と
も
言

え
る
地

域

で
、
「
ひ
の
か
わ
」
と
は
農

作

物

が
豊

か

に
実

る
こ
と
を
表

し
て
い
る
。
（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
ヤ
マ
タ

ノ
オ
ロ
チ
を
退

治

し
て
、
奇

稲

田

姫

を
救

っ
た
出

雲

の
川

で
は
「
ひ
」
は
日

、
霊

、
火

に
通

じ
、
人

間

の
生

命

に
最

も

大

切

な
も
の
を
表

わ
し
て
い
る
） 

 

町

は
、
東

を
神

戸

電

鉄

が
走

っ
て
お
り
、
西

は
苅

藻

川

に
沿

っ
て
伸

び
る
南

北

に
細

長

い
地

域

で
、
東

側

は
急

激

な
勾

配

に
な
っ
て
お
り
、
階

段

が
多

く
見

ら
れ
る
。 

     

大
日
川

花山町

長
田
箕
谷
線

大
日
川

花山町

長
田
箕
谷
線

神
戸
電
鉄

苅
藻
川

檜
川
町

神
戸
電
鉄

苅
藻
川

檜
川
町
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源

平

町

（
げ
ん
ペ
い
ち
ょ
う
） 

神

戸

電

鉄

の
「
鵯

越

」
と
「
丸

山

」
駅

間

の
軌

道

と
西

神

戸

有

料

道

路

に
挟

ま
れ
た
地

域

で
、
昭

和

十

六(

一

九

四

一) 
年

三

月

に
、
長

田

町

の
口

一

里

山

・
松

尾

・

鳴

乎

・
長

梭

が
源

平

町

と
な
っ
た
。
町

名

は
、
源

平

の
古

戦

場

に
近

い
と
こ
ろ
か
ら
名

付

け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
西

側

の
境

界

を
神

戸

電

鉄

が
南

北

に
走

り
、

東

側

は
兵

庫

区

で
西

神

戸

有

料

道

路

が
走

っ
て
い
る
。

民

家

の
大

半

は
北

部

地

域

に
集

中

し
て
お
り
、
長

田

か

ら
源

平

町

に
行

く
に
は
、
す
べ
て
神

戸

電

鉄

の
ト
ン
ネ
ル

を
通

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
行

け
な
い
と
い
う
特

殊

な
地

形

に

な
っ
て
い
る
。
◆ 

      

滝

谷

町

（
た
き
た
に
ち
ょ
う
） 

長

田

村

滝

ケ
谷

の
古

字

か
ら
名

付

け
ら
れ
た
も
の
で
、 

昭

和

十

六(

一

九

四

一)

年

三

月

に
長

田

村

の
空

髭

、

空

髭

谷

、
市

後

谷

の
各

一

部

と
合

わ
せ
て
一

町

と
な
っ

た
。
兵

庫

区

滝

山

町

と
接

し
、
古

く
か
ら
滝

ケ
谷

山

と

呼

ば
れ
て
い
た
。 

 

町

は
、
西

を
神

戸

電

鉄

が
南

北

に
走

っ
て
お
り
、
丸

山

駅

が
あ
る
。
東

は
兵

庫

区

で
西

神

戸

有

料

道

路

が
走

り
、
交

通

手

段

は
神

戸

電

鉄

、
市

バ
ス
と
も
に
兵

庫

区

内

方

面

へ
と
な
っ
て
お
り
、
長

田

区

で
あ
り
な
が
ら
兵

庫

区

の
一

部

の
よ
う
な

特

殊

な
地

域

に
な
っ
て

い
る
。 

  

源
平
町

神
戸
電
鉄

西
神
戸
有
料
道
路

源
平
町

神
戸
電
鉄

西
神
戸
有
料
道
路

滝
谷
町

神
戸
電
鉄

丸
山
駅 滝

谷
町

神
戸
電
鉄

丸
山
駅
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丸

山

町

（
ま
る
や
ま
ち
ょ
う
） 

明

泉

寺

の
北

側

の
丸

山

が
開

発

さ
れ
た
際

に
「
丸

山

」
と
名

付

け
ら
れ
、
丸

山

遊

園

地

と
し
て
庶

民

の
憩

い

の
場

と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後

、
丸

山

病

院

や
各

種

福

祉

施

設

が
建

つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地

域

と
し
て
知

ら
れ
て
い

る
。 

 

町

は
、
西

側

に
長

田

箕

谷

線

が
、
東

側

に
市

バ
ス
四

系

統

が
走

っ
て
お
り
、
病

院

や
福

祉

施

設

が
集

中

し
て

い
る
た
め
、
周

辺

地

域

の
中

で
は
賑

わ
い
の
あ
る
地

域

で

あ
る
。
◆ 

        

東

丸

山

町

（
ひ
が
し
ま
る
や
ま
ち
ょ
う
） 

昭

和

十

六(

一

九

四

一)

年

三

月

、
長

田

村

か
ら
分

か
れ
た
も
の
で
、
明

泉

寺

の
北

側

の
独

立

し
た
山

が
開

発

さ
れ
た
際

に
「
丸

山

」
と
名

づ
け
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
東

を
「
東

丸

山

町

」
と
名

付

け
た
。 

 

町

は
、
西

に
市

バ
ス
四

系

統

の
バ
ス
が
南

北

に
走

り
、
東

は
苅

藻

川

が
境

界

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
中

央

部

は
小

高

い
丘

で
、
頂

上

に
は
テ
レ
ビ
中

継

放

送

所

が
あ
り
、
そ
の

丘

を
取

り
囲

む
よ
う
に
南

東

方

面

に
民

家

が
点

在

し
て

い
る
。
◆ 

        

丸
山
町

長
田
箕
谷
線

丸
山
町

長
田
箕
谷
線

苅
藻
川東

丸
山
町

苅
藻
川東

丸
山
町

苅
藻
川東

丸
山
町
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西

丸

山

町

（
に
し
ま
る
や
ま
ち
ょ
う
） 

昭

和

十

六(

一

九

四

一)

年

三

月

、
長

田

村

か
ら
分

か
れ
た
も
の
で
、
明

泉

寺

の
北

側

の
独

立

し
た
山

を
開

発

さ
れ
た
際

に
「
丸

山

」
と
名

付

け
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
北

を
「
西

丸

山

町

」
と
名

付

け
た
。 

 

町

は
、
西

に
市

バ
ス
四

系

統

の
北

行

き
が
、
中

央

に
南

行

き
が
走

り
、
東

は
苅

藻

川

が
境

界

と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
中

央

部

に
は
、
丸

山

小

学

校

・
丸

山

ひ
ば
り
幼

稚

園

が
あ
り
、
東

端

に
は
「
丸

山

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る
。

◆ 

        

堀

切

町

（
ほ
り
き
り
ち
ょ
う
） 

堀

切

は
、
地

面

を
掘

っ
て
切

り
通

し
た
掘

の
こ
と
で
、

旧

長

田

村

の
字

の
掘

切

か
ら
き
て
お
り
、
昭

和

十

六

(

一

九

四

一)

年

二

月

に
、
明

泉

寺

・
美

ノ
谷

・
口

一

里

山

の
各

一

部

が
含

ま
れ
名

付

け
ら
れ
た
。 

 

町

は
、
西

に
流

れ
る
川

は
大

日

川

（
美

ノ
谷

川

と
も
い

わ
れ
て
い
る
）
で
、
東

側

は
市

バ
ス
四

系

統

が
走

る
道

路

が
境

界

に
な
っ
て
い
る
。
地

形

的

に
は
小

高

い
丘

に
ら
せ
ん

状

に
民

家

が
点

在

し
て
い
る
。
◆ 

         

西
丸
山
町

苅
藻
川

西
丸
山
町

苅
藻
川

堀
切
町大

日
川

長
田
箕
谷
線

堀
切
町大

日
川

長
田
箕
谷
線
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明

泉

寺

町

（
み
ょ
う
せ
ん
じ
） 

明

泉

寺

町

の
名

は
、
こ
の
地

に
天

照

山

明

泉

寺

が
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
付

け
ら
れ
た
。
明

泉

寺

は
臨

済

宗

の
南

禅

寺

の
末

寺

で
、
本

尊

の
大

日

如

来

の
霊

験

を
た
た
え
た

記

録

も
多

く
、
一

般

に
は
寺

名

よ
り
も
「
大

日

寺

」
ま
た

は
「
大

日

さ
ん
」 
「
牛

の
寺

」
で
知

ら
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
東

に
苅

藻

川

が
、
西

に
大

日

川

が
南

側

で
合

流

し
、
中

央

に
は
ジ
グ
ザ
グ
に
市

バ
ス
四

系

統

が
走

っ
て
い

る
。
北

端

の
市

バ
ス
堀

切

バ
ス
停

近

く
に
は
、
今

か
ら
一

〇
〇
万

年

前

頃

に
、
六

甲

山

が
隆

起

し
た
と
い
わ
れ
る

衝

上

層

の
一

が
露

出

し
て
お
り
、
「
丸

山

衝

上

断

層

」
と

し
て
天

然

記

念

物

に
指

定

さ
れ
て
い
る
。
◆ 

      

長

田

天

神

町

（
な
が
た
て
ん
じ
ん
ち
ょ
う
） 

天

神

山

（
神

奈

備

山

）
は
、
古

代

の
神

ま
つ
り
の
た
め
、

清

浄

な
地

を
選

ん
で
、
神

の
降

臨

の
場

と
し
た
が
、
長

田

神

社

の
神

は
こ
の
山

へ
降

り
、
や
が
て
川

沿

い
に
里

へ
下

っ

た
と
い
う
い
い
つ
た
え
が
あ
り
、
そ
の
天

神

山

か
ら
名

付

け

ら
れ
た
。
須

磨

区

に
も
天

神

町

が
あ
る
の
で
、
頭

に
長

田

を
つ
け
、
長

田

天

神

町

と
し
た
。 

 

町

は
、
東

側

を
神

戸

電

鉄

が
走

り
長

田

駅

が
あ
る
。

西

は
苅

藻

川

が
流

れ
、
南

は
山

麓

線

が
東

西

に
走

っ
て

い
る
。 

        

大
日
川

苅
藻
川

明
泉
寺
町

大
日
川

苅
藻
川

明
泉
寺
町

神
戸
電
鉄

長
田
駅

苅
藻
川

長
田
天
神
町

山麓線

神
戸
電
鉄

長
田
駅

苅
藻
川

長
田
天
神
町

神
戸
電
鉄

長
田
駅

苅
藻
川

長
田
天
神
町

山麓線



 - 139 -

名

倉

町

（
な
ぐ
ら
ち
ょ
う
） 

元

は
「
名

倉

池

（
空

髭

池

）
が
あ
っ
た
地

域

で
、
昭

和

四

（
一

九

二

九

）
年

に
埋

め
ら
れ
て
名

倉

小

学

校

が
建

設

さ
れ
、
そ
の
際

に
名

倉

町

と
名

付

け
ら
れ
た
。 

 

名

倉

の
由

来

は
、
周

辺

の
地

形

か
ら
、
よ
く
地

崩

れ
が

起

こ
っ
た
場

所

で
、
ナ
グ
レ
ル
（
地

崩

れ
の
あ
っ
た
地

形

）
の

意

味

と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
北

を
苅

藻

川

が
流

れ
、
南

を
山

麓

線

が
東

西

に
走

っ
て
い
る
、
ラ
ク
ダ
の
こ
ぶ
の
よ
う
な
地

形

に
な
っ
て
い
る
。

苅

藻

川

沿

い
に
は
、
源

平

一

ノ
谷

合

戦

で
戦

死

し
た

「
平

盛

俊

の
碑

」
が
あ
る
。
◆ 

       

高

東

町

（
こ
う
と
う
ち
ょ
う
） 

高

取

山

の
東

（
正

確

に
は
北

々
東

）
に
あ
た
る
と
こ
ろ

か
ら
、
昭

和

十

六

（
一

九

四

一

）
年

に
長

田

村

口

一

里

山

・
爺

父

懐

・
焼

尾

の
各

一

部

が
一

町

と
な
っ
た
際

、
高

東

町

と
名

付

け
ら
れ
た
。 

 

町

は
、
北

側

か
ら
東

側

に
大

日

川

と
鹿

松

川

が
流

れ
、

平

行

し
て
長

田

箕

谷

線

が
走

っ
て
い
る
。
川

に
沿

っ
て
高

東

町

公

園

が
あ
り
、
丘

に
は
鵯

越

通

信

所

の
鉄

塔

（
長

者

町

）
が
そ
び
え
て
い
る
。 

         

苅
藻
川

名
倉
町

山
麓

線

苅
藻
川

名
倉
町

山
麓

線

高東町

長田箕谷線

大
日
川

鹿松川

高東町

長田箕谷線

大
日
川

鹿松川
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長

者

町

（
ち
ょ
う
じ
ゃ
ま
ち
） 

 
昭

和

十

六

（
一

九

四

一

）
年

三

月

に
長

田

村

口

一

里

山

・
焼

尾

の
各

一

部

が
一

町

に
な
っ
た
際

、
名

付

け
ら

れ
た
。
長

田

の
神

の
斉

主

、
長

姫

長

者

の
伝

説

に
も
と
づ

い
て
名

付

け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
東

側

に
長

田

箕

谷

線

と
大

日

川

が
あ
り
、
西

側

は
須

磨

と
の

境

界

、
南

側

は

高

取

山

と
隣

接

し
た
地

形

に

な
っ
て
い
る
。
民

家

は
長

田

箕

谷

線

沿

い
に
集

中

し
て
お
り
、

大

半

は
高

取

山

の
裏

山

と
な

っ
て
い
る
。 

 

池

田

宮

町

（
い
け
だ
み
や
ま
ち
） 

旧

池

田

村

の
梅

木

畑

、
コ
イ
シ
、
引

谷

、
蛇

持

に
ま
た

が
る
地

域

を
一

町

と
し
た
の
が
池

田

宮

町

で
、
江

戸

時

代

の
「
伊

勢

講

」
の
お
宮

さ
ん
が
、
明

治

二

十

（
一

八

八

七

）
年

ご
ろ
、
こ
の
地

区

に
あ
る
天

照

大

皇

神

宮

へ
合

祀

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
名

付

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
高

取

山

の
山

道

の
一

部

に
な
っ
て
お
り
、
住

宅

は
な
く
人

も
住

ん
で
い
な
い
。 

          

大
日
川

長
田
箕
谷
線長者町

大
日
川

長
田
箕
谷
線長者町

長
田
箕
谷
線

大
日
川

池田宮町

長
田
箕
谷
線

大
日
川

池田宮町
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池

田

惣

町

（
い
け
だ
そ
う
ま
ち
） 

 

字

惣

谷

、
コ
フ
リ
ウ
、
谷

畠

を
一

町

と
し
た
の
が
池

田

惣

町

で
、
旧

池

田

村

の
谷

畠

を
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
も

と
は
入

会

地

で
あ
っ
た
。
町

は
、
高

取

山

の
山

道

の
一

部

に
な
っ
て
お
り
、
住

宅

は

な
く
人

も
住

ん
で
い
な
い
。 

 

高

取

山

町

（
た
か
と
り
や
ま
ち
ょ
う
） 

高

取

山

は
、
神

功

皇

后

が
新

羅

遠

征

の
帰

還

の
際

に
、
神

奈

備

（
山

の
神

と
し
て
崇

め
た
神

体

山

の
意

味

）

と
し
て
奉

斎

し
た
と
い
わ
れ
、
山

を
撫

で
た
た
め
そ
の
名

が

付

い
た
と
い
わ
れ
、
高

取

山

町

は
そ
の
名

を
町

名

に
付

け

た
も
の
で
あ
る
。 

高

取

山

町

北

部

は
、
高

取

神

社

を
中

心

と
し
て
各

登

山

道

が
あ
り
、
早

朝

登

山

な
ど
多

く
の
市

民

の
オ
ア

シ
ス
と
な
っ
て
い
る
。 

高

取

山

町

南

部

は
、
高

取

山

の
南

登

山

口

に
あ
た

る
と
こ
ろ
で
、
南

境

界

の
山

麓

線

か
ら
高

取

登

山

口

ま

で
の
間

に
民

家

が
建

ち
並

ん
で
い
る
。 

               

池田惣町池田惣町

高取山町

山麓線

南部高取山町

山麓線

高取山町高取山町

山麓線

南部

高取山町

北部

高取山町高取山町高取山町

北部
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林

山

（
は
や
し
や
ま
）
町 

昭

和

十

六

（
一

九

四

一

）
年

三

月

、
長

田

村

の
碁

石

・
薮

ノ
内

・
寺

ノ
内

・
於

々
古

谷

・
美

野

谷

が
一

町

に

な
り
名

付

け
ら
れ
た
も
の
で
特

別

の
意

味

は
な
く
、
こ
の

周

辺

に
は
丘

の
よ
う
な
山

が
多

く
あ
る
こ
と
か
ら
、
木

が

多

く
茂

っ
た
山

の
意

味

と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
北

は
高

取

山

の
裾

野

で
、
東

は
大

日

川

が
境

界

と
な
っ
て
い
る
。
東

沿

い
に
長

田

箕

谷

線

が
走

っ
て
お
り
、

そ
の
両

側

に
民

家

が
建

ち
並

び
そ
の

西

側

に
「
神

戸

学

院

女

子

短

期

大

学

」
（
神

戸

学

院

大

学

と
統

合

予

定

）
が
あ
る
。 

   

西

山

（
に
し
や
ま
）
町 

大

正

十

一

（
一

九

二

二

）
年

十

二

月

に
、
長

田

村

の

上

所

・
水

谷

・
西

浦

・
赤

松

・
下

碁

石

・
瀧

山

か
ら
一

町

と
し
た
。
西

山

と
は
、
長

田

の
中

心

か
ら
見

て
西

の
丘

陵

と
い
う
意

味

と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
山

麓

線

を
中

央

に
挟

ん
で
南

北

に
分

断

さ
れ

て
い
る
。
北

に
は
西

山

公

園

や
高

取

山

に
通

じ
る
登

山

口

が
あ
り
、
南

側

に
は
長

田

小

学

校

・
神

戸

学

院

大

学

法

科

大

学

院

・
長

田

墓

地

・
福

聚

寺

な
ど
が
あ
る
。 

         

大
日
川

林山町

長
田
箕
谷
線

大
日
川

林山町

長
田
箕
谷
線

西山町

山
麓
線

西山町

山
麓
線
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宮

丘

町

（
み
や
お
か
ち
ょ
う
） 

昭

和

四

十

九

（
一

九

七

四

）
年

八

月

の
住

居

表

示

改

正

で
、
池

田

宮

町

、
池

田

丘

町

、
池

田

惣

町

、
西

山

町

二

丁

目

の
各

一

部

を
合

わ
せ
て
一

町

と
な
っ
た
。

四

町

の
う
ち
、
世

帯

数

の
多

い
宮

町

と
丘

町

か
ら
一

字

ず
つ
採

っ
て
「
宮

丘

町

」
に
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
南

に
山

麓

線

が
東

西

に
走

っ
て
お
り
、
東

の
境

界

沿

い

は
高

取

山

の
宮

丘

町

か
ら
の
登

山

道

に
な
っ
て
い
る
。 

   

長

尾

町

（
な
が
お
ち
ょ
う
） 

 

昭

和

三

十

二

（
一

九

五

七

）
年

八

月

に
、
も
と
西

代

村

の
長

尾

・
小

池

ノ
内

・
柳

谷

・
轟

谷

が
一

町

と
な
り
長

尾

町

と
な
っ
た
。
旧

字

長

尾

の
一

部

は
高

取

山

町

に
も

入

っ
て
い
る
が
、
ナ
ガ
オ
の
オ
は
、
「
尾

っ
ぽ
」
、
つ
ま
り
山

（
高

取

山

）
の
尾

を
長

く
ひ
い
て
い
る
、
と
い
う
意

味

と
い
わ
れ

て
い
る
。
突

き
出

た
端

の
地

形

を
「
オ
」
と
い
い
、
山

麓

が
そ

の
ま
ま
長

く
張

り
出

し
た
形

で
、
こ
の
尾

は
平

和

台

町

、

庄

山

町

ま
で
続

い
て
い
る
。 

 

町

は
、
中

央

を
東

西

に
山

麓

線

が
走

っ
て
お
り
、
北

側

は
育

英

高

校

や
一

戸

建

て
の
住

宅

群

で
南

側

は
社

宅

や
団

地

が
建

ち
並

ん
で
い
る
。
◆ 

          

山麓線

宮丘町

山麓線

宮丘町

長尾町

山
麓
線

長尾町

山
麓
線
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平

和

台

町

（
へ
い
わ
だ
い
ち
ょ
う
） 

昭

和

二

十

七

（
一

九

五

二

）
年

三

月

、
西

代

村

の

上

西

ノ
谷

・
中

西

ノ
谷

・
下

西

ノ
谷

・
西

ノ
谷

・
西

山

・

中

ノ
庄

池

下

・
柳

谷

が
一

町

と
な
っ
て
平

和

台

町

に
な
っ

た
。
戦

後

と
い
う
こ
と
で
旧

名

か
ら
名

付

け
ず
、
新

し
い

名

前

が
付

け
ら
れ
た
。 

 

町

は
、
西

が
須

磨

区

と
の
境

界

で
、
真

ん
中

を
南

北

に

山

麓

線

が
分

断

し
て
い
る
地

域

で
あ
る
。 

          

                  

山
麓
線

平和台町 山
麓
線

平和台町
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二

． 

中

部

地

域 

 
2 8
重

池

町 
 

 
 

 

2 9
房

王

寺

町 
 

3 0
大

丸

町 

3 1
前

原

町 
 

 
 

 

3 2
寺

池

町 
 

 
 

3 3
片

山

町 
 

3 4
大

塚

町 
 

 
 

 

3 5
長

田

町 
 

 
 

3 6
宮

川

町 

3 7
上

池

田 
 

 
 

 

3 8
池

田

谷

町 
 

3 9
池

田

寺

町 

4 0
池

田

広

町 
 

 
4 1
池

田

経

町 
 

4 2
池

田

新

町 

4 3
池

田

塩

町 
 

 

4 4
池

田

上

町 
 

4 5
大

谷

町 

4 6
五

位

ノ
池

町 
 

4 7
蓮

宮

通 
 

 
 

4 8
御

船

通 

4 9
蓮

池

町 
 

 
 

 

5 0
山

下

町 
 

 
 

5 1
庄

山

町 
 

 

5 2
戸

崎

通 
 

 
 

 

5 3
西

代

通 
 

 
 

5 4
七

番

町 

5 5
六

番

町 
 

 
 

 

5 6
五

番

町 
 

 
 

5 7
四

番

町 

5 8
三

番

町 
 

 
 

 

5 9
二

番

町 

     

                  
山麓線

２９

３０
２８３３

３４
３５

３６

３２
３７

３８
３９

４１

５９
５８

５７

５４

５５ ５６

４０
４８

４９

４７

４４

４２

４３

４５
４６

５１

５０
５２

５３

３１

山麓線

２９

３０
２８３３

３４
３５

３６

３２
３７

３８
３９

４１

５９
５８

５７

５４

５５ ５６

４０
４８

４９

４７

４４

４２

４３

４５
４６

５１

５０
５２

５３

３１
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重

池

町

（
お
も
い
け
ち
ょ
う
） 

昭

和

五

（
一

九

三

〇
）
年

十

一

月

に
、
長

田

村

の
重

池

・
畑

田

・
下

重

池

・
房

王

寺

谷

の
一

部

が
一

町

に
な
っ

た
際

に
名

付

け
ら
れ
た
。
傾

斜

地

に
あ
る
数

個

の
池

を

下

か
ら
眺

め
る
と
、
池

が
重

な
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
の

で
「
重

ね
池

」
と
呼

ん
で
い
た
の
が
、
い
つ
し
か
重

池

に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
東

が
兵

庫

区

と
の
境

界

に
な
っ
て
お
り
、
南

東

の

境

に
は
兵

庫

か
ら
流

れ
る
新

湊

川

隊

道

の
出

口

が
あ
る
。

◆ 

        

房

王

寺

町

（
ぼ
う
お
う
じ
ち
ょ
う
） 

長

田

村

の
釜

ケ
谷

・
兎

谷

・
前

原

・
重

池

・
下

垂

池

・

兎

谷

口

・
大

丸

・
笠

灰

・
名

倉

谷

・
空

髭

の
一

部

が
一

町

に
な
っ
た
際

に
名

付

け
ら
れ
た
が
、
そ
の
中

に
は
房

王

寺

の
名

は
な
い
。
東

隣

の
重

池

町

の
旧

字

に
、
房

王

寺

谷

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
付

近

に
寺

院

が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
房

王

寺

と
名

付

け
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
東

側

に
兵

庫

区

と
の
境

界

が
あ
り
、
神

戸

電

鉄

と
山

麓

線

が
交

差

し
て
町

内

を
南

北

に
分

断

し
て
い

る
地

域

で
、
市

営

住

宅

が
多

く
、
名

倉

小

学

校

や
県

立

夢

野

台

高

校

な
ど
が
あ
る
。
◆ 

       

重
池
町

新
湊
川

神戸電鉄

重
池
町

新
湊
川

神戸電鉄

神
戸
電
鉄

山麓線

房
王
子
町

神
戸
電
鉄

山麓線

房
王
子
町
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大

丸

町

（
だ
い
ま
る
ち
ょ
う
） 

旧

字

名

で
は
、
兎

谷

・
兎

谷

口

・
杓

ノ
池

・
宮

池

・
細

谷

・
名

倉

谷

・
空

髭

と
、
も
と
名

倉

町

だ
っ
た
一

部

を
含

み
、
昭

和

五

十

五

（
一

九

八

〇
）
年

に
大

丸

町

と
名

付

け
ら
れ
た
。
大

丸

の
由

来

は
特

に
な
い
が
、
周

辺

の
地

形

か
ら
見

て
、
円

形

の
丘

陵

の
意

味

と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
山

麓

線

か
ら
南

に
伸

び
た
地

形

で
、
中

央

付

近

に
丸

山

中

学

校

と
大

丸

山

公

園

が
あ
る
。
◆ 

          

前

原

町

（
ま
え
ば
ら
ち
ょ
う
） 

昭

和

五

（
一

九

三

〇
）
年

十

一

月

に
、
長

田

村

の
塔

ノ
本

・
室

ノ
内

・
前

原

・
釜

ケ
谷

・
幸

池

・
率

池

谷

・
鬼

谷

・
杓

ノ
池

・
寺

池

西

が
前

原

町

に
な
っ
た
。
前

原

は
平

安

時

代

の
郡

家

（
郡

の
役

所

）
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

町

は
、
南

に
新

湊

川

が
東

西

に
流

れ
、
町

内

に
は
室

内

小

学

校

が
あ
る
住

宅

地

域

で
あ
る
。
◆ 

           

大
丸
町

山
麓

線

大
丸
町

山
麓

線

前
原
町

新湊川

前
原
町

新湊川
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寺

池

町

（
て
ら
い
け
ち
ょ
う
） 

昭

和

五

（
一

九

三

〇
）
年

十

一

月

に
、
長

田

村

の
前

原

・
室

ノ
内

・
上

州

六

、
寺

池

・
寺

池

谷

・
兎

谷

・
杓

ノ

池

・
寺

池

西

が
「
寺

池

町

」
と
な
っ
た
。 

 

町

は
、
南

に
新

湊

川

が
東

西

に
流

れ
、
南

西

角

の
「
三

六

橋

」
は
昔

の
条

理

の
名

残

を
残

し
た
橋

名

で
あ
る
。
町

内

に
は
県

立

兵

庫

高

校

・
湊

川

高

校

が
あ
る
住

宅

地

域

で
あ
る
。
◆ 

          

片

山

町

（
か
た
や
ま
ち
ょ
う
） 

長

田

村

の
小

字

に
「
片

山

」
が
あ
り
、
そ
の
名

を
と
っ
て
、

大

正

八

（
一

九

一

九

）
年

六

月

に
名

付

け
ら
れ
た
。 

片

山

と
は
、
宮

川

（
苅

藻

川

）
を
は
さ
ん
で
東

側

の
丘

陵

、

つ
ま
り
片

一

方

の
山

の
意

味

と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
北

を
山

麓

線

、
南

を
新

湊

川

に
挟

ま
れ
た
縦

に
長

い
住

宅

地

域

で
あ
る
。
◆ 

           

寺
池
町

新湊川

寺
池
町

新湊川

山
麓

線

片
山
町

新湊川

山
麓

線

片
山
町

新湊川
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大

塚

町

（
お
お
つ
か
ち
ょ
う
） 

長

田

村

の
山

崎

、
角

地

、
尾

向

牛

な
ど
を
一

町

と
し

て
名

付

け
ら
れ
た
。
古

墳

（
塚

）
が
点

々
と
あ
っ
た
こ
と
か

ら
町

名

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
古

墳

は
現

在

は
な
い
。 

 

町

は
、
北

を
山

麓

線

、
南

を
新

湊

川

に
挟

ま
れ
た
縦

に
長

い
三

味

線

の
よ
う
な
地

形

で
、
南

西

側

沿

い
に
商

業

が
集

積

し
て
い
る
地

域

で
あ
る
。
◆ 

           

長

田

町

（
な
が
た
ち
ょ
う
） 

大

正

十

一

（
一

九

二

二

）
年

十

二

月

に
、
長

田

村

の

界

地

・
構

口

・
中

島

が
一

町

と
な
っ
て
名

付

け
ら
れ
た
。

こ
の
地

域

に
は
長

田

神

社

が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
由

緒

あ
る

町

名

が
付

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
北

を
山

麓

線

、
南

を
新

湊

川

、
西

は
苅

藻

川

に
挟

ま
れ
た
縦

に
長

い
地

形

で
、
町

内

に
は
長

田

神

社

や
宮

川

小

学

校

な
ど
が
あ
る
。
◆ 

          

大
塚
町

新湊川

山麓線

大
塚
町

新湊川

山麓線

苅
藻
川

長
田
町

山麓線

新
湊
川

苅
藻
川

長
田
町

山麓線

新
湊
川
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宮

川

町

（
み
や
が
わ
ち
ょ
う
） 

宮

川

町

は
、
川

沿

い
の
細

長

い
地

域

で
、
苅

藻

川

（
新

湊

川

）
の
長

田

神

社

わ
き
を
流

れ
る
部

分

が
「
宮

川

」
と
呼

ば
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
付

け
ら
れ
た
。 

 

町

は
、
北

の
山

麓

線

か
ら
南

に
流

れ
る
苅

藻

川

の
左

右

に
蛇

行

し
な
が
ら
沿

っ
た
地

形

で
、
非

常

に
橋

の
多

い

住

宅

街

で
あ
る
。
◆ 

           

上

池

田

（
か
み
い
け
だ
） 

 

戦

後

の
昭

和

二

十

四

（
一

九

四

九

）
年

九

月

、
池

田

村

か
ら
上

に
つ
く
町

に
、
新

し
い
町

名

を
つ
け
る
こ
と
に

な
り
、
旧

池

田

村

の
一

〇
町

は
新

し
い
名

前

を
つ
け
た
が
、

町

名

改

正

の
告

示

と
同

時

に
異

議

を
申

し
立

て
、
現

在

も
そ
の
ま
ま
の
町

名

に
な
っ
て
い
る
。 

 

町

は
、
北

側

を
東

西

に
山

麓

線

が
走

っ
て
お
り
、
池

田

の
名

が
つ
く
町

の
中

で
は
最

大

の
面

積

・
人

口

で
あ
る
。

◆ 

         

山麓線

上池田

山麓線

上池田

苅
藻
川

宮
川
町

山麓線

苅
藻
川

宮
川
町

山麓線
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池

田

谷

町

（
い
け
だ
た
に
ま
ち
） 

蛇

持

の
一

部

と
、
谷

川

・
半

三

郎

・
コ
フ
リ
ウ
・
山

ノ

谷

を
一

町

と
し
た
の
が
池

田

谷

町

で
、
苅

藻

川

に
近

く
、

そ
れ
に
向

っ
て
傾

斜

し
た
地

形

か
ら
名

付

け
ら
れ
た
。 

 

町

は
、
四

角

い
形

を
し
て
お
り
、
長

田

高

校

・
長

田

商

業

高

校

・
青

雲

高

校

・
上

池

田

交

番

所

・
池

田

会

館

だ
け
の
地

域

で
あ
る
。
◆ 

   

池

田

寺

町

（
い
け
だ
て
ら
ま
ち
） 

 

昭

和

四

（
一

九

二

九

）
年

九

月

に
、
池

田

寺

町

・
池

田

上

町

が
、
そ
れ
ぞ
れ
一

町

と
し
て
分

か
れ
、
寺

町

・
上

町

と
な
っ
た
。
寺

町

は
、
字

野

々
内

に
妙

楽

寺

と
い
う
寺

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
名

付

け
ら
れ
た
。 

 

町

は
、
池

田

経

町

を
取

り
囲

ん
だ
三

日

月

の
よ
う
な

地

形

で
、
北

側

の
長

田

高

校

と
の
境

に
は
、
長

田

高

校

の
グ
ラ
ン
ド
に
通

じ
る
陸

橋

が
横

断

し
て
い
る
。 

池

田

広

町

（
い
け
だ
ひ
ろ
ま
ち
） 

 

も
と
は
池

田

村

で
、
池

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
か
ら

名

付

け
ら
れ
た
。
明

治

二

十

二

（
一

八

八

九

）
年

二

月

に
須

磨

村

に
分

離

さ
れ
た
が
、
明

治

二

十

九

（
一

八

九

六

）
年

に
須

磨

村

の
う
ち
池

田

村

だ
け
が
神

戸

市

に
編

入

さ
れ
、
大

正

九

（
一

九

二

〇
）
年

十

二

月

に
、
池

田

広

町

が
一

町

と
し
て
最

初

に
独

立

し
た
。
旧

池

田

村

の

小

字

「
門

田

」
を
町

域

に
し
て
い
る
が
、
当

初

は
、
野

々

内

・
広

長

・
門

田

・
東

畑

・
水

取

・
大

田

を
抱

え
て
い
た
た

め
、
広

町

と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
◆ 

        

池田谷町池田谷町

池
田
寺
町

池
田
寺
町

池
田
広
町

池
田
広
町
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池

田

経

町

（
い
け
だ
き
ょ
う
ま
ち
） 

字

観

音

山

の
内

カ
イ
チ
（
内

垣

内

の
こ
と
）
を
含

む
池

田

経

町

は
、
池

田

寺

町

の
西

隣

に
あ
る
妙

楽

寺

が
あ
り
、

そ
の
読

経

か
ら
経

町

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
九

割

以

上

が
長

田

高

校

の
グ
ラ
ン
ド
と
観

音

山

公

園

に
な
っ
て
い
る
。
◆ 

     

池

田

新

町

（
い
け
だ
し
ん
ま
ち
） 

旧

池

田

村

の
一

部

か
ら
一

町

と
し
た
池

田

新

町

は
、

特

に
古

来

か
ら
の
字

名

を
使

わ
ず
に
新

し
い
町

と
い
う
こ

と
で
名

付

け
ら
れ
た
。 

 

町

は
、
長

田

区

の
中

で
最

小

の
地

域

で
、
南

側

の
境

界

は
家

の
間

を
ジ
グ
ザ
グ
に
抜

け
る
複

雑

な
地

形

で
あ

る
。 

池

田

塩

町

（
い
け
だ
し
お
ま
ち
）  

 

旧

字

塩

ケ
池

周

辺

を
一

町

と
し
た
の
が
池

田

塩

町

で
、
シ
オ
は
、
ク
サ
ビ
形

の
谷

の
奥

と
い
う
意

味

と
も
い
わ

れ
て
お
り
、
塩

ケ
池

と
は
、
六

甲

山

系

に
よ
く
見

ら
れ
る

塩

分

を
含

ん
だ
水

を
た
た
え
た
池

と
い
う
意

味

だ
と
思

わ
れ
る
。
新

町

の
次

に
小

さ
く
、
扇

の
形

を
し
て
い
る
。
◆ 

       

池

田

上

町

（
い
け
だ
う
え
ま
ち
） 

昭

和

四

（
一

九

二

九

）
年

九

月

に
、
池

田

寺

町

・
池

田

上

町

が
、
そ
れ
ぞ
れ
一

町

と
し
て
分

か
れ
、
西

国

街

道

沿

い
の
北

側

（
上

）
に
あ
る
こ
と
か
ら
名

付

け
ら
れ
た
。 

 
町

は
、
天

秤

の
よ
う
な
地

形

で
、
西

に
常

盤

女

子

高

校

が
、
東

に
池

田

小

学

校

が
あ
る
。 

池
田
経
町

池
田
経
町

池田新町池田新町

池田塩町池田塩町

池田上町池田上町
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大

谷

（
お
お
た
に
）
町 

大

正

十

一

（
一

九

二

二

）
年

三

月

に
、
も
と
西

代

村

の
大

谷

・
上

大

谷

・
西

大

谷

・
東

大

谷

・
大

谷

山

が
一

町

と
な
っ
て
大

谷

町

に
な
っ
た
。
大

谷

と
は
、
大

き
な
谷

と

い
う
意

で
、
特

に
い
わ
れ
な
ど
は
な
い
。 

 

町

は
、
北

の
山

麓

線

の
近

く
か
ら
南

は
中

央

幹

線

ま

で
、
縦

長

に
丘

の
斜

面

に
住

宅

や
学

校

が
連

な
る
地

域

で
あ
る
。
◆ 

          

五

位

ノ
池

（
ご
い
の
い
け
）
町 

天

正

二

十

（
一

五

九

二

）
年

の
古

文

書

に
「
五

位

ノ

池

」
の
名

が
見

え
、
ゴ
イ
サ
ギ
が
よ
く
集

ま
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

付

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

サ
ギ
に
五

位

（
昇

殿

を
許

さ
れ
る
老

の
最

下

位

）
が
つ
い

た
由

来

は
、
後

醍

醐

天

皇

が
神

泉

苑

で
サ
ギ
を
役

人

に

捕

ま
え
る
よ
う
命

令

し
た
が
、
サ
ギ
は
空

へ
舞

い
上

が
ろ

う
と
し
た
た
め
、
「
勅

命

で
あ
る
ぞ
」
と
叫

ぶ
と
、
サ
ギ
は
た

ち
ま
ち
元

に
帰

り
、
神

妙

に
羽

根

を
垂

れ
た
と
い
う
伝

説

に
よ
る
。
◆ 

 
 

       

大
谷
町

中央幹線

大
谷
町

中央幹線

山麓線

五位ノ池町

山麓線

五位ノ池町
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蓮

宮

通

（
は
す
み
や
ど
お
り
） 

旧

池

田

村

と
西

代

村

に
属

し
て
い
た
蓮

池

は
、
実

測

面

積

一

七

，
四

〇
〇
坪

の
大

池

で
、
行

基

菩

薩

が
、
こ

の
地

方

の
潅

漑

用

水

と
し
て
、
入

功

徳

水

に
か
た
ど
っ
て

築

い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
蓮

の
池

の
名

が
つ
い
た
と
い
わ
れ
、
昭

和

六

（
一

九

三

一

）
年

七

月

に
埋

め
立

て
ら
れ
た
。
蓮

宮

町

は
、
蓮

池

の
北

に
あ
っ
た
「
蓮

の
宮

」
か
ら
名

付

け
ら

れ
た
。
◆ 

          

御

船

通

（
み
ふ
ね
ど
お
り
） 

旧

長

田

区

役

所

や
現

在

の
長

田

税

務

署

東

の
公

園

内

に
「
御

船

山

旧

跡

」
の
碑

が
あ
る
が
、
そ
の
御

船

山

の

御

船

を
町

名

に
付

け
た
。
御

船

山

は
長

田

神

社

の
付

属

地

で
、
神

功

皇

后

が
船

を
着

け
た
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は

船

具

を
埋

め
た
と
こ
ろ
と
い
う
い
い
つ
た
え
が
あ
る
。 

 

町

は
、
東

に
新

湊

川

が
流

れ
て
お
り
、
西

は
蓮

池

町

の

西

代

の
野

球

場

跡

地

に
隣

接

し
て
い
る
。
◆ 

          

蓮宮通
新
湊
川

蓮宮通
新
湊
川

御船通
新
湊
川御船通
新
湊
川
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蓮

池

町

（
は
す
い
け
） 

昔

か
ら
あ
っ
た
蓮

池

を
そ
の
ま
ま
町

名

に
し
て
名

付

け

ら
れ
た
。
旧

池

田

村

と
西

代

村

に
属

し
て
い
た
蓮

池

は
、

実

測

面

積

一

七

，
四

〇
〇
坪

の
大

池

で
、
行

基

菩

薩

が
、
こ
の
地

方

の
潅

漑

用

水

と
し
て
、
入

功

徳

水

に
か
た

ど
っ
て
築

い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
蓮

の
池

の
名

が
つ
い
た
と
い
わ

れ
、
昭

和

六

（
一

九

三

一

）
年

七

月

に
埋

め
立

て
ら
れ

た
。 

 

町

は
、
南

の
中

央

幹

線

沿

い
に
あ
り
、
元

の
西

代

野

球

場

が
あ
っ
た
所

で
、
現

在

は
そ
の
跡

地

と
県

立

文

化

体

育

館

が
あ
る
。
◆ 

       

山

下

町

（
や
ま
し
た
ち
ょ
う
） 

大

正

十

一

（
一

九

二

二

）
年

三

月

に
、
西

代

村

の
薮

添

・
東

・
荘

山

・
山

下

・
ウ
シ
ロ
・
か
ら
か
ら
・
八

幡

前

・
八

幡

西

・
ト
サ
キ
が
一

町

と
な
り
、
旧

字

の
山

下

を
と
っ
て

名

付

け
ら
れ
た
。
荘

山

は
庄

の
入

会

山

で
、
山

下

は
そ
の

ふ
も
と
、
の
意

味

と
思

わ
れ
る
。 

町

は
、
南

に
元

山

陽

電

車

の
軌

道

が
東

西

に
走

っ
て

い
た
地

域

で
あ
る
。
◆ 

          

中央幹線

蓮池町

中央幹線

蓮池町

山下町
中
央
幹
線

山下町
中
央
幹
線
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戸

崎

通

（
と
ざ
き
ど
お
り
） 

大

正

十

一

（
一

九

二

二

）
年

三

月

に
、
も
と
西

代

村

の
ウ
シ
ロ
・
小

幡

前

・
か
ら
か
ら
・
上

替

地

・
西

替

地

・
西

端

・
ト
サ
キ
・
そ
れ
に
板

宿

の
平

田

の
一

部

が
一

町

と
な

り
、
戸

崎

通

と
な
っ
た
。
ト
サ
キ
の
サ
キ
は
、
突

き
出

た
地

形

の
意

味

で
、
ト
は
、
瀬

戸

の
鳴

門

、
音

戸

と
同

様

、
同

方

か
ら
せ
ま
ら
れ
た
狭

い
場

所

を
指

す
古

語

で
あ
る
。
◆ 

           

庄

山

町

（
し
ょ
う
や
ま
ち
ょ
う
） 

大

正

十

二

（
一

九

二

三

）
年

十

二

月

に
、
か
つ
て
板

宿

の
平

田

・
下

平

田

・
庄

山

・
走

り
上

り
・
立

岬

・
亀

ケ

池

下

・
亀

ケ
池

・
小

林

・
姥

ケ
家

・
池

ノ
内

と
呼

ば
れ
た

地

域

が
庄

山

町

と
名

付

け
ら
れ
た
。
旧

字

に
よ
る
も
の

で
「
庄

山

」
は
、
庄

の
山

と
い
う
意

味

と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
西

が
須

磨

区

と
の
境

界

、
山

麓

線

や
南

北

道

で
三

つ
に
分

け
ら
れ
た
よ
う
な
地

域

で
、
町

内

に
は
源

平

一

ノ
谷

合

戦

で
戦

死

し
た
「
平

盛

俊

堂

」
が
あ
る
。
◆ 

         

戸崎通戸崎通

山麓線

庄
山
町

山麓線

庄
山
町
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西

代

通

（
に
し
だ
い
ど
お
り
） 

大

正

十

一

（
一

九

二

二

）
年

三

月

に
、
も
と
西

代

村

の
薮

添

・
東

・
山

下

・
西

・
西

替

地

・
上

替

地

・
西

端

が

一

町

と
な
っ
て
西

代

通

に
な
っ
た
。
斉

田

に
西

代

の
字

を

充

て
た
と
い
う
説

や
、
ダ
イ
は
、
河

沿

い
、
海

沿

い
の
段

丘

の
よ
う
な
、
上

の
平

ら
な
高

地

の
意

味

で
あ
る
と
い
う
説

、

代

は
、
組

と
か
坪

と
か
区

と
か
に
該

当

し
、
耕

地

の
一

区

画

を
シ
ロ
（
代

）
と
い
っ
た
か
ら
と
い
う
説

な
ど
が
あ
る
。 

 

町

は
、
南

に
中

央

幹

線

が
走

っ
て
お
り
、
四

丁

目

は
阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
、
震

災

復

興

の
区

画

整

理

事

業

が
行

わ
れ
て
い
る
。
◆ 

       

七

番

町

（
な
な
ば
ん
ち
ょ
う
） 

明

治

三

十

四

（
一

九

〇
一

）
年

に
、
湊

川

を
苅

藻

川

に
付

替

え
、
新

湊

川

と
し
て
完

成

し
た
の
を
機

に
、
南

側

一

帯

を
区

画

整

理

す
る
こ
と
に
な
り
、
明

治

四

十

（
一

九

〇
七

）
年

に
完

成

し
た
際

に
、
南

か
ら
順

に1

番

町

か

ら
七

番

町

と
名

付

け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
も
と
江

戸

城

警

備

を
任

と
し
た
番

衆

が
住

ん
で
い
た
、
東

京

の1

番

町

か

ら
六

番

町

に
ち
な
ん
だ
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

明

治

初

期

は
、
い
ま
の
四

番

町

あ
た
り
が
西

野

村

と

呼

ば
れ
、
こ
の
辺

り
の
古

い
字

に
、
桧

門

田

・
六

の
坪

・
鳥

居

前

・
一

の
坪

・
二

の
坪

・
堂

の
前

・
塔

の
本

・
上

州

六

・

下

村

六

・
大

門

・
東

大

門

・
下

宮

の
前

・
宮

の
前

・
室

内

な
ど
が
あ
り
、
平

安

時

代

の
郡

家

（
郡

の
役

所

）
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

    
 

中央幹線

西代通

中央幹線

西代通

新湊川

七番町

新湊川

七番町
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六

番

町

（
ろ
く
ば
ん
ち
ょ
う
） 

 
町

は
、
北

側

を
東

西

に
新

湊

川

が
流

れ
て
い
る
ロ
ケ
ッ

ト
の
よ
う
な
形

を
し
た
東

西

に
細

長

い
地

形

で
、
住

商

工

混

在

の
地

域

で
あ
る
。 

五

番

町

（
ご
ば
ん
ち
ょ
う
） 

 

町

は
、
東

が
兵

庫

区

の
境

界

で
西

は
新

湊

川

ま
で
の

東

西

に
細

長

い
地

形

で
、
住

商

工

混

在

の
地

域

で
あ

る
。 四

番

町

（
よ
ん
ば
ん
ち
ょ
う
） 

 

町

は
、
山

手

幹

線

の
南

を
東

西

に
添

っ
た
地

形

で
、
市

営

住

宅

の
多

い
地

域

で
あ
る
。 

三

番

町

（
さ
ん
ば
ん
ち
ょ
う
） 

 

町

は
、
西

の
先

端

が
中

央

幹

線

の
開

通

に
よ
っ
て
、
斜

め
に
切

り
取

ら
れ
た
地

形

を
し
て
い
る
。 

二

番

町

（
に
ば
ん
ち
ょ
う
） 

 

町

は
、
中

央

幹

線

が
斜

め
に
縦

断

し
二

丁

目

と
三

丁

目

の
間

で
分

断

さ
れ
た
地

形

で
あ
る
。 

 

                  

新湊川
六番町

新湊川
六番町

新
湊
川

山手幹線

五番町

新
湊
川

山手幹線

五番町

新
湊
川

山手幹線

五番町

中央幹線

山手幹線

四番町
地下鉄長田駅

中央幹線

山手幹線

四番町
地下鉄長田駅

三番町中央幹線
三番町中央幹線

中央幹線

二番町

中央幹線

二番町
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三

． 

南

部

地

域 

 
6 0
一

番

町 
 

 
 

6 1
北

町 
 

 
 

 
 

 

6 2
御

蔵

通 

6 3
菅

原

通 
 

 
 

6 4
大

道

通 
 

 
 

6 5
川

西

通 
 

6 6
細

田

町 
 

 
 

6 7
神

楽

町 
 

 
 

6 8
御

屋

敷

通 

6 9
水

笠

通 
 

 
 

7 0
松

野

通 
 

 
 

7 1
梅

ケ
香

町 

7 2
東

尻

池

町 
 

 
7 3
東

尻

池

新

町 

7 4
真

野

町 

7 5
浜

添

通 
 

 
 

7 6
苅

藻

通 
 

 
 

7 7
西

尻

池

町 

7 8
苅

藻

島

町 
 

 

7 9
若

松

町 
 

 
 

8 0
大

橋

町 

8 1
腕

塚

町 
 

 
 

8 2
久

保

町 
 

 
 

8 3
二

葉

町 
 

 

8 4
日

吉

町 
 

 
 

8 5
野

田

町 
 

 
 

8 6
海

運

町 

8 7
本

庄

町 
 

 
 

8 8
長

楽

町 
 

 
 

8 9
浪

松

町 

9 0
庄

田

町 
 

 
 

9 1
駒

栄

町 
 

 
 

9 2
駒

ケ
林

町 

9 3
南

駒

栄

町 
 

 

9 4
駒

ケ
林

南

町 

    

                  

９４ ９３

７８

９２
９１

９０
８９

８７８８
８６

８５

８０

８２
８３

７６

７０

８１

８４ ７９ ７７

７５

７４

７２

７３

７１

６９

６８

６７

６６

６５

６４

６１

６３

６２

６０
中央幹線

国道２号線

９４ ９３

７８

９２
９１

９０
８９

８７８８
８６

８５

８０

８２
８３

７６

７０

８１

８４ ７９ ７７

７５

７４

７２

７３

７１

６９

６８

６７

６６

６５

６４

６１

６３

６２

６０

９４ ９３

７８

９２
９１

９０
８９

８７８８
８６

８５

８０

８２
８３

７６

７０

８１

８４ ７９ ７７

７５

７４

７２

７３

７１

６９

６８
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６６

６５

６４

６１

６３

６２

６０
中央幹線

国道２号線
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一

番

町

（
い
ち
ば
ん
ち
ょ
う
） 

明

治

三

十

四

（
一

九

〇
一

）
年

に
、
湊

川

を
苅

藻

川

に
付

替

え
、
新

湊

川

と
し
て
完

成

し
た
の
を
機

に
、
南

側

一

帯

を
区

画

整

理

す
る
こ
と
に
な
り
、
明

治

四

十

（
一

九

〇
七

）
年

に
完

成

し
た
際

に
、
南

か
ら
順

に
一

番

地

か
ら
七

番

地

と
名

付

け
ら
れ
た
。 

こ
れ
は
、
も
と
江

戸

城

警

備

を
任

と
し
た
番

衆

が
住

ん
で
い
た
、
東

京

の
一

番

町

か
ら
六

番

町

に
ち
な
ん

だ
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
中

央

幹

線

に
沿

っ
て
あ
り
、

こ
の
幹

線

が
出

来

た
た
め
、
一

部

が
飛

び
地

の
よ
う
な
形

態

で
、
東

は

兵

庫

区

と
の
境

界

と
な
っ
て
い
る
。

西

市

民

病

院

・
御

蔵

小

学

校

・
市

営

住

宅

な
ど
の
公

共

施

設

が
多

く

あ
る
。 

 

北

町

（
き
た
ま
ち
） 

昭

和

六

（
一

九

三

一

）
年

九

月

に
、
旧

東

尻

池

村

の

集

落

の
北

に
当

た
る
こ
と
か
ら
「
尻

池

北

町

」
と
い
っ
て
い

た
の
を
北

町

と
名

付

け
た
。
し
か
し
、
尻

池

を
取

っ
て
北

町

と
し
た
が
、
須

磨

区

の
東

須

磨

北

町

が
、
町

名

改

正

で
北

町

と
な
っ
た
た
め
、
近

く
に
北

町

が
二

ヶ
所

あ
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

 

町

は
、
中

央

幹

線

沿

い
に
長

田

交

差

点

の
南

側

に
位

置

し
、
長

田

区

役

所

・
長

田

警

察

署･

長

田

消

防

署

な

ど
が
あ
り
、
長

田

区

の
官

庁

の
中

心

地

と
な
っ
て
い
る
。
◆ 

        

28
号
線

一番町

中央幹線

28
号
線

一番町

中央幹線

28
号
線

中央幹線

北町
新
湊
川

28
号
線

中央幹線

北町
新
湊
川
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新
湊
川

28
号
線

ＪＲ線

菅原通
新
湊
川

28
号
線

ＪＲ線

菅原通

御

蔵

通

（
み
く
ら
ど
お
り
） 

昭

和

六

（
一

九

三

一

）
年

九

月

に
、
旧

東

尻

池

村

の

尻

池

御

蔵

通

を
「
御

蔵

通

」
と
名

付

け
た
。
東

尻

池

村

に
は
大

蔵

・
濱

蔵

・
中

蔵

・
小

蔵

な
ど
の
地

名

が
古

く
か

ら
残

っ
て
い
た
。
大

蔵

の
地

名

が

◆
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
穀

物

倉

が
あ

り
、
明

治

に
な
る
ま
で
年

貢

米

を
収

納

し
て
、
藩

主

の
貫

米

を

納

め
て
お
り
、
そ
の
穀

倉

を
「
御

蔵

」
と
呼

ん
で
い
た
も
の
を
名

付

け
た
と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
東

を
兵

庫

区

の
境

界

か
ら
西

は
新

湊

川

ま
で
の
地

域

で
、
阪

神

・
淡

路

大

震

災

に
よ
っ

て
大

き
な
被

害

を
受

け
、
一

、

二

、
七

丁

目

以

外

は
震

災

復

興

の
区

画

整

理

事

業

で
大

き

く
様

変

わ
り
し
て
い
る
。 

菅

原

通

（
す
が
は
ら
ど
お
り
） 

昭

和

六

（
一

九

三

一

）
年

九

月

に
、
旧

東

尻

池

村

の

尻

池

菅

原

通

を
「
菅

原

通

」
と
名

付

け
た
。 

 

梅

ケ
香

町

の
隣

に
あ
る
た
め
菅

◆

原

道

真

と
結

び
つ
け
ら
れ
が
ち
で

す
が
関

係

は
定

か
で
な
く
、
昔

は
真

野

の
入

江

や
真

野

池

の
ほ
と
り
に
菅

が
た
く
さ
ん
生

え
、
そ
こ
を
菅

野

あ
る

い
は
菅

原

と
呼

ん
で
い
た
た
め
と
思

わ
れ

る
。 

 

町

は
、
東

を
兵

庫

区

の
境

界

か
ら
西

は
新

湊

川

、
南

は
Ｊ
Ｒ
線

ま
で
の
地

域

で
、

阪

神

・
淡

路

大

震

災

に
よ
っ
て
大

き
な
被

害

を
受

け
、
三

、
四

丁

目

は
震

災

復

興

の

区

画

整

理

事

業

で
大

き
く
様

変

わ
り
し

て
い
る
。 

  

28
号
線

新
湊
川 御蔵通28

号
線

新
湊
川 御蔵通



 - 162 -

大

道

通

（
お
お
み
ち
ど
お
り
） 

旧

長

田

村

の
、
上

下

・
大

道

内

・
鳥

居

前

・
川

畑

・

池

田

村

カ
イ
チ
・
朝

ク
田

・
歳

西

・
羽

織

・
池

川

を
一

町

と
し
た
。
大

道

と
は
西

国

街

道

の
こ
と
で
、
旧

西

国

街

道

を
は
さ
む
南

北

両

側

を
、
大

道

通

と
名

付

け
た
。 

 

町

は
、
新

湊

川

が
東

を
流

れ
、
中

央

幹

線

が
真

ん
中

を
縦

断

し
た
う
え
、
縦

断

の
南

北

が
同

じ
丁

目

と
い
う

複

雑

な
地

形

に
な
っ
て
い
る
。
四

、
五

丁

目

は
阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
た
地

域

で
あ
る
。
◆ 

         

川

西

通

（
か
わ
に
し
ど
お
り
） 

大

正

九

（
一

九

二

〇
）
年

十

二

月

に
、
旧

池

田

村

の

川

畑

・
池

田

島

・
鳥

居

前

・
新

シ
・
出

口

・
蔵

西

・
畠

田

・

尾

細

・
霜

田

・
西

ノ
内

と
西

尻

池

村

の
霜

田

が
一

町

に

な
り
、
川

西

通

と
名

付

け
ら
れ
た
。
川

西

は
、
新

湊

川

（
旧

苅

藻

川

）
の
西

に
あ
る
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

 

町

は
、
東

を
新

湊

川

が
流

れ
、
四

．
五

丁

目

は
阪

神

・

淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
、
町

の
様

子

は
大

き
く
変

貌

し
て
い
る
。
◆ 

         

大道通

新
湊
川

大道通

新
湊
川

新
湊
川川西通

新
湊
川川西通
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新
湊
川

細田町

新
湊
川

細田町

細

田

町

（
ほ
そ
だ
ち
ょ
う
） 

大

正

九

（
一

九

二

〇
）
年

十

二

月

に
、
旧

池

田

村

の

川

畑

・
池

田

島

・
鳥

居

前

・
新

シ
・
出

口

・
蔵

西

・
畠

田

・

尾

細

・
霜

田

・
西

ノ
内

と
西

尻

池

村

の
霜

田

が
一

町

に

な
り
、
細

田

と
名

付

け
ら
れ
た
。
◆

名

前

の
由

来

は
、
こ
の
旧

字

の
「
尾

細

」
と
「
霜

田

」
を
合

わ
せ
て
細

田

町

と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
東

が
新

湊

川

か
ら
西

に

細

長

く
伸

び
た
地

形

で
、
公

共

的

施

設

が
多

く
あ
る
。
こ
の
地

域

も

阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
、
震

災

復

興

の
土

地

区

画

整

理

事

業

で
大

き
く
変

貌

し

て
い
る
。 

   

神

楽

町

（
か
ぐ
ら
ち
ょ
う
） 

大

正

九

（
一

九

二

〇
）
年

十

二

月

に
、
西

尻

池

村

の

山

ノ
道

・
ビ
ワ
ク
ビ
・
立

花

・
牛

戸

・
ソ
ウ
リ
・
戒

の
坪

・
六

ノ
坪

・
一

ノ
坪

・
入

ノ
木

・
戸

田

が
一

町

に
な
っ
て
名

付

け
ら
れ
た
。

旧

字

に
神

楽

は
な
く
、
各

地

に

神

楽

町

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

神

社

の
神

楽

田

を
、
佳

名

と
し

て
名

付

け
た
の
か
も
知

れ
な
い
。 

 

町

は
、
東

に
新

湊

川

が
流

れ
、

南

は
Ｊ
Ｒ
線

が
東

西

に
走

っ
て
い

る
。
町

内

に
は
長

田

南

小

学

校

や
神

楽

保

育

所

な
ど
の
施

設

が

あ
る
。 

    

新
湊
川

ＪＲ線
神楽町

新
湊
川

ＪＲ線
神楽町
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御

屋

敷

通

（
お
や
し
き
ど
お
り
） 

昔

の
「
蓮

の
池

」
か
ら
西

へ
西

国

街

道

に
面

し
た
南

側

に
位

置

し
、
西

代

村

の
お
や
し
き
・
東

蓬

池

ノ
下

・
下

池

下

・
陣

具

・
西

蓬

池

ノ
下

・
上

◆

水

笠

・
ハ
ガ
ン
田

・
大

日

前

・
出

口

・
五

反

田

・
前

・
大

講

・
樋

ノ

ロ
が
一

町

に
な
り
、 
旧

字

の

「
を
や
し
き
」
を
と
っ
て
名

付

け
ら

れ
た
。 

 

町

は
、
北

側

に
中

央

幹

線

が

東

西

に
走

っ
て
お
り
、
阪

神

・
淡

路

大

震

災

に
よ
っ
て
大

き
な
被

害

を
受

け
、
ま
ち
の
一

丁

目

か

ら
六

丁

目

ま
で
す
べ
て
が
、
震

災

復

興

の
土

地

区

画

整

理

事

業

に
よ
っ
て
、
新

し
い
町

へ
と
変

貌

し
て
い
る
。 

 

水

笠

通

（
み
ず
か
さ
ど
お
り
） 

大

正

十

一

（
一

九

二

二

）
年

三

月

に
、
旧

西

代

村

の

水

笠

・
上

水

笠

・
陣

具

・
ハ
ガ
ン
田

・
横

枕

・
五

反

田

・
野

田

・
松

本

・
大

藩

・
半

田

・
樋

ノ
ロ
が
一

町

に
な
っ
て
、
旧

字

の
「
水

笠

」
を
と
っ
て
名

付

け
ら
れ
た
。 

水

笠

の
由

来

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
真

野

の
入

江

に
面

し
た
水

の
多

い

低

地

の
意

味

と
思

わ
れ
る
。
◆ 

 

町

は
、
五

位

ノ
池

線

を
挟

ん

で
東

西

に
細

長

い
地

形

で
、
阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
、
一

丁

目

か
ら
六

丁

目

ま
で
す
べ
て
が
、
震

災

復

興

の

土

地

区

画

整

理

事

業

に
よ
っ
て
、

新

し
い
町

へ
と
変

貌

し
て
い
る
。 

    

中央幹線

五
位
ノ
池
線

御屋敷通

中央幹線

五
位
ノ
池
線

御屋敷通

五
位
ノ
池
線

水笠通

五
位
ノ
池
線

水笠通
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松

野

通

（
ま
つ
の
ど
お
り
） 

大

正

十

一

（
一

九

三

二

）
年

三

月

に
、
旧

西

代

村

の

水

笠

・
横

枕

・
福

王

寺

免

・
野

田

・
長

上

・
松

本

・
半

田

、

キ
セ
ガ
内

（
キ
セ
＝
崖

）
が
一

町

に
な
っ
て
名

付

け
ら
れ
た
。

旧

字

の
「
松

本

」
と
「
野

田

」
を
合

わ
せ
て
松

野

通

と
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
南

に
Ｊ
Ｒ
線

が
東

西

に
走

っ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
・
市

営

地

下

鉄

の
新

長

田

駅

が
あ
る
。
阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
、
一

丁

目

か
ら
四

丁

目

ま
で
す

べ
て
が
、
震

災

復

興

の
土

地

区

画

整

理

事

業

に
よ
っ
て
、

新

し
い
町

へ
と
変

貌

し
て
い
る
。 

       

梅

ケ
香

町

（
う
め
が
か
ち
ょ
う
） 

菅

原

道

真

が
筑

紫

へ
左

遷

さ
れ
る
途

中

、
和

田

御

崎

に
船

を
停

め
、
か
ぐ
わ
し
い
梅

の
香

り
に
ひ
か
れ
て
や
っ

て
き
た
、
と
い
う
伝

説

に
も
と
づ
い
て
名

付

け
ら
れ
、
東

尻

池

村

の
古

文

書

に
も
「
真

野

の
継

橋

の
北

一

丁

に
梅

の

台

木

あ
り
、
石

の
印

を
建

つ
」
と
あ
る
。 

 

町

は
、
北

に
Ｊ
Ｒ
の
高

架

が
あ
り
、
東

は
兵

庫

運

河

が

流

れ
て
い
る
。
中

央

に
は
国

道

二

号

線

が
東

西

に
走

り
、

町

は
分

断

さ
れ
て
い
る
。
中

小

の
町

工

場

の
レ
ン
ガ
造

り

の
建

物

が
か
な
り
残

っ
て
お
り
、
数

多

く
見

ら
れ
る
。 

        

五
位
ノ
池
線

ＪＲ線

新長田駅

松野通
五
位
ノ
池
線

ＪＲ線

新長田駅

松野通

２号線

ＪＲ線

兵
庫
運
河

28
号
線

梅ケ香町

２号線

ＪＲ線

兵
庫
運
河

28
号
線

梅ケ香町
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東

尻

池

町

（
ひ
が
し
し
り
い
け
ち
ょ
う
） 

尻

池

村

が
苅

藻

川

（
新

湊

川

）
を
挟

ん
で
東

西

に
分

か
れ
て
東

村

・
西

村

と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
大

正

九

（
一

九

二

〇
）
年

十

二

月

に
、
東

村

が
東

尻

池

町

と
名

付

け

ら
れ
た
。
尻

（
シ
リ
）
は
ス
ソ
の
意

味

で
、
入

り
江

が
後

に

大

き
な
池

に
な
っ
た
も
の
が
真

野

池

で
、
水

の
落

と
し
口

（
尻

）
の
低

湿

地

で
農

耕

が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
名

付

け

ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
北

の
Ｊ
Ｒ
線

か
ら
南

に
二

号

線

・
高

松

線

を
縦

断

し
て
苅

藻

島

ま
で
の
大

き
な
地

域

で
あ
る
。
◆ 

        

東

尻

池

新

町

（
ひ
が
し
し
り
い
け
し
ん
ま
ち
） 

 

尻

池

村

の
う
ち
川

の
東

側

の
東

村

を
東

尻

池

町

と
名

付

け
た
が
、
東

尻

池

町

の
東

側

の
一

部

を
、
新

た
に
東

尻

池

新

町

と
名

付

け
た
。 

 

町

は
、
西

に
国

道

二

八

号

線

、
東

に
兵

庫

区

と
の
境

界

が
あ
る
細

長

い
地

域

で
、
住

宅

は
な
く
、
大

き
な
工

場

と
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
あ
る
ま
ち
で
、
南

端

に
尻

池

街

園

が
あ
る
。
◆ 

          

２号線

ＪＲ線

兵
庫
運
河

高松線

東
尻
池
町

２号線

ＪＲ線

兵
庫
運
河

高松線

東
尻
池
町

28
号
線

高松線

東
尻
池
新
町

兵
庫
運
河

28
号
線

高松線

東
尻
池
新
町

兵
庫
運
河
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真

野

町

（
ま
の
ち
ょ
う
） 

 
真

野

は
古

来

か
ら
の
呼

び
名

で
、
マ
ノ
は
、
狭

間

・
谷

盆

地

・
部

落

間

の
広

い
無

任

地

を
指

し
、
古

代

は
、
苅

藻

川

が
深

く
湾

入

し
て
、
真

野

の
入

江

と
呼

ば
れ
て
い
た
。 

の
ち
に
入

江

の
一

部

は
、
真

野

池

と
な
っ
て
残

っ
た
が
、
そ

の
真

野

池

を
埋

め
立

て
た
跡

地

が
真

野

町

と
な
っ
た
。 

 

町

は
、
北

に
Ｊ
Ｒ
が
東

西

に
、
西

に
新

湊

川

・
南

に
二

号

線

を
境

界

と
し
た
地

域

で
、
長

田

中

学

校

な
ど
の
公

共

施

設

と
、
町

工

場

が
多

く
あ
る
。
◆ 

         

浜

添

通

（
は
ま
ぞ
え
ど
お
り
） 

 

六

、
七

丁

目

は
昭

和

二

（
一

九

二

七

）
年

二

月

に
、

西

尻

池

村

の
東

浜

山

・
東

浜

が
編

入

し
、
八

丁

目

は
昭

和

五

（
一

九

三

〇
）
年

九

月

に
苅

藻

島

運

河

を
整

備

し
た
際

に
、
埋

め
立

て
て
新

設

し
た
と
こ
ろ
で
、
浜

添

通

と
名

付

け
ら
れ
た
。
浜

添

と
は
、
浜

辺

と
い
っ
た
意

味

で
、

海

岸

に
沿

っ
て
い
た
か
ら
付

け
た
と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
南

に
兵

庫

運

河

が
あ
る
細

長

い
地

域

で
、
中

央

を
高

松

線

が
分

断

し
て
お
り
、
市

営

地

下

鉄

海

岸

線

の
苅

藻

駅

が
あ
る
。
◆ 

        

２号線

新
湊
川

ＪＲ線

真野町

２号線

新
湊
川

ＪＲ線

真野町

兵
庫
運
河

高松線

地下鉄
苅藻駅

浜
添
通

兵
庫
運
河

高松線

地下鉄
苅藻駅

浜
添
通
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苅

藻

通

（
か
る
も
ど
お
り
） 

 
明

治

三

十

四

（
一

九

〇
一

）
年

の
湊

川

の
付

替

え
工

事

で
苅

藻

川

を
合

流

さ
せ
、
合

流

地

点

か
ら
下

流

が

新

湊

川

と
な
っ
た
。
こ
の
地

域

の
苅

藻

川

の
名

前

は
消

え

た
が
、
新

湊

川

の
東

側

に
「
苅

藻

通

」
と
し
て
町

名

が
残

さ
れ
た
。
苅

藻

と
は
、
万

葉

集

に
「
玉

藻

苅

る
」
と
い
う
言

葉

が
出

て
く
る
が
、
川

の
下

流

で
玉

藻

を
苅

っ
て
い
た
と
こ

ろ
か
ら
、
名

付

け
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
。 

 

町

は
、
西

と
南

の
新

湊

川

と
兵

庫

運

河

を
境

界

と
し
、

ま
ち
の
中

を
東

西

に
二

号

線

と
高

松

線

が
分

断

し
て
い

る
。
◆ 

       

西

尻

池

町

（
に
し
し
り
い
け
ち
ょ
う
） 

東

尻

池

町

と
同

じ
く
大

正

九

（
一

九

二

〇
）
年

十

二

月

に
、
尻

池

村

の
西

村

を
西

尻

池

町

と
名

付

け
た
。 

 

町

は
、
北

に
Ｊ
Ｒ
線

が
東

西

に
走

り
、
東

に
新

湊

川

が

南

北

に
流

れ
、
真

ん
中

を
国

道

二

号

線

が
分

断

し
て
い

る
地

域

で
、
二

号

線

よ
り
北

側

は
各

種

工

場

が
建

ち

並

ん
で
い
る
。
◆ 

           

高松線

新
湊
川

２号線

苅
藻
通

兵庫運河

高松線

新
湊
川

２号線

苅
藻
通

兵庫運河

２号線

ＪＲ線

新
湊
川

西
尻
池
町

２号線

ＪＲ線

新
湊
川

西
尻
池
町
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苅

藻

島

町

（
か
る
も
し
ま
ち
ょ
う
） 

 
明

治

二

十

九

（
一

八

九

六

）
年

八

月

に
着

工

し
た
兵

庫

運

河

の
土

捨

て
場

と
し
て
埋

め
立

て
ら
れ
、
人

工

島

と
し
て
で
き
た
島

が

苅

藻

島

で
、
そ
の
後

次

々
と
埋

め
立

て
ら

れ
、
昭

和

四

十

六

（
一

九

七

一

）
年

一

月

の
埋

め
立

て
に
よ
っ

て
編

入

さ
れ
、
苅

藻

島

町

と
な
っ
た
。 

 

町

は
、
周

囲

を
運

河

と
海

に
囲

ま
れ
た

島

で
、
住

宅

は
少

な

く
、
大

半

は
様

々
な

工

場

が
建

ち
並

ん
で

い
る
。 

 

若

松

町

（
わ
か
ま
つ
ち
ょ
う
） 

大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

に
、
旧

西

尻

池

村

と
駒

ケ
林

村

の
一

部

を
一

町

と
し
て
名

付

け
ら
れ
た
も
の
で
、

「
め
で
た
、
め
で
た
の
、
若

松

さ

ま
よ
」
と
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
、

佳

名

と
し
て
付

け
た
も
の
で

旧

字

に
は
な
い
。 

 

町

は
、
北

を
Ｊ
Ｒ
線

が
東

西

に
走

り
、
新

長

田

駅

が
あ

り
、
そ
の
周

辺

は
駅

前

の
商

業

集

積

地

に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
若

松

三

、
四

、
五

、
六

丁

目

と
十

、
十

一

丁

目

は
阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な

被

害

を
受

け
た
地

域

で
、
町

並

み
は
大

き
く
変

貌

し
て
い
る
。 

苅藻島町苅藻島町

ＪＲ線
新長田駅

板
宿
線

五
位
ノ
池
線若松町

ＪＲ線
新長田駅

板
宿
線

五
位
ノ
池
線若松町
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大

橋

町

（
お
お
は
し
ち
ょ
う
） 

大

正

九

（
一

九

二

〇
）
年

十

二

月

、
西

尻

池

村

と
駒

ケ
林

村

の
コ
モ
ラ
（
沼

地

）
カ
ソ
デ
（
コ
ソ
デ
＝
低

湿

地

）
、

倉

敷

（
倉

庫

）
な
ど
の
各

一

部

が

一

町

と
な
っ
て
大

橋

町

と
な
っ
た
。

昔

の
西

国

街

道

に
か
か
っ
て
い
た
大

橋

か
ら
と
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
南

側

に
二

号

線

が
東

西

に
沿

っ
た
細

長

い
地

域

で
、
中

心

部

は
駅

前

の
商

業

集

積

地

に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
大

橋

三

、
四

、
五

、

六

、
七

丁

目

は
阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
た
地

域

で
、
町

並

み
は
大

き
く
変

貌

し
て
い

る
。 

   

日

吉

町

（
ひ
よ
し
ち
ょ
う
） 

大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

に
、
駒

ケ
林

村

の
上

朝

日

・
中

朝

日

・
下

朝

日

・
今

上

・
大

上

・
三

ツ

木

・
皆

登

・
五

毛

・
東

上

兎

ノ

ロ
・
八

反

竿

・
野

田

・
西

上

・
兎

ノ
戸

・
小

仙

町

・
出

口

・
堂

ノ
北

を
一

町

に
し
て
日

吉

と
し
た
。

日

吉

は
通

常

、
日

吉

神

社

（
山

王

さ
ん
）
の
所

在

に
も
と
づ
い
て

地

名

に
な
る
が
、
こ
こ
に
神

社

の

形

跡

は
な
く
、
旧

字

の
朝

日

に

ち
な
ん
で
名

付

け
ら
れ
た
。 

 

町

は
、
北

に
Ｊ
Ｒ
線

が
東

西

に

沿

っ
た
細

長

い
地

域

で
、
日

吉

五

、
六

丁

目

は
阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
た

地

域

で
、
町

並

み
は
大

き
く
変

貌

し
て
い
る
。 

板
宿
線

五
位
ノ
池
線大橋町

国道２号線

板
宿
線

五
位
ノ
池
線大橋町

国道２号線

ＪＲ線

板
宿
線

日吉町

ＪＲ線

板
宿
線

日吉町
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腕

塚

町

（
う
で
づ
か
ち
ょ
う
） 

大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

に
、
腕

塚

町

と

名

付

け
ら
れ
た
。
一

ノ
谷

の
合

戦

で
西

城

戸

の
大

将

で

あ
っ
た
平

忠

度

が
、
こ
の
地

に
お

い
て
腕

を
切

ら
れ
、
そ
の
塚

や
腕

塚

堂

が
あ
る
こ
と
か
ら
名

付

け

ら
れ
た
。 

町

は
、
北

に
二

号

線

が
東

西

に
沿

っ
た
細

長

い
地

域

で
、
五

位

ノ
池

線

周

辺

は
商

業

集

積

地

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
腕

塚

三

、
四

、
五

、
六

丁

目

は
阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
た
地

域

で
、
ア
ス
タ
く

に
づ
か
の
名

称

で
各

種

ビ
ル
が
立

ち
並

び
、
町

並

み
は
大

き
く
変

貌

し
て
い
る
。 

 

久

保

町

（
く
ぼ
ち
ょ
う
） 

大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

に
、
久

保

町

と

名

付

け
ら
れ
た
。
ク
ボ
は
小

さ
な
水

田

適

地

の
意

味

で
、

も
と
の
西

尻

池

村

に
は
ク
ボ
と
い
う
小

字

は
な
く
、
隣

の

二

葉

町

に
久

保

の
名

が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
名

付

け
ら
れ
た
の
か
も

知

れ
な
い
。 

 

町

は
、
東

西

に
広

が
る
細

長

い

地

域

で
、
五

位

ノ
池

線

周

辺

は

商

業

集

積

地

に
な
っ
て
い
る
。
久

保

三

、
四

、
五

、
六

丁

目

は
阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
た
地

域

で
、
ア
ス
タ
く

に
づ
か
の
名

称

で
各

種

ビ
ル
が
立

ち
並

び
、
町

並

み
は
大

き
く
変

貌

し
て
い
る
。 

  

２号線

五
位
ノ
池
線

板
宿
線

腕塚町

２号線

五
位
ノ
池
線

板
宿
線

腕塚町

五
位
ノ
池
線

板
宿
線

久保町

五
位
ノ
池
線

板
宿
線

久保町
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二

葉

町

（
ふ
た
ば
ち
ょ
う
） 

 
大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

に
、
二

葉

町

と
名

付

け
ら
れ
た
。
駒

ケ
林

村

に
有

名

な
「
二

葉

松

」
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
名

付

け
ら
れ
た
。
こ
の
松

の
古

名

は
別

に
「
高

麗

泊

り
松

」
・
「
源

氏

松

」
・
◆

「
茶

筅

松

」
と
も
呼

ば
れ
て
い

た
。 

 

町

は
、
東

西

に
広

が
る
細

長

い

地

域

で
、
五

位

ノ
池

線

周

辺

は

商

業

集

積

地

に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
二

葉

五

、
六

丁

目

は
阪

神

・

淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
た
地

域

で
、
ア
ス
タ
く
に

づ
か
の
名

称

で
各

種

ビ
ル
が
立

ち
並

び
、
町

並

み
は
大

き
く
変

貌

し
て
い
る
。
こ
の
地

域

に
は
真

陽

と
二

葉

の
二

つ
の
小

学

校

が

あ
る
。 

野

田

町

（
の
だ
ち
ょ
う
） 

大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

に
、
野

田

町

と

名

付

け
ら
れ
た
。
ノ
ダ
は
ヌ
タ
、
ノ
タ
と
同

じ
く
湿

地

を

表

わ
す
意

味

で
あ
る
。
神

功

皇

后

の
三

韓

遠

征

の
際

に
、

遠

征

軍

が
こ
の
付

近

か
ら
上

陸

し
た
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
廃

寺

と
な
っ
た
長

福

寺

は
、
平

清

盛

が

起

こ
し
、
海

路

を
行

く
人

び
と
の
宿

舎

に
も
あ
て
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
途

中

で
国

道

二

号

線

を
挟

ん
で
南

北

に
長

細

い
地

形

で
、
一

丁

目

か
ら
三

丁

目

は
な
い
。
◆ 

        

五
位
ノ
池
線

板
宿
線

二葉町

五
位
ノ
池
線

板
宿
線

二葉町

野
田
町

２号線

高松線

野
田
町

２号線

高松線
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海

運

町

（
か
い
う
ん
ち
ょ
う
） 

大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

に
、
海

運

町

と

名

付

け
ら
れ
た
。
廃

寺

と
な
っ
た
長

福

寺

の
山

号

「
海

運

山

」
か
ら
と
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
北

に
Ｊ
Ｒ
線

を
境

界

と
し
て
、
国

道

二

号

線

を

縦

断

し
た
細

長

い
地

形

で
、
一

丁

目

は
な
い
。
二

、
三

丁

目

は
阪

神

・
淡

路

大

震

災

で
大

き
な
被

害

を
受

け
た
が
、

現

在

は
復

興

さ
れ
、
美

し
い
町

並

み
に
な
っ
て
い
る
。
◆ 

          

本

庄

町

（
ほ
ん
じ
ょ
う
ち
ょ
う
） 

大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

に
、
本

庄

町

と

名

付

け
ら
れ
た
。
荘

園

の
中

心

の
村

を
意

味

し
て
お
り
、

も
と
は
野

田

村

の
一

部

で
、
小

字

に
福

原

と
い
う
の
が
あ

る
が
、
「
福

原

庄

」
「
福

原

三

力

庄

」
な
ど
は
、
こ
こ
か
ら

名

付

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
北

に
Ｊ
Ｒ
線

を
境

界

と
し
、
二

号

線

を
縦

断

し

た
細

長

い
地

形

で
、
一

丁

目

は
な
い
。
東

の
境

界

ま
で
は

阪

神

・
淡

路

大

震

災

に
よ
っ
て
大

き
な
被

害

を
受

け
た

が
、
町

中

に
あ
る
大

国

公

園

（
昔

の
双

子

池

）
が
火

勢

を

こ
こ
で
食

止

め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
◆ 

       

２号線

高松線

海
運
町

ＪＲ線

２号線

高松線

海
運
町

ＪＲ線

高松線

２号線

本
庄
町

ＪＲ線

高松線

２号線

本
庄
町

ＪＲ線
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長

楽

町

（
な
が
ら
ち
ょ
う
） 

大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

に
、
野

田

村

の

一

部

を
一

町

と
し
て
、
長

楽

町

と
名

付

け
ら
れ
た
。
こ
の

村

の
海

岸

を
「
長

楽

の
浜

」
と
呼

ん
で
お
り
、
そ
こ
か
ら
名

付

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国

鉄

山

陽

本

線

で
買

い

上

げ
ら
れ
た
り
、
区

画

整

理

で
別

の
町

に
編

入

さ
れ
た

り
し
た
た
め
、
一

丁

目

は
な
い
。 

 

町

は
、
北

に
鷹

取

駅

が
あ
り
、
国

道

二

号

線

を
縦

断

し
て
細

長

く
地

域

で
あ
る
。
◆ 

         

浪

松

町

（
な
み
ま
つ
ち
ょ
う
） 

大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

に
、
浪

松

町

と

名

付

け
ら
れ
た
。
か
つ
て
野

田

村

の
海

岸

に
名

所

「
白

浪

の
松

」
が
あ
り
、
白

波

が
か
か
っ
た
と
い
う
意

味

だ
が
、
別

名

を
「
盗

人

松

」
と
い
い
、
世

話

狂

言

「
白

浪

五

人

男

」

に
か
け
た
呼

び
名

だ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。 

 

 

町

は
、
北

に
Ｊ
Ｒ
鷹

取

駅

が
あ
り
、
西

は
須

磨

区

と
の

境

界

で
、
住

宅

は
少

な
く
工

場

が
多

く
見

ら
れ
る
地

域

で
あ
る
。
◆ 

         

２号線

鷹取駅

長
楽
町

２号線

鷹取駅

長
楽
町

２号線

鷹取駅

浪
松
町

２号線

鷹取駅

浪
松
町
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庄

田

町

（
し
ょ
う
だ
ち
ょ
う
） 

大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

、
庄

田

町

と
名

付

け
ら
れ
た
。
由

来

は
、
西

尻

池

村

の
旧

字

、
上

ノ
庄

田

か
ら
名

付

け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

町

は
、
東

に
新

湊

川

を
、
西

に
五

位

ノ
池

線

を
境

に

北

側

の
東

西

を
六

間

道

商

店

街

が
軒

を
並

べ
る
、
商

業

と
住

宅

の
混

在

地

域

で
あ
る
。
◆ 

           

駒

栄

町

（
こ
ま
え
ち
ょ
う
） 

大

正

時

代

の
西

部

耕

地

整

理

の
際

に
、
駒

ケ
林

村

の
掘

川

と
、
西

尻

池

村

の
上

ノ
庄

田

・
水

ノ
子

・
ゴ
マ
イ

ダ
・
溝

ノ
尻

・
久

保

を
一

町

と
し
て
名

付

け
ら
れ
た
。 

駒

ケ
林

の
駒

に
佳

字

「
栄

」
を
つ
け
た
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
る
。 

 

町

は
、
東

に
新

湊

川

、
西

に
五

位

ノ
池

線

を
境

に
、
南

側

を
高

松

線

が
走

り
、
町

内

に
は
近

田

幼

稚

園

と
駒

栄

保

育

所

が
あ
る
。
町

工

場

の
多

い
地

域

で
あ
る
。
◆ 

         

五
位
ノ
池
線

新
湊
川庄田町五

位
ノ
池
線

新
湊
川庄田町

新
湊
川

駒栄町
五
位
ノ
池
線

高松線

新
湊
川

駒栄町
五
位
ノ
池
線

高松線
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駒

ケ
林

町

（
こ
ま
が
ば
や
し
ち
ょ
う
） 

 
長

田

区

の
中

で
も
そ
の
歴

史

は
古

く
、
古

代

か
ら
良

好

な
漁

港

と
し
て
様

々
な
古

文

書

に
「
小

駒

林

」
・
「
駒

林

」
・
「
高

麗

島

」
な
ど
の
文

字

が
書

か
れ
て
い
る
。
名

前

の

由

来

に
は
諸

説

が
あ
る
が
、
コ
マ
は
「
河

間

」
ま
た
は
入

り

込

ん
だ
地

形

を
示

す
古

語

で
、
ハ
ヤ
シ
は
、
勢

い
激

し
く

前

へ
進

む
さ
ま
を
表

わ
す
形

容

詞

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
潮

の
流

れ
の
激

し
い
入

り
江

の
意

味

が
駒

ケ
林

と
な
っ
た
の

か
も
知

れ
な
い
。
◆ 

 

町

は
、
高

松

線

を
挟

ん
で
南

北

分

断

さ
れ
て

お
り
、
南

に
は
長

田

港

を
見

る
こ
と
が
出

来

る
。

町

中

に
は
神

社

・
仏

閣

・
史

跡

な
ど
が
あ
り
、

昔

の
港

町

特

有

の
迷

路

の
よ
う
な
細

い
路

地

が

縦

横

に
延

び
て
い
る
。 

南

駒

栄

町

（
み
な
み
こ
ま
え
ち
ょ
う
） 

駒

ケ
林

の
海

岸

地

帯

は
、
昭

和

7

年

頃

か
ら
埋

め
立

て
が
始

ま
り
、
昭

和

三

十

三

（
一

九

五

八

）
年

か
ら
の

埋

立

て
工

事

に
よ
っ
て
、
駒

栄

町

の
南

に
、
一

六

六

，
四

三

〇
平

方

メ
ー
ト
ル
の
南

駒

栄

町

が
誕

生

し
た
。 

 

 

町

は
、
北

を
高

松

線

が
東

西

に
走

り
、
西

を
長

田

港

、

東

を
兵

庫

運

河

に
囲

ま
れ
た
工

業

地

帯

で
あ
る
。 

           

駒ケ林町

五
位
ノ
池
線

高松線

長田港

駒ケ林町

五
位
ノ
池
線

高松線

長田港

南駒栄町

高松線

南駒栄町

高松線

南駒栄町

高松線
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駒

ケ
林

南

町

（
こ
ま
が
ば
や
し
み
な
み
ち
ょ
う
） 

駒

ケ
林

の
海

岸

地

帯

は
、
昭

和

七

（
一

九

三

二

）
年

頃

か
ら
埋

め
立

て
が
始

ま
り
、
昭

和

三

十

三

（
一

九

五

八

）
年

か
ら
の
埋

立

て
工

事

に
よ
っ
て
、
駒

ヶ
林

町

の
南

西

部

に
一

〇
万

平

方

メ
ー
ト
ル
余

の
駒

ケ
林

南

町

が
誕

生

し
た
。 

 

町

は
、
北

を
高

松

線

が
東

西

に
走

り
、
西

は
須

磨

区

と
の
境

界

で
、
周

り
を
海

に
囲

ま
れ
た
工

場

地

帯

で
あ

る
。 

  

高松線

駒ケ林南町

高松線

駒ケ林南町
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長田区の町別面積・人口（平成 16 年 4 月 30 日現在） 

町   名 
面積 

(1/100ｋ㎡) 

世帯数 

(世 帯) 

男 

(人) 

女 

(人) 

合 計 

(人) 

池田上町                          5.41 237 273 299 572 

池田経町                          5.8 39 49 48 97 

池田塩町                          0.58 20 24 22 46 

池田新町                          0.38 14 15 17 32 

池田惣町 0.32       

池田寺町                          1.5 108 124 138 262 

池田広町                          3.91 292 303 352 655 

池田宮町 19.29       

池田谷町         2.53 2 2 1 3 

一番町 6.02 475 350 427 777 

一里山町                          37.46 113 154 148 302 

鶯町 9.42 443 493 533 1,026 

腕塚町 12.84 1,297 1,175 1,371 2,546 

梅ヶ香町 11.22 381 355 349 704 
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町   名 
面積 

(1/100ｋ㎡) 

世帯数 

(世 帯) 

男 

(人) 

女 

(人) 

合 計 

(人) 

大谷町 21.11 1,138 1,259 1,353 2,612 

大塚町 8.24 583 526 704 1,230 

大橋町 10.66 802 681 736 1,417 

大道通 6.06 357 263 346 609 

重池町 7.95 635 487 617 1,104 

御屋敷通 8.21 707 773 928 1,701 

海運町 10.01 520 493 565 1,058 

神楽町 10.66 387 324 372 696 

片山町 16.49 1,315 1,479 1,638 3,117 

上池田 24.02 1,656 1,790 1,949 3,739 

苅藻島町 30.98 20 24 8 32 

苅藻通 22.32 804 805 772 1,577 

川西通 8.44 315 290 345 635 

北町 8.32 477 423 442 865 
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町   名 
面積 

(1/100ｋ㎡) 

世帯数 

(世 帯) 

男 

(人) 

女 

(人) 

合 計 

(人) 

久保町 11.85 1,169 1,125 1,180 2,305 

源平町                            19.62 197 202 228 430 

高東町 7.97 337 389 393 782 

駒栄町 3.49 65 59 63 122 

駒ヶ林町 17.4 1,678 1,606 1,720 3,326 

駒ケ林南町                        29.73 3 4 4 8 

五位ノ池町 11.56 949 884 1,052 1,936 

五番町 12.95 840 717 768 1,485 

三番町 9.27 541 480 507 987 

鹿松町 10.48 346 389 441 830 

庄田町 5.31 556 529 574 1,103 

庄山町 4.77 461 423 506 929 

菅原通 12.41 484 447 489 936 

高取山町 49.19 1,109 1,211 1,171 2,382 
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町   名 
面積 

(1/100ｋ㎡) 

世帯数 

(世 帯) 

男 

(人) 

女 

(人) 

合 計 

(人) 

滝谷町 17.91 581 635 696 1,331 

大日丘町 17.09 668 738 760 1,498 

大丸町 9.65 349 344 375 719 

長者町                            36.48 243 266 246 512 

寺池町 8.88 468 542 572 1,114 

戸崎通 5.22 476 486 557 1,043 

長尾町 13.77 965 997 928 1,925 

長田町 4.87 581 558 627 1,185 

長田天神町 19.19 1,700 1,720 1,760 3,480 

長楽町 5.4 449 455 515 970 

名倉町 7.28 387 380 404 784 

七番町                            0.7 28 27 35 62 

浪松町 8.74 148 163 150 313 

西尻池町 9.7 418 310 341 651 
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町   名 
面積 

(1/100ｋ㎡) 

世帯数 

(世 帯) 

男 

(人) 

女 

(人) 

合 計 

(人) 

西代通 8.21 437 427 475 902 

西丸山町 10.15 536 560 573 1,133 

西山町 19.8 1,231 1,297 1,399 2,696 

二番町 4.88 368 314 355 669 

野田町 7.16 441 461 454 915 

萩乃町 9.34 478 579 589 1,168 

蓮池町                     5.3 5 5 8 13 

蓮宮通 7.7 585 569 655 1,224 

花山町 10.28 378 429 463 892 

浜添通 17.9 368 308 387 695 

林山町                            7.59 503 597 669 1,266 

檜川町 8.46 455 494 491 985 

東尻池町 29.25 1,616 1,474 1,495 2,969 

東尻池新町 6.01       
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町   名 
面積 

(1/100ｋ㎡) 

世帯数 

(世 帯) 

男 

(人) 

女 

(人) 

合 計 

(人) 

東丸山町                          6.5 152 147 147 294 

雲雀ヶ丘 33.82 480 512 546 1,058 

日吉町 7.62 681 614 679 1,293 

二葉町 16.05 1,458 1,338 1,569 2,907 

平和台町 8.78 619 628 690 1,318 

細田町 8.09 422 356 377 733 

堀切町                     5.15 351 368 365 733 

本庄町 8.71 593 643 661 1,304 

房王寺町 21 1,795 1,560 1,727 3,287 

前原町 7.58 541 562 530 1,092 

松野通 10.07 449 443 510 953 

真野町                            4.67 163 150 154 304 

丸山町 13.73 721 762 746 1,508 

御蔵通 10.64 724 713 745 1,458 
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町   名 
面積 

(1/100ｋ㎡) 

世帯数 

(世 帯) 

男 

(人) 

女 

(人) 

合 計 

(人) 

水笠通 8.69 696 748 828 1,576 

南駒栄町                          31.81 16 20 17 37 

御船通 6.51 460 428 485 913 

宮丘町 5.35 340 354 379 733 

宮川町 9.94 822 842 959 1,801 

明泉寺町 11.82 669 622 672 1,294 

山下町 5.09 535 536 636 1,172 

四番町 10.54 1,587 1,263 1,430 2,693 

六番町 8.58 721 608 635 1,243 

若松町 15.16 1,317 1,090 1,284 2,374 

計 ※ 53,046 51,841 56,326 108,167 

 

※長田区の面積合計は１１．４６ｋ㎡（９区の中で最小） 
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天 神 山 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 0 9  

と 

東 海 道 本 線 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8 4  

徳 本 上 人 六 字 妙 号 石 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 1 0  

戸 崎 通 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 5 6  

都 市 部 の 開 発 と 公 共 施 設 の 建 設 ・ 6 1  

豊 臣 政 権 下 の 長 田 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  

3 0  

な 

長 尾 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 4 3  

長 田 駅 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 1 ． 9 2 ． 9 4  

長 田 区 の 誕 生 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  5 9  

長 田 区 の 町 別 面 積 ・ 人 口  

（ 平 成 1 6 年 4 月 3 0 日 現 在 ） ・ ・ ・ 1 7 8  

長 田 港 の 建 設 と 埋 め 立 て 事 業 ・ ・ ・ 6 0  

長 田 港 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  6 0  

長 田 神 社 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 1 0  

長 田 神 社 の ク ス ノ キ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 2 4  

長 田 神 社 境 内 遺 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  9 8  

長 田 神 社 古 式 追 儺 式 附 鬼 面 ・ ・ 1 2 2  

長 田 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 4 9  

長 田 天 神 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 8  

長 田 の ク ニ と 念 仏 山 古 墳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7  

長 田 野 田 遺 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 0 1  

長 田 の 地 名 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5  

長 田 本 庄 町 遺 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 0 1  

長 田 南 遺 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  9 8  

長 楽 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 7 4  

名 倉 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 9  

七 番 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 5 7  

浪 松 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 7 4  

南 北 朝 時 代 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 5  
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に 

西 尻 池 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 6 8  

西 代 駅 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 1  

西 代 通 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 5 7  

西 代 の 楠 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 2  

「 西 の 副 都 心 」 と し て の 発 展 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 3  

西 丸 山 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 7  

西 山 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 4 2  

二 番 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 5 8  

ね 

年 表 （ 明 治 ～ 現 代 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 4  

年 表 （ 産 業 関 係 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8 3  

念 仏 山 古 墳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ７  

の 

野 田 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 7 2  

は 

萩 乃 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 2  

幕 藩 体 制 の 下 で ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

3 1  

幕 末 の こ ろ の 長 田 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 8  

蓮 池 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 5 5  

蓮 の 池 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 4  

蓮 の 池 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 1 2  

蓮 宮 通 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 5 4  

花 山 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 4  

浜 添 通 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 6 7  

林 田 村 の 成 立 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  3 9  

林 田 区 の 誕 生 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  5 2  

林 山 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 4 2  

阪 神 大 水 害 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  5 3  

ひ 

 東 尻 池 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 6 6  

東 尻 池 新 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 6 6  

東 丸 山 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 6  

檜 川 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 4  

雲 雀 ケ 丘 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 1  

兵 庫 運 河 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 2  

日 吉 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 7 0  

鵯 越 の 坂 落 と し ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 9  

ふ 

福 聚 寺 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 1 3  

福 原 遷 都 、 和 田 京 の 計 画 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 7  

二 葉 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 7 2  

二 葉 町 遺 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 0 0  

文 化 財 一 覧  

（ 平 成 1 6 年 4 月 １ 日 現 在 ） ・ ・ ・ ・ 1 2 5  

へ 

平 安 時 代 の 長 田 の 郷 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 5  

平 成 を 生 き る 長 田 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 8  

平 和 台 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 4 4  

ほ 

房 王 寺 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 4 6  

宝 満 寺 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 3  

細 田 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 6 3  

堀 切 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 7  

本 庄 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 7 3  
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ま 

 前 原 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 4 7  

マ ッ チ 産 業 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 5  

松 野 遺 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 0 0  

松 野 通 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 6 5  

真 野 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 6 7  

丸 山 駅 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 2 ． 9 3  

丸 山 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 6  

丸 山 衝 上 断 層 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 4  

満 福 寺 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 5  

み 

 御 蔵 遺 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 8  

御 蔵 通 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 6 1  

水 笠 遺 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 9  

水 笠 通 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 6 4  

湊 川 隧 道 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 4  

南 駒 栄 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 7 6  

御 船 遺 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 9  

御 船 通 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 5 4  

御 船 山 旧 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 5  

宮 丘 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 4 3  

宮 川 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 5 0  

明 泉 寺 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 0 ． 1 1 6  

明 泉 寺 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 3 8  

民 俗 文 化 財 か ら ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

3 6  

民 鉄 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8 6  

む 

 室 町 時 代 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  2 8  

め 

明 治 の 三 大 土 木 事 業 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  4 2  

も 

 木 造 大 日 如 来 坐 像 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 2 1

や 

山 下 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 5 5  

大 和 朝 廷 の 勢 力 下 へ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9  

よ 

四 番 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 5 8  

り  

律 令 制 の 確 立 と 長 田 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 2  

ろ 

六 番 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 5 8  

わ 

 若 松 町 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 6 9  

若 松 町 遺 跡 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 0 1  
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あ 

と 

が 

き 
神

戸

の
歴

史

研

究

に
大

き
な
功

績

を
残

さ
れ
た
落

合

重

信

氏

に
よ
る
「
な
が
た
の
歴

史

」
が
発

刊

さ
れ
た
の
は
、
昭

和

五

十

二

年

の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
四

半

世

紀

の
間

に
、
阪

神

・
淡

路

大

震

災

を
経

験

し
た
長

田

の
町

は
大

き
く
変

わ

り
ま
し
た
。 

震

災

か
ら
十

年

、
長

田

区

の
誕

生

か
ら
五

〇
年

を
迎

え
る
平

成

十

七

年

に
向

け
て
、
「
な
が
た
の
歴

史

」
の
改

訂

版

の

作

成

が
企

画

さ
れ
ま
し
た
。
執

筆

に
当

た
っ
て
は
「
な
が
た
の
歴

史

」
や
「
な
が
た
の
民

話

」
、
「
神

戸

の
史

跡

」
等

に
多

く
を

学

び
な
が
ら
、
現

在

の
多

く
の
区

民

の
方

々
に
ぜ
ひ
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
内

容

が
伝

わ
る
よ
う
、
文

章

や
構

成

を

工

夫

し
て
い
き
ま
し
た
。
完

成

す
る
ま
で
に
最

大

限

の
努

力

と
注

意

を
は
ら
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不

備

な
点

も
多

い
こ

と
で
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
方

面

か
ら
の
ご
批

判

を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

本

書

が
完

成

す
る
ま
で
、
長

田

区

役

所

ま
ち
づ
く
り
推
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話
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り
ま
し
た
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あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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